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はじめに 

 

本報告書は、弊社（株式会社豊田自動織機）が「亀山試験施設用地造成事業」を実施する

にあたり、「亀山試験施設用地造成事業に係る環境影響評価書」（平成 26年 7月 株式会社豊

田自動織機）（以下、「評価書」という。）に記載した「事後調査計画」に基づき、供用後 3年

目に行うとした騒音・振動、水質、陸生植物（重要な種）、水生生物（重要な種）、動物相、

生態系（池・湿地整備、サシバ生息確認）について、令和 3 年度の調査結果をとりまとめた

ものです。 
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第 1章 事業の概況 

1．事業者の氏名及び住所 

名    称  株式会社豊田自動織機 

住    所  愛知県刈谷市豊田町２丁目１番地 

代表者の氏名  取締役社長 大 西  朗 

 

2．事業規模 

2-1 条例の規定する対象事業の種類 

宅地その他の用地の造成事業（三重県環境影響評価条例別表第 1 第 15号に掲げる事業） 

 

2-2 対象事業の規模 

事業実施区域の面積：664,000㎡（改変区域面積 419,000㎡、残置区域：245,000㎡） 

 

3．対象事業の手続き状況 

3-1 環境影響評価方法書 

平成 24年 12月 6日公告、同日より平成 25年 1月 25日まで縦覧 

平成 25年 4月 19日、同方法書に対する三重県知事意見 

 

3-2 環境影響評価準備書 

平成 25年 12月 13日公告、同日より平成 26年 1月 27日まで縦覧 

平成 26年 6月 2日、同準備書に対する三重県知事意見 

 

3-3 環境影響評価書 

平成 26年 7月 29日公告、同日より平成 26年 9月 11日まで縦覧 

 

3-4 事業内容等変更届（第 1回） 

平成 27年 2月 2日、事業内容を図 1-3-1から図 1-3-2へと変更。 

変更理由：事業実施区域西側のマサ土地質区域の改変と、椋川支川の改変を回避するため、

「オーバルコース」から「おむすび型コース」に変更。 

     当初計画：改変区域 419,000㎡、残置区域 245,000㎡ 

     変更計画：改変区域 311,133㎡、残置区域 352,867㎡ 
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3-5 事業内容等変更届（第 2回） 

平成 28年 3月 15日、事業内容を図 1-3-2から図 1-3-3へと変更。 

変更理由：① より効率的な土地利用について検討した結果、調整池を最下流の１か所に集

約する事により、テストコース内敷地を有効に活用できると判断し、椋川流域

の調整池を 3ヶ所から 1ヶ所に変更。 

     ② 利害関係者と施設管理方法等を協議した結果、用水配水先が 2 ヶ所から 1 ヶ

所（既設池・地区外）となりマンホールポンプで圧送することになったため、

貯留ピットと分水目的の新設溜め池の計画を破棄。 

       （改変区域、残置区域面積に変更は無し） 
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3-6 第 1回事後調査報告書の提出 

平成 28年 5月 2日、平成 27年度に実施した事後調査の結果をとりまとめ、三重県及び亀山

市に提出。 

調査内容：環境保全措置とした池・湿地の整備状況、重要な植物の再確認、移植作業、活着

確認、重要な動物の移殖、ナシ保全活動、工事着手直前のサシバ、キビタキの生

息確認調査 

 

3-7 第 2回事後調査報告書の提出 

平成 29年 4月 26日、平成 28年度に実施した事後調査の結果をとりまとめ、三重県及び亀

山市に提出。 

調査内容：重要な植物・水生生物の活着確認、動物相、陸生動物（キビタキ）、生態系（サシ

バ）の生息確認調査 

 

3-8 第 3回事後調査報告書の提出 

平成 30年 5月 29日、平成 29年度に実施した事後調査の結果をとりまとめ、三重県及び亀

山市に提出。 

調査内容：重要な植物・水生生物の活着確認、動物相、生態系（サシバ）の生息確認調査、

工事中の騒音・振動、水質（土地の造成に伴う濁水）、ナシ保全活動（人と自然と

の触れ合いの活動の場） 

 

3-9 第 4回事後調査報告書の提出 

令和元年 5月 31日、平成 30年度に実施した事後調査の結果をとりまとめ、三重県及び亀山

市に提出。 

調査内容：重要な植物の活着確認、水生生物、動物相、生態系（サシバ）の生息確認調査 

 

3-10 第 5回事後調査報告書の提出 

令和 2 年 5 月 31 日、令和元年度に実施した事後調査の結果をとりまとめ、三重県及び亀山

市に提出。 

調査内容：大気質（試験車両の走行に伴う排出ガス）、試験車両の走行に伴う騒音・振動、水

質（施設からの排水）、重要な植物の活着確認、緑化回復状況確認、動物相、生態

系（サシバ）の生息確認調査 

 

3-11 第 5回事後調査報告書の提出 

令和 3 年 5 月 31 日、令和元年度に実施した事後調査の結果をとりまとめ、三重県及び亀山

市に提出。 
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調査内容：試験車両の走行に伴う騒音・振動、水質（施設からの排水）、重要な植物の活着確

認、緑化回復状況確認、水生生物 

 

4．対象事業の進捗状況 

平成 28年 3月 28日、対象事業の工事に着手し、平成 30年 8月 31日竣工。 

 

5．調査委託機関 

事 業 者 の 名 称：一般財団法人三重県環境保全事業団 

代 表 者 の 氏 名：理事長 髙 沖  芳 寿 

主たる事業所の所在地：三重県津市河芸町上野 3258番地 
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第 2章 調査結果 

1．試験車両の走行に伴う騒音・振動 

1-1 調査概要 

平成 30 年度に施設が竣工し、施設の供用が定常状態となったことから、供用後 3 年目にお

ける試験車両の走行に伴う騒音・振動の測定を行い、周辺への影響を把握しました。 

 

1-2 調査内容及び調査方法 

調査項目は、環境騒音（ＬAeq：等価騒音レベル）及び環境振動（Ｌ10：振動レベル）としまし

た。 

調査時期は表 2-1-1に、調査項目及び調査方法は表 2-1-2に示したとおりです。 

 

表 2-1-1 騒音・振動調査時期 

調査項目 調査日 調査時間※ 試験車両走行時間帯 

騒音・振動調査 
令和 3年  6月 17日 (木) 9:00～16:00 10:30～12:00、13:00～15:00 

令和 3年 10月 14日 (木) 9:00～16:00 10:30～12:00、13:00～15:00 

※：振動については、一般的に実施されている、毎正時から 10分間の値をその時間帯の代表値とした。 

 

表 2-1-2 騒音・振動調査項目及び調査方法 

調査項目 調査方法 

騒音レベル(ＬAeq) 「騒音に係る環境基準について」（平成 10年環境庁告示第 64号） 

振動レベル(Ｌ10) 
JIS Z 8735「振動レベル測定方法」及び「振動規制法施行規則別表

第 2備考」（昭和 51年総理府令第 58号） 

 

1-3 調査地点 

調査地点は、試験車両の走行に伴う騒音・振動による周辺集落への影響を予測した地点のう

ち、風下に位置し、事業実施区域からの距離を考慮したときに、事業に伴う影響が最も大きく

なると考えられる周辺集落 2 地点と、造成に伴う付け替え市道上の敷地境界 1 地点としまし

た。 

騒音・振動の調査地点は表 2-1-3、図 2-1-1に示したとおりです。 

 

表 2-1-3 騒音・振動調査地点 

調査地点 調査地点の概要 

K-1 造成に伴う付け替え市道上の敷地境界 

S-2 事業に伴う影響が最も大きくなると思われる事業実施区域風下

の周辺集落 S-5 
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図 2-1-1 騒音・振動調査地点 

  

1-4 調査結果 

今回の調査結果と評価書における予測結果及び環境基準を比較した結果は、表 2-1-4に示

すとおりです。 

調査の結果、騒音は、6月 17日調査時は K-1で 42～47dB、S-2で 36～42dB、S-5で 42～

48dB、10月 14日調査時は K-1で 41～43dB、S-2で 37～40dB、S-5で 45～51dBでした。ま

た、振動はいずれの調査地点及び日時においても 30dB未満でした。 

各測定日の時間帯ごとの測定値については資料編に示したとおりです。 

 

  

試験車両走行位置 

敷地境界予測地点 

周辺集落予測地点 

事後調査地点 



 

10 

表 2-1-4(1) 調査結果と予測結果及び環境基準との比較（騒音） 

調査日時 

騒音レベル（LAeq） 

K-1 S-2 S-5 環境

基準 調査結果 予測結果 調査結果 予測結果 調査結果 予測結果 

令

和

3

年

6

月

17

日 

9:00～10:00 46 

43～44※1 

40 

40 

48 

50 55※2 

10:00～11:00 45 36 44 

11:00～12:00 42 38 44 

12:00～13:00 47 42 46 

13:00～14:00 42 38 43 

14:00～15:00 44 37 42 

15:00～16:00 43 39 43 

令

和

3

年

10

月

14

日 

9:00～10:00 43 

43～44※1 

38 

40 

46 

50 55※2 

10:00～11:00 42 40 48 

11:00～12:00 42 40 49 

12:00～13:00 42 39 48 

13:00～14:00 41 37 45 

14:00～15:00 41 38 50 

15:00～16:00 43 40 51 

※1：試験車両の走行に伴う騒音については敷地境界における予測を実施していないことから、K-1に最も近い周辺集落

の予測地点である S-1の予測結果を参考として引用した。 

※2：いずれの地点も類型指定のない地域であることから、A及び B類型の昼間の基準値を参考とした。 

※3：   は、走行時間帯を示す。 
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表 2-1-4(2) 調査結果と予測結果及び環境基準との比較（振動） 

調査日時 

振動レベル（L10） 

K-1 S-2 S-5 感覚 

閾値 調査結果 予測結果 調査結果 予測結果 調査結果 予測結果 

令

和

2

年

6

月

16

日 

9:00～9:10 <30 

37 

<30 

36※1 

<30 

36※1 55 

10:00～10:10 <30 <30 <30 

11:00～11:10 <30 <30 <30 

12:00～12:10 <30 <30 <30 

13:00～13:10 <30 <30 <30 

14:00～14:10 <30 <30 <30 

15:00～15:10 <30 <30 <30 

令

和

2

年

10

月

21

日 

9:00～9:10 <30 

37 

<30 

36※1 

<30 

36※1 55 

10:00～10:10 <30 <30 <30 

11:00～11:10 <30 <30 <30 

12:00～12:10 <30 <30 <30 

13:00～13:10 <30 <30 <30 

14:00～14:10 <30 <30 <30 

15:00～15:10 <30 <30 <30 

※1：試験車両の走行に伴う振動については周辺集落における予測を実施していないことから、S-2及び S-5のそれぞれ

に最も近い敷地境界の予測地点である K-6及び K-11の予測結果を参考として引用した。 

※2：   は、走行時間帯を示す。 

 

1-5 まとめ 

調査結果を評価書に示した予測結果と比較すると、6月調査時の K-1において、走行時間帯

の騒音レベルが予測結果を上回っている時間帯がみられました。なお、いずれの調査日及び調

査地点においても、参考とした環境基準については下回っていました。 

予測結果を上回った走行時間帯の値を、直近の走行時間帯以外の値と比較すると、同程度の

値となっています。このことは、これらの地点では暗騒音そのものが高く、試験車両の走行に

伴う騒音が大きな影響を与えていない可能性があります。 

ここで、参考として評価書に示した試験車両の走行に伴う等価騒音レベルの予測結果を、表

2-1-5 に示します。予測結果には、現況調査時の騒音レベル（暗騒音）と試験車両の走行に伴

う到達騒音レベル並びにそれらの合成値（将来騒音レベル）が示されています。ここでは、試

験車両の走行に伴う到達騒音レベルはいずれも 30dB 以下と予測されており、現況騒音レベル

の方が約 10dB またはそれ以上に大きな値となっています。そのため、現況値と到達値を合成

して予測された将来騒音レベルについては、現況騒音レベルとほぼ同じ値となっており、予測

結果の騒音レベルは現況騒音レベルによるところが大きいと考えられます。 
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今回の調査結果でも、前述のとおり、走行時間帯の騒音レベルより走行時間帯以外の騒音レ

ベルが上回っている状況がみられていることから、評価書における予測結果と同様に、試験車

両の走行に伴う騒音が測定された騒音レベルに大きく寄与していないものと考えられます。 

また、振動の結果は、いずれの調査日及び調査地点においても、予測結果及び感覚閾値を下

回っており、試験車両の走行に伴う振動の影響は小さいと考えられました。 

以上のことから、試験車両の走行に伴う騒音・振動による影響は概ね評価書における予測結

果と同様であり、同影響は小さいものと考えられました。 

 

表 2-1-5 試験車両の走行に伴う等価騒音レベル(LAeq)の予測結果（参考） 

予測地点 

現況騒音 

レベル 

（LAeq） 

通常走行時 

（LAeq） 

高速走行時 

（LAeq） 環境基準値 

(参考値) 到達騒音 

レベル 

将来騒音 

レベル 

到達騒音 

レベル 

将来騒音 

レベル 

S-1 43 30 43 37 44 

55 

S-2 40 22 40 29 40 

S-3（学校位置） 48 30 48 39 49 

S-4 55 17 55 23 55 

S-5 50 22 50 28 50 

S-6 42 26 42 32 42 
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2．水質（施設からの排水） 

2-1 調査概要 

平成 30 年度に施設が竣工したことから、施設の供用に伴って排出される生活排水による下

流河川への影響を把握する目的で供用後 2年目における調査を実施しました。 

 

2-2 調査内容及び調査方法 

調査時期は表 2-2-1に、調査項目及び調査方法は表 2-2-2に示したとおりです。 

 

表 2-2-1 調査時期 

調査項目 調査時期 

水質調査 

令和 3年  5月 28日 

令和 3年  8月 27日 

令和 3年 11月  2日 

令和 4年  2月 28日 

 

表 2-2-2 水質調査項目及び調査方法 

調査項目 調査方法 

水素イオン濃度（pH） JIS K 0102 12.1 

生物化学的酸素要求量（BOD） JIS K 0102 21及び 32.3 

浮遊物質量（SS） 昭和 46年環告 59号付表 9 

全窒素（T-N） JIS K 0102 45.6 

全燐（T-P） JIS K 0102 46.3.4 

 

2-3 調査地点 

調査地点は図 2-2-1 に示したとおりであり、予測地点である R-5 としました。当該地点は、

事業実施区域の下流河川である椋川であり、事業実施区域に最も近く、事業実施区域からの排

水の流入と椋川との合流点付近です。 
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図 2-2-1 水質調査地点 

浄化槽 

R-5 

椋 川 
排水経路 



 

15 

2-4 調査結果 

調査結果は表 2-2-3に示したとおりです。 

R-5（椋川）では、pH が 7.5、BOD が<0.5～0.7mg/L、SS が<1.0～5.7mg/L、T-N が 0.52～

0.62mg/L、T-Pが 0.011～0.12mg/Lであり、BOD及び T-Pが 5月 28日の調査で評価書の予測結

果を上回りましたが、その他の項目は予測結果を下回りました。 

なお、調査地点はいずれも生活環境の保全に関する環境基準の類型指定がなされていません

が、参考として生活環境の保全に関する河川基準値のうち最も厳しい AA 類型と比較すると、

全ての項目について環境基準を満たしました。 

 

表 2-2-3 R-5（椋川）水質調査結果 

(単位；pH:なし、その他:mg/L) 

調査項目 

調査時期 環境基準 

(参考値: 

AA類型) 

評価書 

予測結果 
令和 3年 

5月 28日 8月 27日 11月 2日 2月 28日 

水素イオン濃度(pH) 7.5 7.5 7.5 7.5 6.5～8.6 － 

生物化学的酸素要求量(BOD) 0.7 <0.5 <0.5 <0.5 1以下 0.65 

浮遊物質量(SS) <1.0 5.7 <1.0 <1.0 25以下 － 

全窒素(T-N) 0.61 0.52 0.60 0.62 － 0.78 

全燐(T-P) 0.12 0.012 0.012 0.011 － 0.02 

 

なお、自主管理を実施している弊社試験用地の浄化槽については、浄化槽の点検と排水の pH、COD、

T-N、T-P濃度を毎月確認しています。このうち、予測結果を超えた T-Pについて、今年度の排水に

おける濃度の推移は図 2-2-2に示すとおりです。 

 

 

図 2-2-2 今年度の浄化槽排水の T-P濃度推移 

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1 1/1 2/1 3/14月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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5月 28日調査での T-Pの値が過年度及び今年度の調査結果と比べ高い値を示していましたが、同

時期における浄化槽排水の数値は他の時期と比較しても高い値ではなく、椋川に対する寄与率は非

常に低いものと考えられます。 

また、椋川への浄化槽排水と調査地点 R-5との間には周辺集落からの生活排水の流入箇所も存在

していることから、一時的に生活排水の流入量が多くなったことによるものと考えられました。 

 

2-5 まとめ 

調査の結果、一部項目において評価書の予測結果をやや上回る値が確認されましたが、一時

的なものであり、いずれの項目も環境基準を満たしていることが確認されました。 

施設排水については、浄化槽で処理した後、椋川へ放流を行っており、浄化槽出口において

亀山市との環境保全協定に基づく排水基準値（BOD:10mg/L、T-N:10mg/L、T-P:1mg/L）の達成状

況の監視を施設管理として実施しています。 

引き続き、浄化槽出口における監視及び設備の維持管理を継続して実施するとともに、次年

度も本調査を実施し、下流河川への影響を把握してまいります。 
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3．重要な植物の移植後の活着状況調査 

3-1 調査概要 

平成 27 年度に移植を行った種と、その他の種について、その後の生育状況の把握を行いま

した。 

 

3-2 調査内容及び調査方法 

本調査の実施手順は図 2-3-1に示したとおりです。 

平成 27年度に事業実施区域の工事に伴い生育地消失のおそれがある重要種の「池・湿地②」

への移植を実施し、平成 28年度には、「池・湿地③（下部）」に重要種の播種を行いました。そ

の後、平成 30年度には「池・湿地②」が、隣接する池の堰堤改修に伴う重機搬入路として整備

されることとなったため、生育が確認された種については、「池・湿地③（上部）」へ再移植を

実施しました。 

これらのことから今年度は、事後調査計画に基づき、「池・湿地③（下部）」における移植 5

年後の生育状況調査を実施するとともに、補足調査として「池・湿地②」及び「池・湿地③（上

部）」における移植 6年後の生育状況調査（補足調査）を実施しました。 

調査は、移植先において、移植個体の活着状況、生育状況を記録するとともに、写真に記録

することとしました。 
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3-3 調査場所 

活着状況調査は、平成 28年度に播種を実施した移植先である「池・湿地③（下部）」で実施

しました。 

また、活着状況の補足調査を「池・湿地②」及び「池・湿地②」からの再移植先である「池・

湿地③（上部）」で実施しました。 

各移植先の位置は図 2-3-2に示したとおりです。 

  

図 2-3-1 調査手順 

⑤ 移植後の活着状況調査 

(移植 5年後) 

【池・湿地②】 【池・湿地③（上部）】 

平成 26年度 

平成 26年度 

平成 27年度 

平成 27年度 

平成 28年度 

平成 30年度 

令和元年度 

平成 29年度 

令和 2年度 

池・湿地③（上部） 

へ移植 

① 移植個体の再検討 

② 移植個体の再確認調査 

③ 移植作業 

・移植個体の採取 

・移植場所への運搬 

・植え付け 

④ 移植後の活着状況調査 

(移植 1、3、6ヶ月) 

④ 移植後の活着状況調査 

(移植 1年後) 

移植 4年後調査 

(補足調査)  → 

⑤ 移植後の活着状況調査 

(移植 3年後) 

移植 4年後調査 

(補足調査)  → 

移植 5年後調査 

(補足調査) 

⑥ 移植後の活着状況調査 

(移植 5年後) 

④ 移植後の活着状況調査 

(移植 1年後) 

⑤ 移植後の活着状況調査 

(移植 3年後) 

③ 播種 

【池・湿地③（下部）】 

令和 3年度 

(今回報告分) 

移植 6年後調査 

(補足調査) 
移植 6年後調査 

(補足調査) 
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図 2-3-2 重要種移植先位置図 

 

3-4 実施時期 

調査実施時期は、表 2-3-1に示したとおりです。 

 

表 2-3-1 調査項目別調査時期 

調査項目 
調査時期 

池・湿地② 池・湿地③（上部） 池・湿地③（下部） 

移植作業 
（池・湿地③は播種） 

平成 27年  9月 24日 － 平成 28年 10月 17日 

移植後の活着状況調査 
（移植 1年後） 

平成 28年 10月 17日 － 平成 29年 10月 30日 

移植後の活着状況補足調査 
（移植 2年後） 

平成 29年 10月 30日 － 平成 30年  8月 30日 

移植後の活着状況調査 
（移植 3年後） 

平成 30年  8月 30日 － 令和元年 11月  1日 

移植後の活着状況補足調査 
（移植 4年後） 

－ 令和元年 11月  1日 令和 2年  9月 29日 

移植後の活着状況調査 
（移植 5年後） 

令和 2年  9月 29日 令和 2年  9月 29日 令和 3年 10月 29日 

移植後の活着状況補足調査
（移植 6年後） 

令和 3年 10月 29日 令和 3年 10月 29日 － 

池・湿地② 

池・湿地① 

(現時点では移植種なし) 

池・湿地③（上部） 

池・湿地③（下部） 
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3-5 調査結果 

「池・湿地③（上部）」の調査結果は表 2-3-2に、「池・湿地③（下部）」の調査結果は表 2-

3-3に、「池・湿地②」の調査結果は表 2-3-4に示したとおりです。 

「池・湿地③（上部）」については、平成 30年度に「池・湿地②」での移植 3年後の調査で

生育が確認されたサイコクヌカボ、カサスゲを当該地へ再移植しており、移植 6年後となる今

年度の調査では、昨年度に引き続いてサイコクヌカボが生育する状況が確認されました。また、

昨年度追加移植したカサスゲは、株数は減少していたものの引き続き生育が確認されました。 

「池・湿地③（下部）」については、平成 28年度にハマハナヤスリ、サイコクヌカボ、クロ

テンツキの播種を行っており、移植 5年後となる今年度の調査では、昨年度に引き続きクロテ

ンツキの生育が確認されました。一方、ハマハナヤスリとサイコクヌカボは今年度も確認でき

ておらず、当該湿地の遷移の進行により他の植物が繁茂し、生育環境が変化したことがその原

因と考えられます。 

「池・湿地②」については、前述のとおり平成 30 年度に生育が確認された移植個体の再移

植を実施しましたが、昨年度残存する個体の生育が確認されたことから、移植 6年後に相当す

る補足調査を実施しました。その結果、サイコクヌカボは昨年度と同様 1個体のみの確認でし

たが、カサスゲは 300cm×300cm（100株以上）の大きな群落が維持されていました。 

昨年度の結果を踏まえ、「池・湿地②」及び「池・湿地③」においては、後述するとおり湿地

等の再整備を実施しました。そのため、次年度以降は、「池・湿地②」及び「池・湿地③」の再

整備の検証を含め、移植個体の補足調査を継続して実施することとします。 
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表 2-3-2 調査結果（池・湿地③（上部）） 

№ 種 名 
移植 4年後 

(R1.11.1) 

移植 5年後 

(R2.9.29) 

移植 6年後 

(R3.10.29) 

②-2 サイコクヌカボ 30cm×30cm 40cm×30cm 15cm×15cm 

②-4 
カサスゲ群落 

確認できず 確認できず 確認できず 

②-4’ － 20株移植 14株 

注）移植 3年後までは、池・湿地②で調査を実施 

 

表 2-3-3 調査結果（池・湿地③（下部）） 

№ 種 名 
播種 1年後 

(H29.10.30) 

播種 2年後 

(H30.8.30) 

播種 3年後 

(R1.11.1) 

播種 4年後 

(R2.9.29) 

播種 5年後 

(R3.10.29) 

③-1 ハマハナヤスリ 確認できず 確認できず 確認できず 確認できず 確認できず 

③-2 サイコクヌカボ 確認できず 確認できず 確認できず 確認できず 確認できず 

③-3 クロテンツキ 確認できず 確認できず 20cm×20cm 
20cm×20cm 

10cm×10cm 

25cm×20cm 

15cm×15cm 

 

表 2-3-4 調査結果（池・湿地②） 

№ 種 名 

移植後 

1ヶ月 

(H27.10.23) 

3ヶ月 

(H27.12.15) 

6ヶ月 

(H28.3.22) 

1年後 

(H28.10.17) 

2年後 

(H29.10.30) 

3年後 

(H30.8.30) 

②-1 ハマハナヤスリ 1個体 地上部枯死 地上部枯死 確認できず 確認できず 確認できず 

②-2 サイコクヌカボ 30cm×20cm 枯死※ 枯死※ 確認できず 確認できず 20個体 

②-3 イトトリゲモ 移植時に生育が確認できなかったため、移植せず 

②-4 
カサスゲ群落 3個体 3個体 2個体 6個体 13個体 13個体 

クロテンツキ群落 20cm×20cm 枯死※ 枯死※ 確認できず 確認できず 確認できず 

 

№ 種 名 

移植後 

4年後 

(実施せず) 

5年後 

(R2.9.29) 

6年後 

(R3.10.29) 

②-1 ハマハナヤスリ － 確認できず 確認できず 

②-2 サイコクヌカボ － 1個体 1個体 

②-3 イトトリゲモ 
移植時に生育が確認できなかっ

たため、移植せず 
 

②-4 
カサスゲ群落 － 

250cm×300cm 

（100株以上） 

300cm×300cm 

（100株以上） 

クロテンツキ群落 － 確認できず 確認できず 

※：表中の「サイコクヌカボ」と「クロテンツキ群落」については、1年草のため種子を落とした後、冬季には地上部が枯れる。 

注）移植 4年後以降は、池・湿地③（上部）で調査を実施 
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4．緑化回復状況調査 

4-1 調査概要 

平成 30 年度に施設が竣工したことから、造成緑地等における緑化施工後の植物の生育状況

を把握しました。 

本調査では、緑地の状況を継続的に調査することで、植生の回復や遷移を監視して行くこと

としており、特に植栽に用いられているアラカシ、シラカシ、エノキ、コナラ等の在来樹種に

ついては指標木として選定し、生育状況を把握することとしました。 

 

4-2 調査内容及び調査方法 

①緑化回復状況 

事業実施区域内の緑化区域において、継続して監視ができるよう選定した調査範囲内の植物

相を調査しました。 

 

②指標木の生育状況調査 

植物相調査と同じ調査範囲における調査指標木の樹高、胸高直径、活力度を記録しました。

調査指標木は、調査範囲内の植栽種のうち代表的な樹種を選定しており、各個体について表 2-

4-1に示した活力度の判定基準に基づき簡易的に樹木活力度を把握しました。 

 

表 2-4-1 樹木活力度の判定基準 

項 目 

<判定基準> 
良好な状態               不良な状態 

 

活力度 1 

正常な開花や良好

な枝葉、樹勢等、旺

盛な生育状況を示

し、被害がまったく

みられない 

2 

開花状況や枝葉、樹

勢等にわずかに異

常がみられ、幾分被

害の影響を受けて

いるがあまり目立

たない 

3 

開花状況や枝葉、樹

勢等に異常が明ら

かに認められる 

4 

生育の状態が劣悪

で回復の見込みが

ない 

出典：「地上調査に基づく樹木活力指標（科学技術庁資源調査会、1972）」を基に作成。 
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4-3 調査場所 

調査範囲及び選定した指標木の位置は図2-4-1に示したとおりであり、st-1（東部造成緑地）、

st-2（北部造成緑地）、st-3（南部造成緑地）の 3地点としました。 

調査場所の概要は表 2-4-2に示したとおりです。 

 

表 2-4-2 調査場所の概要 

地点名 調査場所の概要 

st-1 事業実施区域東部にある造成緑地であり、法肩部に位置する平場となっている。 

st-2 事業実施区域北部にある造成緑地であり、北向きの法面となっている。 

st-3 事業実施区域南部にある造成緑地であり、南向きの法面となっている。 
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図 2-4-1 緑化回復状況調査地点及び選定した指標木の位置 
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4-4 実施時期 

調査実施時期は、表 2-4-3に示したとおりです。 

調査は緑化施工後 5年後までの毎年実施することとし、今回の調査は緑化施工後 3年後とし

て実施しました。 

 

表 2-4-3 調査項目別調査時期 

調査項目 調査日時 

緑化回復状況調査 令和 3年 10月  6日 

 

4-5 調査結果 

①各緑地の概況 

st-1は造成された平場となっており、樹高 4～5mのアラカシ、シラカシが多数植栽され、そ

の東側の事業実施区域外には既存の樹林が隣接しています。造成地の法肩に位置していること

から、日当たりは良好です。今年度の調査では、植栽樹木の生育状況は概ね良好でしたが、一

部やや生育不良がみられる個体も存在しました。また、昨年度と同様に、ススキ、クズ、セイ

タカアワダチソウといった高茎の草本植物の繁茂が顕著でした。 

st-2は北向きの盛土法面となっており、樹高 2m前後のクロマツ、アラカシ、シラカシ、コ

ナラ等の幼木が植栽されています。日当たりは夏場を中心に良好と考えられます。また、前田

川を挟んだ対岸には、水田や樹林などの既存植生が広がっています。今年度の調査では、植栽

樹木の生育状況は全体的に良好であり、後述するとおり多様な在来の草本植物がみられました

が、一部にはススキやクマイチゴの生長が著しい状況もみられました。 

st-3は南向きの盛土法面となっており、法肩部分には樹高 3～4mのアラカシ、シラカシが、

法面部分には樹高 1m未満のクロマツ、コナラ等が植栽されています。南斜面であることから、

一年を通して日当たりが良好と考えられ、表土も乾燥しがちな傾向です。今年度の調査では、

植栽樹木の生育状況は全体的に良好でした。 

なお、各調査地点における緑地の概況は資料編に示したとおりです。 

 

②緑化回復状況 

緑化回復状況を把握するため、各調査範囲内の植物相を調査した結果、st-1で 55種（昨年

度 62種）、st-2で 78種（昨年度 81種）、st-3で 36種（昨年度 41種）が確認されました。草

本植物の発生状況は季節や年により変化することから単純には比較できませんが、今年度新た

に確認された種がある一方、過年度確認された種の中には今年度確認されなかった種もみられ、

いずれの地点でも生育種がやや減少する結果となりました。この結果については、木本植物や

高茎草本の生長に伴って、下層の植生が圧迫され、種数が低下したことがひとつの要因と考え

られます。 
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各調査地点における調査結果の詳細は資料編に示したとおりであり、過年度にのみ確認され

た種も含め、これまでに確認された全ての種を掲載しました。 

調査結果から、全ての地点に共通してみられたのは、草本植物ではクズ、ヨモギ、オオアレ

チノギク、セイタカアワダチソウなど日当たりの良い草地や荒地を好む種であり、昨年度と概

ね似た状況でした。また、吹き付け種子に由来すると考えられるシロツメクサやギョウギシバ、

オニウシノケグサも全地点に共通しています。一方、木本植物では、植栽樹種を除くと、ウツ

ギ、アカメガシワ、ハゼノキ、ヌルデなど遷移の初期段階に出現する先駆植物が複数の地点で

確認されており、これについても昨年度と概ね似た状況でした。したがって、全ての地点にお

いて裸地から草地、草地から森林等への遷移の途上にあるものと考えられ、昨年度と同様に植

生の回復が順調に進んでいるものと判断できます。以下に各地点の植物相の状況を詳しく述べ

ます。 

st-1では、ヒカゲイノコヅチ、フユイチゴ、モミジイチゴ、コチヂミザサなど、過年度と同

様に林床や林縁に生育する草本植物がみられる一方で、ヤハズエンドウ、エノキグサ、ノゲシ

といった路傍や空き地に生育する種もみられました。また、木本植物では、落葉性高木である

エノキが新たに確認されました。こうした種構成は、当該緑地が既存の樹林と造成地との境界

に位置していることを反映したものと考えられ、周辺の在来植生の構成種と空地・荒地を好む

種が混在する状況を生んでいるものと考えられます。 

st-2では、昨年度に引き続き確認種数が 3地点で最も多くなるとともに、クマイチゴ、キブ

シ、タニウツギ、ホタルブクロ、スズカアザミなど山地性の種が多くみられました。これらは

いずれも周辺山地の在来植生の構成種であり、崖地や崩落地のような場所を好む先駆植物的な

性質の種です。本調査地点の立地は、北側に前田川を挟んで鈴鹿山脈山麓部の樹林に面してい

ることから、山地に自生する種から散布された種子の中で、特に先駆植物的な種が比較的早く

定着したものと考えられます。 

st-3では、新たに確認された種はあったものの、昨年度と同様に他の 2地点と比べると出現

種数が少ない結果となり、その種構成も外来種を中心とした路傍雑草的な性質の種が中心でし

た。これは、当該緑地が南向き斜面であるために日当たりがよく、比較的乾燥が強いことに起

因するものと考えられます。 

 

③指標木の生育状況調査 

各調査地において、選定した指標木の樹高、胸高直径、活力度は表 2-4-4に示したとおりで

す。なお、各指標木の生育状況は資料編に示したとおりです。 

調査の結果、樹高は st-1で 4.4m～5.4m、st-2で 1.7～3.2m、st-3で 1.9～4.3mであり、胸

高直径は測定可能な個体を対象に測定を実施し、st-1は 6.1～7.4cm、st-2は 2.8～3.6cm、st-

3は 3.7～8.0cmでした。ほとんどの指標木で生長がみられ、特に樹高の低い幼木において樹高

の増大が顕著でしたが、前述のとおり、st-1の№1のシラカシの生育状況に不良がみられまし
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た。 

活力度についてはほとんどの指標木で 1でしたが、不良がみられたシラカシ（No.1）のみ 3

となりました。生育不良のシラカシについては、後日、造園業者が確認を行ったところ、カミ

キリムシの幼虫の侵入が認められ、食害により枯死している状況が確認されました。 

以上の結果、st-1の指標木№1のシラカシについては回復が見込めないことから、次年度は

これに代わる指標木を新たに選定し、以降、他の指標木と同様に生育状況の確認を行うことと

します。 

 

表 2-4-4(1) st-1における指標木の生育状況調査結果 

 
※DBH＝胸高直径 

 

表 2-4-4(2) st-2における指標木の生育状況調査結果 

 
※DBH＝胸高直径 

※胸高直径において、樹高が低く胸高で測定不可の個体は未測定 

 

表 2-4-4(3) st-3における指標木の生育状況調査結果 

 
※DBH＝胸高直径 

※胸高直径において、樹高が低く胸高で測定不可の個体は未測定 

  

No.

種名

測定項目 樹高(m) DBH(cm) 活力度 樹高(m) DBH(cm) 活力度 樹高(m) DBH(cm) 活力度 樹高(m) DBH(cm) 活力度

R1
（施工後1年目）

4.7 6.3 1 5.0 5.8 1 4.4 5.4 1 3.9 5.4 1

R2
（施工後2年目）

4.8 6.7 1 5.3 6.6 1 4.5 6.5 1 4.2 5.9 1

R3
（施工後3年目）

4.7 6.4 3 5.4 7.4 1 4.7 6.8 1 4.4 6.1 1

調査地点：st-1

1 2 3 4

シラカシ アラカシ シラカシ アラカシ

No.

種名

測定項目 樹高(m) DBH(cm) 活力度 樹高(m) DBH(cm) 活力度 樹高(m) DBH(cm) 活力度 樹高(m) DBH(cm) 活力度

R1
（施工後1年目）

0.9 － 1 0.6 － 1 1.0 － 1 1.3 － 1

R2
（施工後2年目）

1.5 － 1 1.2 － 1 2.0 － 1 2.2 － 1

R3
（施工後3年目）

1.7 － 1 1.7 － 1 2.7 3.6 1 3.2 2.8 1

調査地点：st-2

1 2 3 4

アラカシ クロマツ エノキ コナラ

No.

種名

測定項目 樹高(m) DBH(cm) 活力度 樹高(m) DBH(cm) 活力度 樹高(m) DBH(cm) 活力度 樹高(m) DBH(cm) 活力度

R1
（施工後1年目）

0.6 － 1 3.5 5.1 1 0.7 － 1 4.0 5.5 1

R2
（施工後2年目）

1.2 － 1 3.7 5.8 1 1.3 － 1 4.2 6.8 1

R3
（施工後3年目）

1.9 4.0 1 4.2 6.1 1 2.3 3.7 1 4.3 8.0 1

調査地点：st-3

1 2 3 4

コナラ アラカシ クロマツ シラカシ
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4-6 まとめ 

緑化区域の施工後の植物の生育状況を把握するため、3 地点における植物相調査及び選定し

た指標木の生育状況調査を実施しました。 

調査の結果、全ての地点で昨年度より確認種数がやや減少しましたが、多様な先駆植物がみ

られ、引き続き植生の回復過程にあることが確認されました。また、st-1や st-2では昨年度

に引き続き森林や山地に生育する種が確認され、周辺に存在する在来の植生の構成種が進出し

つつある状況がうかがえました。なお、植栽樹木については、今回調査対象とした指標木のう

ち、一部では不良がみられたものもありましたが、ほとんどは良好な生育状態でした。 

以上のことから、各調査地点における造成緑地の回復状況は、いずれも順調に経過している

ものと考えられます。 

今回の調査は緑化施工後 3年目であることから、次年度も同一の調査地点及び指標木を対象

に、事後調査計画に基づく調査を継続し、植生回復の状況を監視していくこととします。 

なお、st-1の№1指標木については害虫の侵入による枯死が認められ、今後回復する見込み

がないことから、次年度はこれに代わる新たな指標木の選定を行い、他の指標木と同様に調査

を実施していくこととします。 
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5．重要な水生生物の生息確認調査（補足調査） 

5-1 調査概要 

本調査項目では、平成 27 年に移植を行った重要な水生生物であるオオタニシを対象に、そ

の後の生息状況の確認調査を継続して実施してきました。しかし、移殖 5年後に当たる昨年度

の調査でもオオタニシの生息はみられず、定着を確認できていない結果となっていました。 

平成 27 年当時、評価書において移殖の実施が必要と判断された重要な水生生物について事

業計画の変更を踏まえた再検討を行っており、その結果、移植対象と判断されたのがオオタニ

シ、タベサナエの 2種でした。その後、両種を対象に現地調査を実施したところ、タベサナエ

については生息の再確認ができなかったため移植を実施しなかったものの、オオタニシについ

ては 15個体を捕獲し、当時、生息に適した湛水状態となっていた「池・湿地②」への仮移殖を

実施しました。なお、当初の計画では、翌年度以降にその他の池・湿地の整備が完了した後に、

再度分散のための移植を実施することとしていました。 

以上の経過を踏まえ、今年度はオオタニシの個体群の保護・増殖を図るため、新たな保全措

置を検討することとしました。まずは現況調査時から残存している生息地の再確認調査を行う

とともに、新たに生息環境を創出できる場所を選定し、移殖の可能性を検討しました。 

 

5-2 調査内容 

本調査の実施手順は図 2-5-1に示したとおりです。 

今年度はこれまでの事後調査の結果を踏まえ、本種個体の移殖を目的として、現況調査にお

いて生息が確認された地点を再踏査し、残存する本種個体の有無を確認しました。調査の際に

は、個体の生息状況を記録するとともに、写真に記録することとしました。 
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図 2-5-1 調査手順  

① 移殖個体の再検討 

② 移殖作業 

  ・移殖個体の捕獲 

    ・移殖場所への運搬 

    ・移殖場所への放逐 

③ 移殖後の生息確認調査 

(移殖 1年後) 

③ 移殖後の生息確認調査 

(移殖 2年後) 

④ 移殖後の生息確認調査 

(移殖 3年後) 

⑤ 移殖後の生息確認調査 

(移殖 5年後) 
⇒今回報告分 ⑥ 残置部残存個体の生息状況調査 

⑦ 生息個体の捕獲・試験移殖 

⑧ 生息個体の捕獲・移殖 

⑨ 移殖 1ヶ月後定着状況調査 

⑩ 移殖 3ヶ月後定着状況調査 

⑪ 移殖翌春の定着状況調査 
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5-3 調査場所 

調査地点の位置は、図 2-5-2に示したとおりです。 

生息確認調査は、現況調査時に本種が確認された 3地点のうち、現在も非改変で残存してい

る P2と P8で実施しました。 

 

 

図 2-5-2 調査地点（現況調査時のオオタニシの確認位置） 

 

5-4 実施時期 

調査実施時期は、表 2-5-1に示したとおりです。 

 

表 2-5-1 調査時期 

調査項目 調査日時 

残置部残存個体の生息状況調査 令和 3年  4月  5日 

 

  

重要種保護のため非公表 
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5-5 調査結果 

調査の結果、残存する生息地2地点のいずれにおいてもオオタニシの生息が確認されました。

確認された個体とその生息環境は、表 2-5-2に示すとおりです。 

地点 P2 は平成 26 年度の計画変更に伴い残置されることとなったため池で、最深部は 40cm

程度であり、日当たりが良く、池底には湿性の小型草本が繁茂しています。当該地点で確認さ

れたオオタニシは、比較的大きく育った個体でしたが、目視等で確認できた個体は数個体にと

どまり、ため池全域でもそれほど大きな個体群ではないと考えられます。これは、周辺の植生

状況からも渇水による水位が大幅に低下していた期間が長かったものと考えられ、そのため生

息できる湛水域が小さかったためと考えられます。 

一方、地点 P8 は事業実施区域の西方にある棚田跡の上方に位置する小さなため池で、最深

部は 1m 以上あり、日当たりはやや暗く、池内に植生はありません。池の周囲は雑木に囲われ

ており、池底には落葉・落枝などのリターが多く存在しています。当該地点で確認されたオオ

タニシは、個体サイズが小さいものの、浅瀬で目視により確認できた個体でも数十個体以上で

あり、当該地点の個体群は比較的大きいものと考えられます。 

以上のことから、地点 P8 では比較的大きな規模の個体群が維持されており、採取による影

響を受ける可能性が低いと判断されることから、当該個体群の一部を新たな生息環境に移殖す

ることで、保護・増殖を図ることとします。 

なお、既存生息環境の基礎データとして、地点 P8 の水質を測定しました。測定結果につい

ては、表 2-5-3に示すとおりです。 
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表 2-5-2 残存個体の生息状況 

 

表 2-5-3 地点 P8の水質データ 

地点 
水温 

（℃） 

pH（水素イオン濃

度） 

DO（溶存酸素） 

（mg/L） 

EC（電気伝導度） 

（mS/m） 

P8 6.9 6.40 8.59 98.7 

 

  

 地点 P2 地点 P8 

生 

息 

環 

境 

  

比較的面積の大きいため池。環境は開放的である。

最深部で水深 40cm 程度、日当たりが良く、小型の

湿性草本が繁茂している。 

棚田跡の頂部に存在するため池。縁や水底には落葉

落枝が堆積している。最深部は水深 1m 以上、日当

たりはやや暗く、水際の植生はない。 

確 

認 

個 

体 

  

目視等で確認できた個体は数個体にとどまったも

のの、個体サイズは大きい。 

浅瀬において目視で確認できた個体だけでも数十

個体以上であったが、個体サイズはやや小さい。 
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5-6 移殖地の再検討 

過年度の事後調査において、池・湿地②に仮移植したオオタニシの定着が確認されなかったこと

から、今後、残存する個体群からの移殖を実施するにあたっては、新たに好適な生息環境を整備・

創出することが必要と考えられます。そこで、過年度から重要な種の移植先としてきた「池・湿地

②」及び「池・湿地③」において、本種の生息環境の整備・創出が可能かどうかを検討しまし

た。計画地の位置は図 2-5-3に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5-3 移殖検討地点  

  

池・湿地② 

池・湿地③ 
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各計画地の状況は下記に、また現況写真は表 2-5-4に示すとおりです。 

 

●池・湿地② 

当該地点は平成 27 年度にオオタニシの仮移殖を実施した地点であり、現在も湿性環境が

維持されています。しかし、湧水量が少なく、渇水期には干上がることも多い状況です。 

 

●池・湿地③ 

当該地点は、かつて棚田として利用されていたと考えられる谷の谷頭部であり、通年で

湧水の流入がみられ、湿性環境が維持されています。 

 

以上のことから、「池・湿地③」では湧水が定常的に流れ込んでおり、一部を掘り下げること

で比較的早期に湛水域の形成が見込めると考えられることから、当該地点をオオタニシの新た

な移殖地として選定し、本種の生息環境となるため池（湛水域）の整備・創出を行うこととし

ます。なお、移殖の実施については、ため池の整備後の状況を監視し、本種の生息に適した環

境が成立した段階で実施することとします。 

 

 

表 2-5-4 移殖検討地点の状況 

 

  

 池・湿地② 池・湿地③（谷頭部） 

現

況

写

真 

  

湿性環境が成立しているものの、湧水量が少なく、

一部は乾燥化が始まっており、低茎草本が生育して

いる。 

湿性環境が成立しており、谷頭部から湧水が定常的

に流れ込んでいることが確認できる。 
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5-6 まとめ 

過年度に移殖を実施したオオタニシについて、これまでに定着を確認できなかったことから、

今年度は追加の保全措置を検討するため、現況調査時から残存している生息地の再確認調査を

行いました。調査の結果、既知の生息地点 2地点で本種の生息を確認しました。 

このことから、既存個体群の移殖するための新たな生息環境の創出について検討しました。

その結果、「池・湿地③」では比較的早期に湛水域の形成が見込めると考えられることから、当

該地点を新たな移殖地として選定し、生息環境の整備・創出を行うこととしました。 

以上より、次年度以降に後述する湿地等の再整備後の状況を継続監視し、本種の生息に適し

た環境が成立した段階で、移殖の実施を進めることとします。 
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6．環境保全措置とした池・湿地の整備（除草・成形） 

6-1 整備の目的 

前項で述べたとおり、水生生物の重要な種であるオオタニシの既存個体群からの移殖を行う

にあたって、「池・湿地③」に新たな生息環境を創出する必要があることから、環境整備を実施

することとします。 

また、評価書では、上記の「池・湿地③」だけでなく、図 2-6-1に示した「池・湿地①」及

び「池・湿地②」も含めて「水生・湿生植物が生育可能な池・湿地の創出」を環境保全措置と

して記載しています。これは、本事業の実施に伴って耕作地が改変され、湿性環境が消失する

ことを受け、これらの湿性環境に生息・生育する動植物や、生息する動物を餌資源とするサシ

バに対しての環境保全措置として計画したものです。 

このうち「池・湿地①」については、平成 27 年 2 月の計画変更に伴い、重要な水生生物が

生息するため池が残置されたため、整備対象としないこととしました。一方、「池・湿地②」に

ついては、引き続き良好な湿地環境を維持して行くことが必要と考えられますが、現状では灌

木やササ類の繁茂、湿地の乾燥化などが進んでおり、再整備が必要な状況です。 

以上のことから、「池・湿地②」及び「池・湿地③」を対象として、環境整備を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6-1 環境保全措置（池・湿地）整備場所  

池・湿地② 

池・湿地③ 

池・湿地① 



 

38 

6-2 整備の対象 

今年度の整備場所は前掲の図 2-6-1に示した池・湿地②及び③の 2箇所としました。 

なお、評価書に記載した整備予定の 3ヶ所の池・湿地のうち、「池・湿地①」は、前述のとお

り、整備対象からは除外されています。 

 

6-3 整備計画 

整備計画図は図 2-6-2に示すとおりです。 

整備前の各計画地の植生の状況は以下に述べるとおりであり、池・湿地②は、ネザサや灌木

が周囲を高い密度で覆っており、湿地内への日当たりが不良であることから、ネザサの刈り払

いや、灌木の除伐を実施し、日照をよくすることとしました。また、池・湿地③は、前述のと

おり水生生物の生息環境に適した池の創出を目的として掘削を行うとともに、池・湿地②と同

様に刈り払いや灌木の除伐を実施することとしました。 

なお、整備後の環境の変化をモニタリングしていくため、整備前の水質を測定したことから、

その結果を表 2-6-2に示します。 

 

・池・湿地② 

湿地内は、過年度に移植したカサスゲが比較的広範囲に生育するほか、アケボノシュスラ

ン、オオバタネツケバナ、リョウメンシダ、セリ、ネコノメソウがパッチ状に生育してい

る。周囲の樹木に遮られ、やや暗い環境となっていることから、植生は単調な状況である。

北側の池との境界部については、高さ 3mほどのネザサが覆っている。南側はスギ・ヒノキ

植林となっており、湿地との境界部にはコナラの大木がみられ、亜高木・低木層にはタブ

ノキ、ヒサカキ、ネズミモチ等の常緑広葉樹が多くみられる。 

 

・池・湿地③ 

池の創出予定地は、湿地内にサイコクヌカボが散生するほか、マツバイ、オオバタネツケ

バナ、ネコノメソウ、ミゾハコベ、ミクリ属の一種が生育しており、日照はやや少ない状

況である。その周囲は、北側は高さ 3m ほどのネザサに覆われ、南側はリョウブ、タブノ

キ、ヤマザクラ、コナラといった落葉広葉樹の高木に加え、ネズミモチやヒサカキといっ

た常緑広葉樹の亜高木・低木がみられる。また、東側の水田跡の湿地部では、日当たりの

良好な環境では、アブラガヤ、オギ、イグサ、コウガイゼキショウ、ヒロハイヌノヒゲ、

マツバイ、セリ、キクモ、スブタ属の一種、ミゾハコベ、サイコクヌカボ、ミゾソバ、ツ

ボスミレなどがみられ、やや暗い箇所では、ネコノメソウや、ハイチゴザサ、オオバタネ

ツケバナ、過年度に移植したカサスゲなどが確認できる。 
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図 2-6-2(1) 池・湿地②の整備計画図 

 

 

図 2-6-2(2) 池・湿地③の整備計画図 

  

湿地北側のネザサの刈り払い 

湿地南側の灌木の除伐 

湿地北側のネザサの刈り払い 

湿地南側の灌木の除伐 

水深 60㎝程度の湛水域の創出 
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表 2-6-2 整備箇所の水質の状況 

地点 
水温 

（℃） 
pH（水素イオン濃度） 

DO（溶存酸素） 

（mg/L） 

EC（電気伝導度） 

（mS/m） 

池・湿地② 6.9 6.40 8.59 98.7 

池・湿地③ 9.1 6.65 10.33 65.7 

 

6-5 整備時期 

整備は表 2-6-1のとおり実施しました。 

 

表 2-6-1 整備実施日 

実施地点 整備項目 実施年月日 

池・湿地② 除草作業 令和 3年 11月  4日 

除伐作業 令和 3年 11月  5日 

池・湿地③ 
除草作業 

令和 3年 11月 26日、 29日 

12月  1日 

除伐作業 令和 3年 11月 29日 

池の創出作業 令和 3年 12月  2日、  3日 

 

6-6 作業結果 

整備作業の結果は、資料編の写真 6-1～15に示したとおりです。 

 

6-7 まとめ 

前項で述べたオオタニシの新たな生息環境の創出に加え、湿性環境に生息・生育する動植物

や、生息する動物を餌資源とするサシバへの環境保全措置として「水生・湿生植物が生育可能

な池・湿地の創出」を計画し、整備を実施しました。 

整備箇所はいずれも湿性環境が存在するものの、周囲のネザサや灌木によって湿地内への日

当たりが不良であることから、ネザサの刈り払いや灌木の除去を実施し、日照を良くしました。

また、池・湿地③では、池の創出を行い、水生生物の生息が可能な環境を創出しました。 

以降は、整備した湿性環境の植物の生育状況や、水生生物の生息状況を監視し、整備の効果

について確認していくこととします。 
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7．動物相調査（鳥類相） 

7-1 調査概要 

事業の実施による環境の変化を把握するため、影響の程度が数値として把握することが可能

な鳥類について調査を実施することとしました。 

 

7-2 調査内容及び調査方法 

あらかじめ設定した踏査ルート（2ルート：現況調査で使用したルート）を、時速 2km程度

の速さで歩き、調査員の片側 25ｍ範囲（両側で 50ｍ）に出現する鳥類を、種・個体数・行動等

を記録します。 

 

7-3 調査時期 

調査実施時期は、表 2-7-1に示したとおりです。 

本調査は、施設の供用後 1年後、3年後、5年後に実施することとし、今回の調査は供用後 3

年後の調査として実施しました。 

 

表 2-7-1 調査時期 

調査項目 調査時期 

鳥類相調査 
令和 3年  5月 31日（初夏季：繁殖期） 

令和 4年  1月  5日（冬季：越冬期） 

 

7-4 調査場所 

鳥類相調査の踏査ルートは図 2-7-1に示したとおりとし、現況調査で実施した 2ルートと

しました。 
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図 2-7-1 鳥類相調査位置図 
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7-5 調査結果（鳥類相） 

今年度の調査結果は表 2-7-2に示したとおりです。 

初夏季（繁殖期）の調査で 11目 28科 40種、冬季（越冬期）の調査で 7目 16科 30種、通

年で 12 目 29 科 51 種（外来種含む）の鳥類が確認されました。確認種のうち、ラインセンサ

ス調査による確認は 10目 23科 37種であり、任意観察調査でのみ確認されたのが 8目 12科 14

種でした。 

確認種は、初夏季、冬季ともに調査範囲の環境を反映して樹林域からその林縁部、農耕地、

人家周辺等の環境で普通に見られる種が大部分を占めました。このうち、確認個体数が多かっ

たのは、ヒヨドリ、メジロ、イカル、カワラヒワ等でした。 
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表 2-7-2 鳥類相調査確認種一覧 

 
※1：種名及び配列は「日本鳥類目録 改訂第 7版」(2012 日本鳥学会)に準拠した。 

※2：コジュケイ、カワラバトは外来種であるが自然分布種のリストの当該科の最下段に加え統合して表記した。 

  

初夏季 冬季 初夏季 冬季 初夏季 冬季

1 キジ キジ キジ 1 1 2 2

2 コジュケイ ○ 外来種

3 カモ カモ カルガモ 3 ○ 3 3

4 キンクロハジロ ○

5 ハト ハト キジバト 2 2 2 ○ 4 2 6

6 カツオドリ ウ カワウ ○

7 ペリカン サギ アオサギ 1 1 1

8 ダイサギ ○

9 カッコウ カッコウ ホトトギス 1 1 2 2

10 チドリ チドリ ケリ ○

11 コチドリ ○

12 タカ タカ ハチクマ ○

13 トビ 1 1 ○ 2 2

14 サシバ ○

15 ノスリ 1 1 ○ ○ 2 2

16 ブッポウソウ カワセミ アカショウビン ○

17 カワセミ 1 1 1

18 キツツキ キツツキ コゲラ 2 1 2 ○ 4 1 5

19 アカゲラ 1 1 1

20 アオゲラ 1 1 1 2 1 3

21 ハヤブサ ハヤブサ ハヤブサ 2 2 2

22 スズメ サンショウクイ サンショウクイ ○

23 カササギヒタキ サンコウチョウ ○

24 モズ モズ 2 1 ○ 1 2 3

25 カラス カケス 4 ○ 4 4

26 ハシボソガラス 1 3 ○ 1 3 4

27 ハシブトガラス 2 4 2 3 4 7 11

28 シジュウカラ ヤマガラ 2 2 3 1 5 3 8

29 ヒバリ ヒバリ 1 2 3 3

30 ツバメ ツバメ 8 ○ 8 8

31 イワツバメ ○

32 ヒヨドリ ヒヨドリ 21 31 29 32 5 63 113

33 ウグイス ウグイス 2 1 3 1 5 2 7

34 メジロ メジロ 18 19 19 22 37 41 78

35 ムクドリ ムクドリ ○

36 カワガラス カワガラス ○

37 ヒタキ シロハラ 1 1 2 2

38 ツグミ 7 5 12 12

39 ルリビタキ 2 1 3 3

40 ジョウビタキ 2 2 2

41 キビタキ 1 2 3 3

42 スズメ スズメ 6 6 6

43 セキレイ キセキレイ 1 1 1

44 ハクセキレイ 1 1 1 2 1 3

45 セグロセキレイ 3 3 ○ 3 3 6

46 アトリ カワラヒワ 2 22 8 2 3 32

47 ベニマシコ 4 4 4

48 イカル 3 22 8 3 3 33

49 ホオジロ ホオジロ 7 3 5 5 12 8 2

50 アオジ 7 7 14 14

51 チメドリ ソウシチョウ 2 2 2 外来種

20 27 18 15 18 7 24 28 37

73 151 90 98 － － 118 195 394

備考
合計

12目29科51種出現種数
出現種数

出現個体数

R-1 R-3 任意
初夏季 冬季 通年

№ 目名 科名 種名
調査位置
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7-6 現況調査との比較（鳥類相） 

現況調査時も含め過年度の調査結果と今年度の調査結果の比較を行いました。比較するのは

ルートセンサス調査の結果とし、事後調査の実施時期（初夏季、冬季）にあわせて、現況調査

時の同時期（5 月、6 月ならびに 1 月）の調査結果と比較することとしました。その結果は表

2-7-3、4に示したとおりです。 

 

  1) 初夏季 

事業実施区域北側の R-1では、現況調査の 5月調査時が 23種、同 6月調査時が 11種、平成

29年度事後調査時が 25種、平成 30年度事後調査時が 20種、令和元年度事後調査時が 13種で

あったのに対し、今年度調査では 20 種でした。この結果は、前回の令和元年度調査時より確

認種数が増加し、平成 30年度事後調査時の 6月調査時と同数の確認種数でした。 

今年度調査で確認された種はいずれも過年度に確認されたことのある種で新たな種は確認

されませんでした。なお、最も確認個体数が多かったのはヒヨドリであり、次いでメジロ、ホ

オジロ等が多く、この傾向は過年度の調査とほとんど変わりませんでした。 

事業実施区域南側の R-3では、現況調査の 5月調査時が 18種、同 6月調査時が 13種、平成

29年度事後調査時が 11種、平成 30年度事後調査時が 18種、令和元年度調査時が 14種であっ

たのに対し、今年度調査では 18 種でした。前年度調査時より 4 種増加して現況調査の 5 月調

査時や平成 30年度事後調査時と同数でした。 

今年度の調査で確認された種は概ね過年度の調査で確認されていた種ですが、アオゲラ、モ

ズならびに外来種のソウシチョウが本ルートでは初めて確認されました。なお、最も確認個体

数が多かったのがヒヨドリであり、次いでメジロ、ツバメ等が多く、この傾向は過年度の調査

とほとんど変わりませんでした。 

 

  2) 冬季 

事業実施区域北側の R-1では、現況調査時が 13種、平成 28年度事後調査時が 23種、平成

29 年度事後調査時が 14 種、令和元年度調査時が 18 種であったのに対し、今年度調査では 27

種でした。この結果は、平成 28年度事後調査時を上回り最も確認種数が多くなりました。 

今年度の調査では過年度の調査で確認されていた種が概ね確認されたうえに、カルガモ、ア

カゲラ、ハクセキレイ、ベニマシコ、イカル等がルートセンサスでは初めて確認されました。

なお、最も確認数が多かったのはヒヨドリであり、次いでカワラヒワ、イカル、メジロ等が多

く、若干、優占種の構成が過年度と変化していました。 

事業実施地域南側の R-3では、現況調査時が 14種、平成 28年度事後調査時が 16種、平成

29 年度事後調査時が 12 種、令和元年度調査時が 12 種であったのに対し、今年度調査では 15

種でした。構成種に若干の変動は見られますが、確認種数のうえでは大きな変動は見られませ

んでした。 
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今年度の調査でも概ね過年度の調査で確認されていた種で確認種が構成されていましたが、

ハヤブサ、カワラヒワがはじめてルートセンサスで確認されました。なお、最も確認数が多か

ったのはヒヨドリであり、次いでメジロ、カワラヒワ、イカル等が多く、若干、優占種の構成

が過年度と変化していました。 

 

 

表 2-7-3 今年度調査結果と過年度調査結果との比較(初夏季) 

 
※1：種名及び配列は「日本鳥類目録 改訂第 7版」(2012 日本鳥学会)に準拠した。 

※2：コジュケイ、カワラバトは外来種であるが自然分布種のリストの当該科の最下段に加え統合して表記した。 

 

  

1 キジ キジ キジ 1 2 1 1 1 1 1

2 コジュケイ 1 1 1 5 2 1 外来種

3 カモ カモ カルガモ 1 1

4 ハト ハト キジバト 1 2 3 2 1 2 2 2

5 アオバト 1

6 カワラバト 3 外来種

7 ペリカン サギ アオサギ 1 1

8 カッコウ カッコウ ホトトギス 1 1 1 1 1 1

9 チドリ チドリ コチドリ 2 1 1

10 タカ タカ サシバ 1 1

11 ブッポウソウ カワセミ カワセミ 1 1 1

12 キツツキ キツツキ コゲラ 1 1 1 2 2 2 1 2 2 2

13 アオゲラ 1 1 1 1 1 1

14 スズメ サンショウクイ サンショウクイ 1

15 カササギヒタキ サンコウチョウ 1 1

16 モズ モズ 1 1

17 カラス ハシボソガラス 1 1

18 ハシブトガラス 1 4 8 2 2 2 2 1 4 1 2 2

19 シジュウカラ ヤマガラ 2 2 1 1 2 1 3 3

20 シジュウカラ 1 1

21 ヒバリ ヒバリ 1 2 1 1 1 4 2

22 ツバメ ツバメ 3 2 4 1 2 2 6 5 11 8

23 コシアカツバメ 1

24 イワツバメ 1 1

25 ヒヨドリ ヒヨドリ 5 9 43 23 26 21 7 7 31 24 32 29

26 ウグイス ウグイス 4 4 3 4 4 2 7 4 4 2 5 3

27 ヤブサメ 1

28 ムシクイ エゾムシクイ 1

29 センダイムシクイ 1 1

30 メジロ メジロ 2 3 18 6 6 18 2 3 15 7 12 19

31 ヒタキ クロツグミ 1

32 アカハラ 1

33 コマドリ 1

34 キビタキ 2 1 1 3 1 1 1 2

35 オオルリ 1 1 2

36 スズメ スズメ 1 4 11 9 18 6

37 セキレイ キセキレイ 1 1 1 2

38 ハクセキレイ 1 1 1 1 1

39 セグロセキレイ 1 3 1

40 アトリ カワラヒワ 5 4 6 6 2 2 1 3

41 イカル 2 2 3 4 1

42 ホオジロ ホオジロ 8 7 13 4 8 7 4 7 6 3 5 5

43 チメドリ ソウシチョウ 2 外来種

23 11 25 20 13 20 18 13 11 18 14 18

46 35 114 64 62 73 46 36 81 64 103 90

H25.6 H29.6 H30.6 R1.5 R3.5
現況調査 事後調査 現況調査 事後調査

H25.6 H29.6 H30.6 R1.5 R3.5 H25.5

備考

10目26科43種
出現種数

出現個体数

R-3
調査位置

R-1

H25.5

№ 目名 科名 種名
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表 2-7-4 今年度調査結果と過年度調査結果との比較(冬季) 

 
※1：種名及び配列は「日本鳥類目録 改訂第 7版」(2012 日本鳥学会)に準拠した。 

※2：コジュケイ、カワラバトは外来種であるが自然分布種のリストの当該科の最下段に加え統合して表記した。 

 

 

 

  

1 キジ キジ コジュケイ 1 3 1 外来種

2 カモ カモ オシドリ 7

3 カルガモ 3

4 ハト ハト キジバト 1 2 2

5 タカ タカ トビ 1 1 1 1 1 1

6 ノスリ 1 1 1 1 1

7 キツツキ キツツキ コゲラ 1 2 2 1

8 アカゲラ 1

9 アオゲラ 1 1 2 1 1 1

10 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ 1

11 ハヤブサ 2

12 スズメ モズ モズ 1 1 1 2 1

13 カラス カケス 4 4 3 1

14 ハシボソガラス 3 3

15 ハシブトガラス 2 1 1 6 4 3 1 4 1 3

16 キクイタダキ キクイタダキ 2

17 シジュウカラ ヤマガラ 1 1 1 4 2 1 1

18 ヒガラ 1

19 シジュウカラ 1 1 1 3

20 ヒヨドリ ヒヨドリ 2 14 20 37 31 10 24 23 36 32

21 ウグイス ウグイス 1 2 1 3 1 1 1 1

22 エナガ エナガ 1 2 2

23 メジロ メジロ 9 7 22 40 19 7 21 10 15 22

24 カワガラス カワガラス 1

25 ヒタキ シロハラ 3 1 4 1 20 1 1 1

26 ツグミ 2 1 5 7 1 5

27 ルリビタキ 2 3 2 1 1 1

28 ジョウビタキ 2 2 2 2 4 1 1

29 スズメ スズメ 21

30 セキレイ キセキレイ 1 1

31 ハクセキレイ 1 2

32 セグロセキレイ 1 2 3 3 1

33 アトリ カワラヒワ 8 4 22 8

34 ベニマシコ 4 2

35 ウソ 10 1

36 イカル 22 3 8

37 ホオジロ ホオジロ 2 9 4 21 3 2 5 5

38 アオジ 2 7 9 14 7 2 8 18 6 7

13 23 14 18 27 14 16 12 12 15

29 70 71 152 151 78 93 64 66 98

H30.1 R2.1 R4.1H29.1 H30.1 R2.1 R4.1 H25.1 H29.1

目名 科名
R-1 R-3

調査位置

現況調査 事後調査 現況調査 事後調査
H25.1

出現種数
出現個体数

7目20科38種

備考種名№
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  3) まとめ 

初夏季、冬季ともに季節的に出現する夏鳥、冬鳥および旅鳥を中心に若干確認種の構成に変

化はみられますが、これら季節的に変動する種を除けば、確認種の構成に顕著な変化は認めら

れませんでした。調査時の確認個体数に占める優占率の高い種を表 2-7-5、6に示します。 

R-1、R-3 ともに確認数の多い（優占率の高い）種を見ると、ヒヨドリ、ウグイス、メジロ、

シロハラ、スズメ、カワラヒワ、イカル、ホオジロ、アオジ等、当該地域に多い樹林域からそ

の林縁部、農耕地や住宅地等の環境に適応する種が占めています。このうち、特に優占率が高

いのが R-1、R-3 ともにヒヨドリ及びメジロであり、その傾向は現況調査時、事後調査時とも

に変わりませんが、事後調査開始以降は現況調査時よりも優占率が高い傾向がみられます。な

お、R-1、R-3のルート毎の優占種の構成についてはあまり差異が見られませんが、スズメにつ

いては調査ルート沿いに集落が存在する R-3でのみ確認されており、調査ルート周辺の環境の

差を指標する結果となっています。また、比較的同じ種が優占種を占めることが多い初夏季の

調査に対し、冬季調査では調査時によっては他の種が優占種に入る例が度々見られます。これ

は冬季には初夏季（繁殖期）と異なり、なわばりを構えず、群れになって行動する種が多いた

め、調査中に群れが出現するとその種の確認数が大幅に増加することが原因と考えられます。

本年度の R-3のカワラヒワ、イカルや過年度のウソ等はその例と言えます。 

 

表 2-7-5 各調査時の優占種(初夏季) 

 
 

表 2-7-6 各調査時の優占種(冬季) 

 

 

  

調査地点

調査時期 平成25年5月 平成25年6月 平成29年6月 平成30年6月 令和1年5月 令和3年5月 平成25年5月 平成25年6月 平成29年6月 平成30年6月 令和1年5月 令和3年5月

種名 ホオジロ ヒヨドリ ヒヨドリ ヒヨドリ ヒヨドリ ヒヨドリ
ヒヨドリ
ウグイス

ヒヨドリ
ホオジロ

ヒヨドリ ヒヨドリ ヒヨドリ ヒヨドリ

優占率(%) 17.39 25.71 37.72 35.94 41.94 28.77 15.22 19.44 38.27 37.50 31.07 32.22

種名
ヒヨドリ
カワラヒワ

ホオジロ メジロ
メジロ

カワラヒワ
ホオジロ メジロ コジュケイ

ウグイス
スズメ

メジロ スズメ スズメ メジロ

優占率(%) 10.87 20.00 15.79 9.38 12.90 24.66 10.87 11.11 18.52 14.06 17.48 21.11

種名 ウグイス
ハシブトガラス
ウグイス

ホオジロ ホオジロ
メジロ

カワラヒワ
ホオジロ

イカル
ホオジロ

メジロ スズメ メジロ メジロ ツバメ

優占率(%) 8.70 11.43 11.40 6.25 9.68 9.59 8.70 8.33 13.58 10.94 11.65 8.89

R-1 R-3

調査地点

調査時期 平成25年1月 平成29年1月 平成30年1月 令和2年1月 令和4年1月 平成25年1月 平成29年1月 平成30年1月 令和2年1月 令和4年1月

種名 メジロ ヒヨドリ メジロ メジロ ヒヨドリ シロハラ ヒヨドリ ヒヨドリ ヒヨドリ ヒヨドリ

優占率(%) 31.03 20.00 30.99 26.32 20.53 25.64 25.81 35.94 54.55 32.65

種名 シロハラ ホオジロ ヒヨドリ ヒヨドリ
カワラヒワ
イカル

ヒヨドリ
ウソ

メジロ
スズメ

アオジ メジロ メジロ

優占率(%) 10.34 12.86 28.17 24.34 14.57 12.82 22.58 28.13 22.73 22.45

種名

ハシブトガラス
キクイタダキ
ヒヨドリ
ルリビタキ
ホオジロ
アオジ

メジロ
アオジ

アオジ ホオジロ メジロ
オシドリ
メジロ

アオジ メジロ アオジ
カワラヒワ
イカル

優占率(%) 6.90 10.00 12.68 13.82 12.58 8.97 8.60 15.63 9.09 8.16

R-1 R-3
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定量的に種の構成の変化を把握するため、ルート毎及び調査時期毎に、これまでの調査結果

を用いて「類似度」を算出しました。類似度は「2 つのサンプルが、種組成としてどれほど似

ているかを示す尺度」です。類似度を表す指数として𝐶Π指数を用いました。𝐶Π指数は以下の式

で求められます。 

 

  0≦ＣΠ≦1 

𝑁𝐴；サンプル𝐴の全個体数、𝑛𝐴𝑖；サンプル𝐴の𝑖番種の個体数、𝑆；全種数 

Πは下記の式で算出されます（すべて𝐵も同様）。 

 

 

なお、条件のとおり、𝐶Πの取り得る最大の値は 1となります。𝐶Π＝1の時は 2つのサンプル

の種組成が完全に一致することを示します。すなわち、𝐶Π＝の値が 1に近いほど、比較したサ

ンプル間の種組成は類似していると考えられます。 

 

前述の式をもとに算出した各調査の類似度は表 2-7-7、8に示したとおりです。 

これをみると初夏季の調査では、R-1、R-3ともに現況調査の 5月調査時と今年度調査の類似

度は 0.57（R-1）、0.59（R-3）でしたが、現況調査の 6月調査時と今年度調査では 0.79（R-1）、

0.76（R-3）と比較的高い数値を示しました。この傾向は平成 29 年度調査、平成 30 年度調査

ならびに平成元年度調査でも同様の傾向を示していました。現況調査の 5月調査時と類似度が

低かった理由として、5 月調査時の確認種にはアカハラやエゾムシクイ、コマドリ等、当該地

域を通過するのみの夏鳥や旅鳥が複数含まれていたことによります。なお、平成 29 年度から

今年度にいたるまでの事後調査結果の比較では、0.86～0.96（R-1）、0.92～0.97（R-3）といず

れも高い値を示しました。 

一方、冬季の調査では、R-1、R-3 ともに現況調査時との類似度が 0.50（R-1）、0.47（R-3）

と低い値を示しました。R-3 について現況調査時と事後調査時の類似度が低いのは各年度の調

査を通じて一貫しており、0.39～0.41と今年度よりもさらに低い値になっています。この理由

として、現況調査時には事後調査時にほとんど確認されていないオシドリ、シロハラ、ウソ等

の種が多数確認され優占種となっていることによります。R-1 については、現況調査時と平成

29 年度が 0.77、令和元年度が 0.81 と比較的高い値を示していますが、平成 28 年度調査時の

類似度が 0.54 で本年度と同程度であり、年度により振れ幅が大きい傾向があります。なお、

平成 28 年度から今年度にいたるまでの事後調査結果の比較では、0.69～0.95（R-1）、0.73～

0.87（R-3）と初夏季と比べるとばらつきが大きいがいずれも比較的高い値を示しました。 
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表 2-7-7 各年度調査間の類似度指数(初夏季) 

 
 

表 2-7-8 各年度調査間の類似度指数(冬季) 

 

 

 

今年度調査と過年度調査の結果を比較すると、事後調査の各調査時と同様の傾向を示してお

り、類似度では概ね高い数値を示し、優占種も過年度とほぼ同じような種になっていることか

ら、概ね調査対象地域の鳥類相に大きな変化はないものと考えられます。なお、現況調査時の

一部とは類似度に低い数値がみられますが、これらは前述のとおり、現況調査時における一時

的な通過個体の出現や、以降の調査でほとんど確認されていない種が多数を占めるなど偶発的

な要因によるものと考えられます。また、これに加え、事後調査時にヒヨドリ、メジロ、スズ

メ等、一部の種の確認頻度が上がっていることも要因の一つと考えられます。これら確認頻度

が上がったヒヨドリ、メジロ等は、樹林域から農耕地、住宅地等の人為的な環境まで出現する

ため、本事業をはじめとした周辺環境の変化に適応し、個体数を増やした可能性が考えられま

す。また、時期によっては群れになり集団で行動することから、調査者の目につきやすく確認

頻度が上がった可能性も考えられます。なお、これまで実施してきた調査は各季に 1回のみの

実施であるため、このような偶発的な要因（群れの確認や天候等の外的要因）等により、確認

個体数の変動が大きく、結果として類似度等の指数も実際の状況より大きく変動している可能

性も考えられます。 

調査ルートである R-1、R-3 は、いずれも改変区域外に設定されており、本事業による直接

的な改変は受けていませんが、本事業実施区域の周辺では、事後調査の期間中にも他事業によ

る造成工事や森林伐採が進行しています。確認種の変化には、こうした周辺環境の変化や前述

調査ルート 調査時期 平成25年5月 平成25年6月 平成29年6月 平成30年6月 令和1年5月 令和3年5月

平成25年5月

平成25年6月 0.74

平成29年6月 0.59 0.87

平成30年6月 0.63 0.82 0.95

令和1年5月 0.60 0.83 0.95 0.96

令和3年5月 0.57 0.79 0.93 0.88 0.86

平成25年5月

平成25年6月 0.78

平成29年6月 0.58 0.78

平成30年6月 0.60 0.77 0.97

令和1年5月 0.61 0.80 0.95 0.97

令和3年5月 0.59 0.76 0.96 0.94 0.92

R-1

R-3

調査ルート 調査時期 平成25年1月 平成29年1月 平成30年1月 令和2年1月 令和4年1月

平成25年1月

平成29年1月 0.54

平成30年1月 0.77 0.74

令和2年1月 0.81 0.83 0.95

令和4年1月 0.50 0.80 0.69 0.72

平成25年1月

平成29年1月 0.40

平成30年1月 0.39 0.73

令和2年1月 0.41 0.74 0.87

令和4年1月 0.47 0.79 0.83 0.87

R-1

R-3
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の偶発的な確認種の差異など複数の要因が考えられ、現時点では明らかではありません。今後

予定されている事後調査の結果を分析し、引き続き事業による影響の程度を把握していきます。 
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8．動物相調査（昆虫類相） 

8-1 調査概要 

事業の実施による環境の変化を把握するため、影響の程度が数値として把握することが可能

な昆虫類について調査を実施することとしました。 

 

8-2 調査内容及び調査方法 

事業実施区域付近 1地点と、対照地点 1地点の計 2地点でベイトトラップ調査を実施しまし

た。地面に穴を掘り、ベイト（餌）をいれたコップを埋設し、その餌に誘引される昆虫類を捕

獲しました。ベイト（餌）は糖蜜又は腐肉としました。なお、トラップは 1晩設置し、翌朝回

収しました。 

 

8-3 調査時期 

調査実施時期は、表 2-8-1に示したとおりです。 

本調査は、施設の供用後 1年後、3年後、5年後に実施することとし、今回の調査は供用後 3

年後の調査として実施しました。 

 

表 2-7-1 調査時期 

調査項目 調査時期 

昆虫類相調査（夏季） 令和 3年  8月 10 ～ 11日 

 

8-4 調査場所 

事業実施区域内のうち、改変の影響を受けていない箇所に 1 地点（T-4）を設定するととも

に、事業実施区域外に対照地点として 1地点を設定しました。調査位置は図 2-8-1に、各調査

地点の環境の概要は表 2-8-2に示したとおりです。 

 

表 2-8-2 調査地点の環境の概要 

調査地点 調査地点の環境

T-4

事業実施区域内の調査地点。現時点では調査地点付近は工事による改変を受けてい
ない。谷内は放棄水田跡で、全域に草本が繁茂しており湿地状になっている箇所も
見られるが、低木の侵入も見られる。谷斜面はおもに落葉広葉樹林であるが、林縁
部にはササ類が繁茂している箇所も見られる(写真2-7-1,2)。

対照
事業実施区域外の調査地点。雨引山東側山麓部のゆるい尾根上に位置しており、お
もにスギ・ヒノキの植林に覆われているが、パッチ状に落葉広葉樹林が混在してい
る。林床には草本等があまり見られない(写真2-7-3,4)。  
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写真 2-8-1 調査地点(T-4)の環境    写真 2-8-2 調査地点(T-4)の環境 

(今年度調査時)              (現況調査時) 

 

  
写真 2-8-3 調査地点(対照)の環境    写真 2-8-4 調査地点(対照)の環境 

(今年度調査時)              (現況調査時) 
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図 2-8-1 昆虫類相調査地点図 
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8-5 調査結果（昆虫類相） 

今回の調査では、表 2-8-3に示す 6目 19科 48種の昆虫類が確認されました。これら確認さ

れた昆虫類は、中部地方において広域に分布する種を主体とする昆虫相を呈しており、その多

くは事業実施区域を含む三重県中北部の里山環境に普遍的に生息する種でした。 

なお、事業実施区域内の T-4では 5目 15科 34種の昆虫類が確認されました（写真 2-8-5）。

同所での昆虫相の特徴としては、調査場所の環境を反映して、アトボシアオゴミムシやアオゴ

ミムシのようにやや湿った地表に生息する種や、モリチャバネゴキブリやアズマオオズアリの

ように低山地の林床等に生息する種が確認されました。またこのほか、クロシデムシやツヤエ

ンマコガネ等、平地や山地に生息して獣糞や腐肉に集まる種が確認されました。 

一方、事業実施区域外の対照地点では 5目 14科 28種の昆虫類が確認されました（写真 2-8-

6）。同所での昆虫類の特徴としては、樹林内の樹皮下や岩の割れ目などで生活するクチキコオ

ロギ、林縁部や樹林内の地表付近に生息するオオモンシロナガカメムシやムネアカオオアリ等

が確認されました。このほか、センチコガネやフトカドエンマコガネ等、平地や山地に生息し

て獣糞に集まる種も確認されました。 

 

 

  
 写真 2-8-5 確認された昆虫類(T-4)   写真 2-8-6 確認された昆虫類(対照) 

 

  



 

56 

表 2-8-3 昆虫類相調査確認種一覧 

 
 

  

分　　　　　　　　　類
目名 科名 種名（和名） 学名 T-4 対照

ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ Blattella nipponica 2
ﾊﾞｯﾀ ｶﾏﾄﾞｳﾏ ﾏﾀﾞﾗｶﾏﾄﾞｳﾏ Diestrammena japonica 2 6

ﾊﾔｼｳﾏ Diestrammena itodo 5
ﾏﾂﾑｼ ｸﾁｷｺｵﾛｷﾞ Duolandrevus ivani 7
ｺｵﾛｷﾞ ﾓﾘｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus sylvestris 5

ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｵｵﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Metochus abbreviatus 1
ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ基亜種 Carabus (Leptocarabus) procerulus procerulus 1

ｵｵｵｻﾑｼ基亜種 Carabus (Ohomopterus) dehaanii dehaanii 3 4
ｺｶﾞｼﾗﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus microcephalus 4
Pterostichus属の一種 Pterostichus sp. 1
ｵｵｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus nitidus 1
ｹｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus vicarius 1
ﾋﾄﾂﾒｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius deliciolus 1 1
ｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius naeviger 8
ｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius pallipes 5
ｵｵｷﾍﾞﾘｱｵｺﾞﾐﾑｼ Epomis nigricans 2
ｽｼﾞｱｵｺﾞﾐﾑｼ Haplochlaenius costiger 1 1
ｸﾋﾞﾎﾞｿｺﾞﾐﾑｼ Galerita orientalis 4 1

ﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ ｵｵﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ Brachinus scotomedes 2
ﾀﾏｷﾉｺﾑｼ ﾀﾏｷﾉｺﾑｼ科の一種 Leiodidae gen. sp. 2
ｼﾃﾞﾑｼ ｸﾛｼﾃﾞﾑｼ Nicrophorus concolor 4 2
ﾊﾈｶｸｼ ﾙｲｽｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Anotylus lewisius 1

Anotylus属の一種 Anotylus sp. 1
Oxytelus属の一種 Oxytelus sp. 3
Aleocharinae亜科の一種 Aleocharinae gen. sp. 3 3

ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ Phelotrupes laevistriatus 1 23
ｺｶﾞﾈﾑｼ ｺﾞﾎﾝﾀﾞｲｺｸｺｶﾞﾈ Copris acutidens 2 1

ﾌﾄｶﾄﾞｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus fodiens 5
ﾂﾔｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Parascatonomus nitidus 2

ｺﾒﾂｷﾑｼ Paracardiophorus属の一種 Paracardiophorus sp. 1
ｹｼｷｽｲ ﾏﾙｷﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ Stelidota multiguttata 1
ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾅﾐｸﾁｷﾑｼ Upinella melanaria 2

ﾊﾁ ｱﾘ ｵｵﾊﾘｱﾘ Brachyponera chinensis 1
ﾔﾏﾄｱｼﾅｶﾞｱﾘ Aphaenogaster japonica 81 274
ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster osakensis 15
ｱｽﾞﾏｵｵｽﾞｱﾘ Pheidole fervida 83
ｱﾐﾒｱﾘ Pristomyrmex punctatus 2
ｸﾛｵｵｱﾘ Camponotus japonicus 1
ﾑﾈｱｶｵｵｱﾘ Camponotus obscuripes 2
ﾐｶﾄﾞｵｵｱﾘ Camponotus kiusiuensis 2
ｸｻｱﾘﾓﾄﾞｷ Lasius spathepus 1
ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ Lasius japonicus 1
ｱﾒｲﾛｱﾘ Nylanderia flavipes 32 136

ﾊｴ ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Drosophila属の一種 Drosophila sp. 10 1
ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ科の一種 Sphaeroceridae gen. sp. 3 4
ｸﾛﾊﾞｴ ｷﾝﾊﾞｴ Lucilia caesar 1 1

ﾙﾘｷﾝﾊﾞｴ Protophormia terraenovae 1
ｸﾛﾊﾞｴ科の一種 Calliphoridae gen. sp. 2

34種 28種
270個体 510個体

調査地点

6目 19科 48種
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8-6 過年度調査との比較 

現況調査の結果と今年度を含む事後調査の結果の比較を行いました。なお、基本的に同じ地

点、同じ調査時期の結果を比較するため、現況調査結果のうち、T-4、対照地点での夏季調査の

結果のみを抽出して比較することとしました。その結果を表 2-8-4、5に示します。 

事業実施区域内の T-4では、今年度の調査で 5目 15科 34種が確認されました。これは現況

調査時（3目 8科 26種）より確認種数が増加しています。また令和元年度（5目 14科 29種）

と比較しても増加しました。今年度確認種数が増加したのは、コウチュウ目の増加が大きな要

因となっています。なかでもオサムシ科、ホソクビゴミムシ科に属する種（いわゆるゴミムシ

類）の確認種が 12 種で目立っており、現況調査時の 4 種と比較すると大きく増加しました。

オサムシ科やコガネムシ科の増加傾向は、現況調査後に継続して見られている傾向です。その

他の分類群では種数の点で大きな変動は見られませんでしたが、マダラカマドウマ、ヤマトア

シナガアリ等といった樹林内の林床や落葉下で見られる種が初めて確認されたり、これまでよ

り大幅に確認数を増やしていました。 

事業実施区域外に位置する対照地点では、今年度の調査では 5目 14科 28種が確認されまし

た。これは現況調査時（5目 12科 19種）より多く、令和元年度（7目 17科 30種）と同程度

でした。現況調査時より事後調査時の方で確認種数が増えているのは、現況調査時に確認され

なかったトビムシ目やハエ目が確認されたことや、フトカドエンマコガネ等のコガネムシ科、

ヤマトアシナガアリ等のアリ科の確認種が増加したことによるものと考えられます。今年度調

査についても概ね同様の傾向がみられましたが、トビムシ目、ハサミムシ目の種が確認されな

かった一方でコウチュウ目の確認種数が増えていました。なお、そのコウチュウ目では、ゴホ

ンダイコクコガネやセンチコガネ等といったシカの糞を好むことで知られている種が初めて

確認されたり、これまでより大幅に個体数を増やしていました。 

 

 

表 2-8-4 過年度調査結果との比較(分類群別確認種数)  

 
 

H29 H30 R1 R3 H29 H30 R1 R3

イシノミ目 1
トビムシ目 2 1 2 1 1 3
ゴキブリ目 1 1 1
バッタ目 3 4 2 1 3 5 5 4 4

ハサミムシ目 1 1
カメムシ目 1 1 2 2 2 1 1
コウチュウ目 11 18 16 13 21 10 10 14 11 13
ハチ目 14 6 9 9 6 3 6 8 8 7
ハエ目 4 5 3 5 1 3 2 3

合　計 26 34 38 29 34 19 25 33 30 28

分類群

調査地点
T-4 対照

現況
調査

事後調査 現況
調査

事後調査
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表 2-8-5(1) 過年度調査結果との比較(昆虫類相)  

  

現況 H29 H30 R1 R3 現況 H29 H30 R1 R3

ﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Hypogastruridae gen. sp. ○ ○ ○ ○

ﾔﾏﾄﾋﾞﾑｼ ﾔﾏﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Pseudachorutidae gen. sp. ○

ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Entomobryidae gen. sp. ○ ○ ○ ○ ○

ｲｼﾉﾐ ｲｼﾉﾐ ｲｼﾉﾐ Pedetontus nipponicus ○

ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ Blattella nipponica ○ ○ ○

ﾊﾞｯﾀ ｶﾏﾄﾞｳﾏ ﾏﾀﾞﾗｶﾏﾄﾞｳﾏ Diestrammena japonica ○ ○ ○ ○ ○

ﾊﾔｼｳﾏ Diestrammena itodo ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾏﾂﾑｼ ｸﾁｷｺｵﾛｷﾞ Duolandrevus ivani ○ ○ ○ ○ ○

ｺｵﾛｷﾞ ﾊﾗｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus ampester Matsuura ○

ﾓﾘｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus sylvestris ○ ○

Loxoblemmus属の一種 Loxoblemmus sp. ○

ｼﾊﾞｽｽﾞ Pteronemobius mikado (Shiraki) ○

ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ Teleogryllus emma (Ohmachi et Matsuura) ○

ｱﾘﾂｶｺｵﾛｷﾞ ｵｵｱﾘﾂｶｺｵﾛｷﾞ Myrmecophilus gigas Ichikawa ○

ｷﾘｷﾞﾘｽ ﾋﾒｷﾞｽ Metrioptera hime Furukawa ○

ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾊﾗﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix japonica (Bolivar) ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾊｻﾐﾑｼ ﾊｻﾐﾑｼ ﾋｹﾞｼﾞﾛﾊｻﾐﾑｼ Gonolabis marginalis (Dohrn) ○ ○

ｶﾒﾑｼ ｸﾛﾋﾗﾀﾖｺﾊﾞｲ ｸﾛﾋﾗﾀﾖｺﾊﾞｲ Penthimia nitida Lethierry ○

ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｵｵﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Metochus abbreviatus ○ ○ ○ ○ ○

ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ Physopelta gutta (Burmeister) ○

ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ Riptortus clavatus (Thunberg) ○

ﾂﾁｶﾒﾑｼ ﾂﾁｶﾒﾑｼ Macroscytus japonensis (Scott) ○

ｶﾒﾑｼ ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ Halyomorpha picus (Fabricius) ○

ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｵｵｵｻﾑｼ基亜種 Carabus (Ohomopterus) dehaanii dehaanii ○ ○ ○ ○

ｵｵｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ Leptocarabus kumagaii Komiya et Kimura ○

ｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ基亜種 Carabus (Leptocarabus) procerulus procerulus ○ ○ ○

ｾﾀﾞｶｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Elaphropus nipponicus (Habu et Baba) ○

Elaphropus属の一種 Elaphropus sp. ○

ｺｶﾞｼﾗﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus microcephalus ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾖﾘﾄﾓﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterotichus yoritomomus Bates ○ ○

Pterostichus属の一種 Pterostichus sp. ○ ○

ﾏﾙｶﾞﾀﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus arcuaticollis (Motschulsky) ○

ﾋﾒﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus dulcigradus (Bates) ○

ｵｵｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus nitidus ○ ○

ｵｵｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus capito Morawitz ○

ﾋﾒｹｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus jureceki (Jedlicka) ○

ｹｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus vicarius ○ ○ ○ ○

ｷﾍﾞﾘｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius circumductus Morawitz ○

ﾋﾄﾂﾒｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius deliciolus ○ ○ ○

ｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius naeviger ○ ○ ○ ○

ｸﾛﾋｹﾞｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius ocreatus Bates ○

ｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius pallipes ○ ○ ○ ○

ﾑﾅﾋﾞﾛｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius tetragonoderus Chaudoir ○

ｵｵｷﾍﾞﾘｱｵｺﾞﾐﾑｼ Epomis nigricans ○ ○

ｽｼﾞｱｵｺﾞﾐﾑｼ Haplochlaenius costiger ○ ○

ｸﾋﾞﾎﾞｿｺﾞﾐﾑｼ Galerita orientalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾌﾀﾎｼｽｼﾞﾊﾞﾈｺﾞﾐﾑｼ Planetes puncticeps Andrewes ○

ﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ ｵｵﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ Brachinus scotomedes ○ ○ ○ ○ ○

ﾐｲﾃﾞﾗｺﾞﾐﾑｼ Pheropsophus jessoensis Morawitz ○

ｴﾝﾏﾑｼ ｺｴﾝﾏﾑｼ Margarinotus niponicus (Lewis) ○

ﾋﾒｴﾝﾏﾑｼ Margarinotus (Ptomister) weymarni Wenzel, 1944 ○

ﾀﾏｷﾉｺﾑｼ ﾀﾏｷﾉｺﾑｼ科の一種 Leiodidae gen. sp. ○

ｼﾃﾞﾑｼ ｸﾛｼﾃﾞﾑｼ Nicrophorus concolor ○ ○

ﾊﾈｶｸｼ ﾙｲｽｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Anotylus lewisius ○ ○ ○ ○

Anotylus属の一種 Anotylus sp. ○ ○ ○

Carpelimus属の一種 Carpelimus sp. ○

ﾋﾒｱｶｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Oxytelus migrator Fauvel ○

Oxytelus属の一種 Oxytelus sp. ○ ○ ○ ○

ｵｵﾏﾙｽﾞﾊﾈｶｸｼ Domene crassicornis (Sharp) ○

ｸﾛｻﾋﾞｲﾛﾊﾈｶｸｼ Ocypus lewisius Sharp ○ ○

ﾁﾋﾞﾄﾞｳｶﾞﾈﾊﾈｶｸｼ Ocypus parvulus Sharp ○

Ocypus属の一種 Ocypus sp. ○

ﾍﾘｱｶﾊﾞｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼ Philonthus (Philonthus) tardus Kraatz ○

Philonthus属の一種 Philonthus sp. ○ ○

ﾅｶｱｶﾋｹﾞﾌﾞﾄﾊﾈｶｸｼ Aleochara curtula Goeze ○

Atheta属の一種 Atheta sp. ○

ﾄﾋﾞﾑｼﾊﾈｶｸｼ Platyola paradoxa Bernhauer ○

ｸﾛﾂﾔｱﾘﾉｽﾊﾈｶｸｼ Zyras comes (Sharp) ○

Aleocharinae亜科の一種 Aleocharinae gen. sp. ○ ○ ○

ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ ｵｵｾﾝﾁｺｶﾞﾈ基亜種 Phelotrupes (Chromogeotrupes) auratus auratus (Motschulsky) ○ ○ ○ ○

ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ Phelotrupes laevistriatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｺｶﾞﾈﾑｼ ｺﾞﾎﾝﾀﾞｲｺｸｺｶﾞﾈ Copris acutidens ○ ○ ○

ｸﾛﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus (Phanaeomorphus) ater Waterhouse ○ ○

ｺﾌﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus (Gibbonthophagus) atripennis Waterhouse ○ ○

ﾌﾄｶﾄﾞｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus fodiens ○ ○ ○ ○

ｶﾄﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus (Strandius) lenzii Harold ○ ○

ﾂﾔｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Parascatonomus nitidus ○ ○ ○ ○ ○

ｺﾒﾂｷﾑｼ Agriotes属の一種 Agriotes sp. ○

ｸﾁﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ Silesis musculus musculus Candeze ○

Paracardiophorus属の一種 Paracardiophorus sp. ○

ｹｼｷｽｲ ﾏﾙｷﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ Stelidota multiguttata ○ ○ ○ ○

ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾎﾝﾄﾞｸﾛｵｵｸﾁｷﾑｼ Upinella fuliginosa (Mäklin) ○ ○

ﾅﾐｸﾁｷﾑｼ Upinella melanaria ○

ｿﾞｳﾑｼ ｼﾛﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ Platystomos sellatus (Roelofs) ○

ｷｸｲﾑｼ Poecilips属の一種 Poecilips sp. ○

ﾊﾁ ﾀﾏｺﾞｸﾛﾊﾞﾁ ﾀﾏｺﾞｸﾛﾊﾞﾁ科の一種 Scelionidae gen. sp. ○

ｺｶﾞﾈｺﾊﾞﾁ ｺｶﾞﾈｺﾊﾞﾁ科の一種 Pteromalidae gen. sp. ○

ﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ ﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ科の一種 Encyrtidae gen. sp. ○

ｱﾘ ｵｵﾊﾘｱﾘ Brachyponera chinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｱｼﾅｶﾞｱﾘ Aphaenogaster famelica famelica (F.Smith) ○

ﾔﾏﾄｱｼﾅｶﾞｱﾘ Aphaenogaster japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster osakensis ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾋﾒｱﾘ Monomorium intrudens F.Smith ○ ○ ○

T-4 対照
調査地点分　　　　　　　　類

目名 科名 種名（和名） 学名
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表 2-8-5(2) 過年度調査結果との比較(昆虫類相)  

 

  

現況 H29 H30 R1 R3 現況 H29 H30 R1 R3

(ﾊﾁ) (ｱﾘ) ｱｽﾞﾏｵｵｽﾞｱﾘ Pheidole fervida ○ ○ ○

ｱﾐﾒｱﾘ Pristomyrmex punctatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｳﾛｺｱﾘ Strumigenys lewisi Cameron ○ ○

ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ Tetramorium caespitum (Linnaeus) ○

ｳﾒﾏﾂｱﾘ Vollenhovia emeryi Wheeler ○

ｼﾍﾞﾘｱｶﾀｱﾘ Hypoclinea sibirica (Emery) ○

ｸﾛｵｵｱﾘ Camponotus japonicus ○

ﾑﾈｱｶｵｵｱﾘ Camponotus obscuripes ○ ○ ○ ○ ○

ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ Camponotus tokioensis Ito ○

ﾐｶﾄﾞｵｵｱﾘ Camponotus kiusiuensis ○

ﾊﾔｼｸﾛﾔﾏｱﾘ Aphaenogaster famelica rudia Wheeler ○ ○ ○

ｸｻｱﾘﾓﾄﾞｷ Lasius spathepus ○ ○ ○ ○

ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ Lasius japonicus ○ ○ ○ ○ ○

ｱﾒｲﾛｱﾘ Paratrechina flavipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｻｸﾗｱﾘ Paratrechina sakurae (Ito) ○

ﾄｹﾞｱﾘ Polyrhachis lamellidens F.Smith ○ ○

ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa mandarinia japonica Radoszkowski ○

ﾊｴ ﾁｮｳﾊﾞｴ ﾁｮｳﾊﾞｴ科の一種 Psychodidae gen. sp. ○

ﾉﾐﾊﾞｴ ﾉﾐﾊﾞｴ科の一種 Phoridae gen. sp. ○ ○ ○

ﾐﾊﾞｴ ﾐﾊﾞｴ科の一種 Tephritidae gen. sp. ○

ﾂﾔﾎｿﾊﾞｴ ﾋﾄﾃﾝﾂﾔﾎｿﾊﾞｴ Sepsis monostigma Thomson ○

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 Agromyzidae gen. sp. ○ ○

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Drosophila属の一種 Drosophila sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ科の一種 Sphaeroceridae gen. sp. ○ ○

ｸﾛﾊﾞｴ ｷﾝﾊﾞｴ Lucilia caesar ○ ○ ○ ○

ﾐﾄﾞﾘｷﾝﾊﾞｴ Lucilia illustris Meigen ○ ○

Lucilia属の一種 Lucilia sp. ○

ﾙﾘｷﾝﾊﾞｴ Protophormia terraenovae ○

ｸﾛﾊﾞｴ科の一種 Calliphoridae gen. sp. ○ ○

10目 45科 26種 34種 38種 29種 34種 19種 25種 33種 30種 28種

T-4 対照
調査地点分　　　　　　　　類

目名 科名 種名（和名） 学名

122種



 

60 

8-7 まとめ 

今年度を含む事後調査時と現況調査時の結果との比較の結果、事業実施区域内の T-4 では、

現況調査時に確認されなかったトビムシ目やバッタ目の種が確認されるようになり、比較的湿

った草地環境を好む種が多いアオゴミムシ類等のオサムシ科や、糞虫類と呼ばれるエンマコガ

ネ等のコガネムシ科の確認種数が増加しました。これは調査地点の位置する放棄水田の植生が

遷移して現況調査時よりも高茎草本が増加したことにより、地表面の乾燥がある程度抑制され

地表面の湿潤が維持されるようになったことや、シカ等の獣類による当該地域の利用が頻繁に

なったことがその要因になっていると考えられます。今年度の確認種の構成を見ても基本的に

この傾向がうかがえます。このほか、今年度の確認種を見るとマダラカマドウマ、マルキマダ

ラケシキスイ、ヤマトアシナガアリ等といった樹林内の林床や落葉下で見られる種も複数含ま

れていました。これは、調査地点周辺の斜面の樹林が生長していることに加え、放棄水田跡の

高茎草地内に多数の低木が侵入してきて樹林環境が拡大していることが要因と考えられます。 

また、対照地点においても糞虫類と呼ばれるセンチコガネ科やコガネムシ科の確認種数が

増加していますが、これも前述の T-4と同様にシカ等の獣類による当該地域の利用状況の変

化に起因すると考えられます。今年度は、シカの糞を好むことで知られているゴホンダイコ

クコガネが初めて確認されたことや、センチコガネの個体数が大幅に増加していたことなど

からシカによる利用頻度がさらに高まった可能性が考えられます。ただし、その他の構成種

については大きな変化は見られませんでした。 

このように昆虫類相には現況調査時から若干の変化がみられましたが、その原因と考えら

れるもののうち獣類の利用状況の変化については、事業実施区域内の T-4ならびに対照地点

ともに見られる傾向であり、本事業による影響とは考えられません。なお、T-4については、

草地を好むバッタ類が増えたり、今年度は樹林環境を好む種が見られるようになる等、昆虫

類相にやや変化は見られましたが、これは植生の変化に伴うものであり、この変化について

も本事業による影響とは考えられません。その他の種構成については、特段の変化はみられ

ないことから、本事業による昆虫類相への影響はないものと考えられます。 
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9．生態系(サシバ)調査 

9-1 調査概要 

現地調査で生息を確認し、事業の実施により影響を受けると想定されたサシバについて、工

事が完了し、供用後の当該地域の利用状況を把握するため調査を実施しました。 

 

9-2 調査内容(調査時期及び調査方法) 

調査は表2-8-1に示したとおり事業実施区域及びその周辺が見渡せる調査地点での定点観察

調査とし、下記の日程で実施しました。また、営巣・繁殖が示唆された場合、営巣地を特定す

るために林内踏査を実施しました。 

 

表 2-9-1 調査内容及び調査時期 

対 象 調査内容 調査時期 

サシバ 
定点観察調査 

林内踏査 

令和 3年  4月 15日、 16日 

令和 3年  5月 20日、 21日 

令和 3年  6月 24日、 25日 

令和 3年  7月 22日、 23日 

令和 3年  8月 19日、 20日 

 

9-3 調査場所 

定点調査位置は、表 2-9-2、図 2-9-1に示したとおりです。 

事業実施区域を中心にサシバの既知の営巣地が位置する雨引山南から南東側山麓、明星ヶ岳

東側山麓を視界に収める地点を中心に、出現状況に応じて調査地点を変更しました。 

 

表 2-9-2 調査時期別調査地点 

 
※1：表中の●は終日実施地点、▼は開始時から途中まで実施した地点、▲は途中から終了時まで実施した地点。 

※2：調査地点の番号は、評価書に記載の現況調査時の調査地点番号と同じ。 

  

1 2' 6 11 23 24 25 移動

令和3年4月15日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● 定点観察 晴
令和3年4月16日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● 定点観察 雨時々曇
令和3年5月20日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● 定点観察 曇のち雨
令和3年5月21日 8:00～16:00 ▲ ● ● ● ● ▼ 定点観察 雨のち曇
令和3年6月24日 8:00～16:00 ● ▼ ▲ ● ● ▼▲ 定点観察・林内踏査 晴時々曇
令和3年6月25日 8:00～16:00 ● ● ▲ ● ● ▼ 定点観察・林内踏査 曇時々晴
令和3年7月22日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● 定点観察 晴
令和3年7月23日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● 定点観察 晴
令和3年8月19日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● 定点観察 雨時々曇
令和3年8月20日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● 定点観察 曇時々雨

調査日 調査時間 天候調査内容
調査地点
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9-4 調査結果 

今年度に実施した現地調査の結果、あわせて 169例のサシバが確認されました。性齢別の確

認状況を表 2-9-3に、確認位置を図 2-9-2に示します。 

今年度は既知の営巣地が確認されている雨引山南東側山麓部で当該地域に定着している雌

雄成鳥が頻繁に出現した他、令和元年度の調査で雨引山つがいとは別個体が出現していた明星

ヶ岳南東側山麓部でも同所に定着しているとみられる雌雄成鳥が頻繁に確認されました。いず

れの地域でも営巣･繁殖を示唆する誇示飛翔や警戒・排除行動、餌の運搬・搬入等の行動が度々

確認されたことから、6 月調査時に林内踏査を実施したところ雨引山山麓では平成 30 年度に

利用した巣を再利用して繁殖活動を行っているのが確認されました。また、明星ヶ岳南東側山

麓では新たな巣で繁殖活動を行っているのが確認されました。いずれの巣でも幼羽への換羽途

中の雛が確認されました。7 月以降の調査では、これら営巣地付近で幼鳥の飛翔が各々確認さ

れたことから、両巣とも無事に幼鳥の巣立ちを迎え、本年の繁殖活動が成功したものと考えら

れます。 

各月の確認状況は下記に、確認位置は図 2-9-2～7に示したとおりです。 

 

表 2-9-3 サシバの確認状況 

 
 ※：雄ﾀｲﾌﾟ、雌ﾀｲﾌﾟとは、色調・模様、体型等から雄または雌と推定されるものの確定には至らなかった個体。 

  

4/15 4/16 計 5/20 5/21 計 6/24 6/25 計 7/22 7/23 計 8/19 8/20 計

雄成鳥 3 1 4 0 4 4 8 7 15 2 0 2 1 4 5 30

雄ﾀｲﾌﾟ成鳥 0 0 0 0 1 1 2 1 3 2 1 3 0 1 1 8
雌成鳥 0 0 0 0 0 0 4 4 8 0 0 0 1 0 1 9

雌ﾀｲﾌﾟ成鳥 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 2 3
性不明成鳥 8 0 8 2 5 7 13 8 21 1 5 6 1 1 2 44
若鳥 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 2
幼鳥 0 0 0 0 0 0 1 1 2 7 8 15 3 14 17 34

性齢不明 9 0 9 1 1 2 7 10 17 1 0 1 2 8 10 39

合計 20 1 21 3 12 15 37 31 68 13 14 27 9 29 38 169

8月調査
合計

4月調査 5月調査 6月調査 7月調査
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【4月】 

4月調査時には、あわせて 21例が確認されました。このうち 12例が成鳥（雄が 4例、不明

が 8 例）、性齢不明の個体が 9 例でした。確認位置は、既知の営巣地がある雨引山南東側の山

麓部一帯に集中が見られた他、同山東側上空、明星ヶ岳南東側山麓部一帯でも複数事例が確認

されました。この他、渡りの通過個体とみられる個体も確認されました。 

確認事例の中で特記すべき行動としては、雨引山山麓の当該個体とみられる個体による深い

羽ばたきの誇示飛翔が複数回確認されました（写真 2-9-1）。なお、この行動が確認されている

のと同時、もしくはその前後に雨引山東側上空で別個体が出現しており、これを牽制するため

の行動と考えられます。また、当該つがいとみられる 2 個体が鳴きながら連れだって飛翔し、

既知の営巣地に近い樹林内に相次いで入るのが確認された他、雨引山山麓部上空で餌をくわえ

て飛翔するのも確認されました（写真 2-9-2）。一方、明星ヶ岳南東側山麓では当該個体とみら

れる個体が近くを飛翔していたノスリに攻撃を仕掛けるのが確認されました。 

 

  
   写真 2-9-1 誇示飛翔を行う雄成鳥    写真 2-9-2 餌をくわえて飛翔する成鳥 

 

 

 

  



 

66 

【5月】 

5 月調査時には、あわせて 15 例が確認されました。このうち 13 例が成鳥（雄・雄ﾀｲﾌﾟが 5

例、雌ﾀｲﾌﾟが 1例、性不明が 7例）、性齢不明の個体が 2例でした。確認位置は、4月調査時と

同様、既知の営巣地がある雨引山南東側の山麓部一帯に集中が見られた他、明星ヶ岳南東側で

も散発的に複数事例が確認されました。 

確認事例の中で特記すべき行動としては、雨引山南東側山麓の営巣地付近の尾根上で当該つ

がいとみられる成鳥がとまり、その後、付近の樹林陰に消失する事例が頻繁に確認されました

（写真 2-9-3）。また、雨引山当該個体が前田川を挟んだ事業実施区域内で探餌やハンティング

を行うのも複数回確認されました（写真 2-9-4,5）。一方、明星ヶ岳南東側の一帯では雌と見ら

れる成鳥が尾根上でとまりを繰り返すのが確認された（写真 2-9-6）他、雄と見られる成鳥が

尾根付近でハンティングを行うのが確認されました。 

 

  
写真 2-9-3 尾根上スギにとまる成鳥   写真 2-9-4 照明灯にとまり探餌する成鳥 

  
写真 2-9-5 事業地方向へ飛翔する雄成鳥    写真 2-9-6 枯木にとまる成鳥 
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【6月】 

6月調査時には、あわせて 68例が確認されました。このうち 47例が成鳥(雄・雄ﾀｲﾌﾟが 18

例、雌が 8例、性不明が 21例)、若鳥が 2例、雛が 2例、性齢不明の個体が 17例でした。確

認位置は、5月調査時とほぼ同様の傾向で既知の営巣地のある雨引山南東側山麓部ならびに明

星ヶ岳南東側山麓部に堅調な集中が見られました。 

確認事例の中で特記すべき行動としては、雨引山山麓部、明星ヶ岳山麓部ともに当該つが

いとみられる個体が深い羽ばたきの誇示飛翔を行う等して侵入個体を追い立てたり、ノスリ

やクマタカ、カラス等を攻撃したりするのが確認されました（写真 2-9-7）。この他、雨引山

南東側山麓部では既知の営巣林付近への出入りが度々確認されました。一方、明星ヶ岳南東

側山麓では白木一色の集落に近い谷付近で頻繁にとまりがあり、餌の搬入も度々確認されま

した（写真 2-9-8）。この結果を受けて雨引山南東側山麓、明星ヶ岳南東側山麓で各々林内調

査を実施した結果、雨引山山麓では平成 30年に利用した巣を再利用して繁殖活動を行い、同

巣内で換羽中の雛 3個体が確認されました（写真 2-9-9）。一方、明星ヶ岳山麓ではとまりが

頻繁に確認された谷内小尾根上のスギに架巣されており、同巣内で換羽中の雛 2個体が確認

されました（写真 2-9-10）。 

 

  
 写真 2-9-7 クマタカを攻撃する雌成鳥      写真 2-9-8 ヘビを掴む雌成鳥 

  
      写真 2-9-9 雨引山山麓の巣と巣内雛   写真 2-9-10 明星ヶ岳山麓の巣と巣内雛 
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【7月】 

7 月調査時には、あわせて 27 例が確認されました。このうち 11 例が成鳥（雄・雄ﾀｲﾌﾟが 5

例、性不明が 6例）、幼鳥が 15例、性齢不明の個体が 1例でした。確認位置は、6月調査時と

同様、営巣地のある雨引山南東側山麓部や明星ヶ岳南東側山麓部に集中が見られますが、6 月

調査時のような顕著な集中は見られませんでした。 

確認事例の中で特記すべき行動としては、雨引山、明星ヶ岳ともに探餌やハンティングが確

認された程度であり（写真 2-9-11,12）、6月調査時以前のように営巣林付近の防衛や他個体へ

の排除行動等は確認されませんでした。なお、6 月調査時に確認された雛は雨引山、明星ヶ岳

ともに巣立っており、頻繁に姿を見せていました。特に雨引山山麓の巣から巣立ったとみられ

る幼鳥は、営巣地付近のみにとどまらず、既に周辺のかなり広い範囲をその行動範囲にしてい

るように見受けられました（写真 2-9-13,14）。一方、明星ヶ岳山麓の巣から巣立った幼鳥は、

雨引山の幼鳥に比べると行動範囲が狭く、まだ営巣地付近にとどまっているように見受けられ

ました。 

 

  
  写真 2-9-11 枯木にとまり探餌する成鳥  写真 2-9-12 枯木にとまり探餌する成鳥 

  
 写真 2-9-13 電線にとまる幼鳥       写真 2-9-14 飛翔する幼鳥 
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【8月】 

8月調査時には、あわせて 38例が確認されました。このうち 11例が成鳥（雄・雄ﾀｲﾌﾟ 6例、

雌・雌ﾀｲﾌﾟが 3例、性不明が 2例）、幼鳥が 17 例、性齢不明の個体が 10例でした。確認位置

は、明星ヶ岳南東側山麓の営巣地付近に顕著な集中が見られましたが、雨引山南東側山麓の営

巣地付近では全く確認がありませんでした。 

明星ヶ岳南東側山麓の営巣地付近では当該つがいや同所で巣立ったとみられる幼鳥が頻繁

に出現しました（写真 2-9-15,16）。いまだ家族群で過ごしているようで、幼鳥同士または幼鳥

と成鳥が接触する場面がしばしば確認されました。一方、雨引山南東側山麓の営巣地付近では

全く確認されませんでした。ただし、雨引山東側の上空で幼鳥 3個体が連れ立って広範囲を飛

翔していました。また、雨引山や明星ヶ岳の比較的高所で出現したクマタカを攻撃する事例が

確認されました。 

 

  
  写真 2-9-15 スギにとまる雄成鳥     写真 2-9-16枯木にとまる幼鳥 
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【サシバの営巣位置】 

今回の調査の結果、これまで継続的に営巣を確認してきた事業実施区域北側の雨引山山麓に

加え、事業実施区域南西側の明星ヶ岳南東側山麓でも新たに営巣を確認しました。 

雨引山山麓で今年利用したのは平成 30 年調査時に確認されたヒノキに架巣された巣で、新

たに産座を積み増し、再度利用していました（写真 2-9-17）。一方、明星ヶ岳南東側山麓で新

たに確認された巣は、関町白木一色の集落北東側の谷内の小尾根上にスギに架巣されていまし

た（写真 2-9-18）。確認された巣の状況を表 2-9-4に、確認位置を図 2-9-8に示します。 

 

表 2-9-4 本年のサシバの巣・営巣木の状況 

 

 

  
  写真 2-9-17 雨引山山麓の営巣木     写真 2-9-18 明星ヶ岳山麓の営巣木 

  

雨引山南東側山麓の巣 明星ヶ岳南東側山麓の巣

樹種 ヒノキ(フジが絡んでいる) スギ

樹高(m) 約14ｍ(目測) 約17ｍ(目測)
胸高直径(cm) 28.5cm(周囲89cm) 50cm
架巣高(m) 約12ｍ 約11ｍ(目測)

架巣型
樹幹型(枝の基部に太いフジヅルが重なった箇所に架巣。
樹幹の南西側)

樹幹型(複数の枝の基部に架巣。樹幹の西側)

巣外径(cm) 約60ｃｍ×約50cm(目測) 約50cm×約40cm(目測)
巣の厚み(cm) 約30cm(目測) 約20cm(目測)

立地環境
谷の右岸側。営巣木のすぐ際から崖状に落ち込んでおり、
流路のすぐ脇。

谷内に入りこむ小尾根の南東側斜面上。

備考 平成30年調査時に利用していた巣と同巣。 本年確認の巣。
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【各つがいの行動範囲】 

今年度の調査で確認されたサシバを可能な限り個体識別し、その特徴や行動内容から雨引山

ならびに明星ヶ岳の当該個体を抽出し、その行動範囲を確認しました。雨引山、明星ヶ岳の当

該個体とその他の個体に色分けした飛跡は図 2-9-9に示すとおりです。 

 

① 雨引山つがいの行動範囲 

営巣地の位置する雨引山南東側山麓を中心に雨引山南側斜面一帯に確認事例の顕著な集中

が見られ、さらに東西方向に飛翔する事例も複数確認されました。事業実施区域についても前

田川を越えて度々飛来するのが確認されており、事業実施区域内の草地や林縁部で探餌･ハン

ティングを行う事例も複数例確認されました。 

なお、令和元年の前回調査時には事業実施区域西側の明星ヶ岳東側山麓部への飛翔が度々確

認されていましたが、本年については同様の行動はあまり確認されませんでした。 

 

② 明星ヶ岳つがいの行動範囲 

営巣地が確認された明星ヶ岳南東側山麓部に確認事例の顕著な集中が見られ、同所を中心と

して明星ヶ岳東側の山麓部一帯に確認事例が散在していました。事業実施区域付近での確認事

例は多くはないですが、事業実施区域西端付近で飛翔やとまりの事例も確認されました。また

東側の造成地付近でも少数ながら飛翔事例等が見られました。 
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8-5 考察及び過年度調査結果との比較 

1)今年度の繁殖状況 

今年度の当該地域でのサシバについては、前回調査までと同様、雨引山南東側山麓部に加え

て、前回調査で雨引山当該つがいと別の雌雄が確認されていた明星ヶ岳南東側山麓部でも営

巣･繁殖していることが確認されました。7月調査時には、両営巣地付近で幼鳥が頻繁に確認さ

れたことから、両巣ともに幼鳥が無事に巣立ったものと考えられます。 

これまでの調査でも経年的に営巣･繁殖が確認されていた雨引山山麓に加え、一時定着する

個体が確認されなくなった明星ヶ岳山麓でも営巣･繁殖が確認されたことから、現時点ではサ

シバにとって好適な生息環境が維持されているものと考えられます。この環境に大きな変化が

ない限り、今後も同所に渡来し、営巣･繁殖する可能性が高いものと考えられます。 

 

2)生息状況の変化 

今年度も含めた 7ヶ年の繁殖期(4月から 7月を想定)ののべ確認事例数は、表 2-9-5に示す

とおりです。 

今年度も前回調査同様に過年度の調査に比べて確認事例数が多い傾向がみられました。その

理由として、前回と同様に事業実施区域北側の眺望が改善され雨引山方面の観察が容易になっ

たことに加え、前回調査時に示唆されていた明星ヶ岳南東側山麓で新たな営巣地が確認された

ことが大きな理由と考えられます。特に雨引山、明星ヶ岳双方の巣が確認された 6月調査時は

過去の調査で最も多い事例を確認しました。 

 

表 2-9-5 調査月別確認個体数の推移 

 

 

同じく、今年度も含めた 7ヶ年の繁殖期間中(4月から 7月)の出現軌跡は、図 2-9-10～15に

示すとおりです。 

今年度の出現軌跡は、従来通り確認頻度が高かった雨引山南側山麓部に加え、明星ヶ岳南東

側山麓部でも多数の事例が確認され、前回調査時（平成 31年/令和元年）と似た傾向を示して

いますが、前回調査時と比較すると明星ヶ岳東側山麓部での確認頻度が低下しました。 

この原因として明星ヶ岳南西側山麓部で新たな営巣地の存在が示唆されたことから、同方向

への観察頻度が増加し、結果として事業実施区域西側方向への観察時間が減少したことが大き

な要因ですが、それに加えて雨引山の当該個体が明星ヶ岳東側山麓部に進入するケースが減少

平成25年 28 27 40 8 103

平成26年 8 32 38 9 87
平成28年 12 13 27 2 54
平成29年 15 3 12 10 40
平成30年 14 9 57 21 101

平成31年/令和元年 66 24 23 34 147
令和3年 21 15 68 27 131

合計調査年 4月 5月 6月 7月
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したように見られます。 

これは明星ヶ岳南東側に営巣地を構えたつがいが同所に進入していることが原因の一つと

考えられます。ただし、同所には雨引山の当該個体、明星ヶ岳の当該個体の双方が進入してい

ますので、狩り場等として相互に利用しているものと考えられます。 

なお、事業実施区域での確認頻度は、前述のとおり明星ヶ岳東側山麓での確認頻度が低下し

たことから前回調査時と比べて低下しましたが、雨引山南東側の営巣地と前田川を挟んだ対岸

にあたる事業実施区域北側の一帯では高い頻度で確認されました。上空を通過してより南側に

進入する事例も度々確認されましたが、テストコース内の残置森林周辺では、雨引山の当該個

体が探餌やハンティングを行うのが複数回確認されています。 

造成工事の実施によって表土が剥がれた時期には、これらの場所に餌動物の姿はなく、サシ

バも同所を利用していなかったと考えられます。しかしながら工事が終了し、重機の稼働や作

業員等が存在せず、環境も安定した供用後については、事業実施地域内の残置森林の林縁部や

法面緑化によって生まれた草地等がこれら個体の狩り場として日常的に利用されているもの

と考えられます。今後も状況に大きな変化がなければ、本種による利用が継続するものと考え

られます。 

 

 
図 2-9-10 繁殖期中の出現軌跡(令和 3年) 

  

重要種保護のため非公表 
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図 2-9-11 繁殖期中の出現軌跡(平成 31年/令和元年) 

 

 

 
図 2-9-12 繁殖期中の出現軌跡(平成 30年) 

 

 

重要種保護のため非公表 

重要種保護のため非公表 
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図 2-9-13 繁殖期中の出現軌跡(平成 29年) 

 

 

 
図 2-9-14 繁殖期中の出現軌跡(平成 28年) 

 

 

重要種保護のため非公表 

重要種保護のため非公表 
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図 2-9-15 繁殖期中の出現軌跡(平成 26年) 

 

 

 
図 2-9-16 繁殖期中の出現軌跡(平成 25年) 

 

 

 

 

重要種保護のため非公表 

重要種保護のため非公表 
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第 3章 事後調査の結果により必要となった環境保全措置の内容 

本事後調査の結果について、環境保全のための追加措置の必要性を検討しました。 

その結果を表 3に示します。 

 

表 3(1) 事後調査結果を踏まえた環境保全措置の検討 

区
分 調査実施日及び調査地点 

調査結果及び事後調査結果により必要となった 

環境保全措置の検討 

騒
音
・
振
動 

【調査時期】 

令和 3年  6月 17日 

令和 3年 10月 14日 

 

【調査地点】 

事業実施区域周辺集落 2地点（S-2、S-

5） 

敷地境界 1地点（K-1） 

騒音については、6月調査時の K-1の騒音レベルが評

価書の予測結果を上回る時間帯がみられた。ただし、周

辺集落の S-2及び S-5では、走行時間帯の騒音レベルよ

り走行時間帯以外の騒音レベルが上回っている状況が

みられたことから、試験車両の走行に伴う騒音は測定さ

れた騒音レベルに大きく寄与していないものと考えら

れた。 

振動の結果は、いずれの調査日及び調査地点でも予測

結果及び感覚閾値を下回っており、試験車両の走行に伴

う振動の影響は小さいと考えられた。 

以上のことから、試験車両の走行に伴う騒音・振動に

よる影響は概ね評価書における予測結果と同様であり、

同影響は小さいものと考えられ、現時点で特に新たな環

境保全措置は必要ないと考えられる。 

水
質 

【調査時期】 

令和 3年  5月 28日 

令和 3年  8月 27日 

令和 3年 11月  2日 

令和 4年  2月 28日 

 

【調査地点】 

事業実施区域の下流河川である椋川

（R-5） 

5月調査時に BOD及び全燐が予測結果を上回った他は

いずれも予測結果を下回った。また、全ての項目で参考

とした環境基準を下回った。 

なお、施設排水については、通常の施設管理の中で、

浄化槽出口において亀山市との環境保全協定に基づく

排水基準値（BOD:10mg/L、T-N:10mg/L、T-P:1mg/L）の達

成状況の監視を実施している。 

以上のことから、現時点で特に新たな環境保全措置は

必要ないと考えられる。 

重
要
な
植
物 

【調査時期】 

令和 3年 10月 29日 

「池・湿地②」移植 6年後補足調査 

「池・湿地③上部」移植 6年後補足調

査 

「池・湿地③下部」移植 5年後調査 

 

【調査場所】 

移植地（池・湿地②及び③（上部・下

部）） 

「池・湿地③（上部）」では、移植 6年後に相当する補

足調査を実施したところ、サイコクヌカボ及びカサスゲ

の生育が確認された。 

「池・湿地③（下部）」では、移植 6年後に相当する補

足調査を実施したところ、クロテンツキが確認された

が、その他の種は確認されなかった。 

「池・湿地②」では、移植 5年後に相当する調査を実

施したところ、サイコクヌカボとカサスゲの生育が確認

された。 

なお、後述のとおり、いずれの移植地においても、湿

性環境の整備を行ったことから、次年度は整備による効

果の検証を目的として、補足調査として引き続き移植個

体の経過観察を行うこととする。 
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表 3(2) 事後調査結果を踏まえた環境保全措置の検討 

区
分 調査実施日及び調査地点 

調査結果及び事後調査結果により必要となった 

環境保全措置の検討 

緑
化
回
復
状
況 

【調査時期】 

令和 3年 10月  6日 

 

【調査場所】 

事業実施区域内の造成緑地 3箇所 

緑化区域3地点において植物相調査及び指標木の生育

状況調査を実施した結果、全ての地点で昨年度より確認

種数が増加するとともに、多様な先駆植物がみられ、植

生の回復過程にあることが確認された。また、植栽樹木

については、st.2 の指標木 1 本で生育不良がみられた

ものの、これを除く指標木の全てが良好な生育状態であ

った。 

以上のことから、現時点で特に新たな環境保全措置は

必要ないと考えられ、次年度も同一の調査地点及び指標

木を対象として事後調査計画に基づく調査を継続し、植

生回復の状況を監視していくこととする。 

(

オ
オ
タ
ニ
シ) 

重
要
な
水
生
生
物 

【調査時期】 

令和 3年  4月  5日 

 

【調査場所】 

事業実施区域残置森林内 

過去に実施した本種の移植個体の定着状況調査の結

果、定着が確認されなかったことから、再導入を目的と

して残置森林内の湿性環境に生息する本種個体の生息

確認調査を実施した。 

その結果、残置森林内の 2箇所のため池において、複

数の本種個体の生息が確認された。 

なお、後述のとおり、移植地の再整備を行ったことか

ら、次年度は再整備による生息環境の創出の経過観察を

継続するとともに、その状況に応じて本種個体の再導入

の実施を検討することとする。 

池
・
湿
地
の
整
備 

【整備時期】 

令和 3年 11月  4日、  5日、 

 26日、 29日 

 12月  1日、  2日 

        3日 

 

【整備場所】 

池・湿地②及び池・湿地③ 

重要な水生・湿生動植物の生息・生育環境の拡大を目

的として、池・湿地②の整備及び池・湿地③の再整備を

実施した。 

いずれの地点も周辺のネザサの刈り払いや灌木の除

伐を実施して、日照を良くするとともに、池・湿地③で

は池の創出を目的とした掘削を実施した。 

次年度以降は、整備後の経過観察を目的とした、植物

相調査等を行うこととする。 

動
物
相
（
鳥
類
相
） 

【調査時期】 

令和 3年  5月 31日 

令和 4年  1月  5日 

 

【調査地点】 

事業実施区域の現況調査と同じルー

ト（2ルート） 

 

初夏季の調査で 11目 28科 40種、冬季の調査で 7目

16科 30種、通年で 12目 29科 51種（外来種含む）が確

認された。 

過年度の調査結果との類似度を算出した結果、現況調

査時との類似度は低い値を示したものの、過年度の事後

調査時との類似度は高い値を示したことから、事後調査

の期間においては鳥類相に対する影響は小さいものと

考えられた。 

以上のことから、現時点で特に新たな環境保全措置は

必要ないと考えられる。 
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区
分 調査実施日及び調査地点 

調査結果及び事後調査結果により必要となった 

環境保全措置の検討 

動
物
相
（
昆
虫
類
相
） 

【調査時期】 

令和 3年  8月 10日 ～ 11日 

 

【調査地点】 

事業実施区域内の現況調査地点と、

対照地点（2地点） 

 

事業実施区域内の地点では 5目 15科 34種、対照地点

では 5目 14科 28種、合計で 6目 19科 48種が確認され

た。いずれの地点も、調査地点の植生や環境を反映した

種構成であった。また、いずれの地点も糞虫類が多く確

認され、獣類による利用が考えられた。 

また、各地点ごとに過年度調査との種構成の比較を行

った結果、植生の遷移に伴う種構成の変化が認められた

のみであり、本事業による影響は認められなかった。 

以上のことから、現時点で特に新たな環境保全措置は

必要ないと考えられる。 

生
態
系
（
サ
シ
バ
） 

【調査時期】 

令和 3年  4月 15日、 16日 

令和 3年  5月 20日、 21日 

令和 3年  6月 24日、 25日 

令和 3年  7月 22日、 23日 

令和 3年  8月 19日、 20日 

【調査地点】 

事業実施区域周辺 5地点 

調査の結果、169例のサシバが確認された。過年度も

繁殖が確認されている雨引山南東側山麓部で繁殖成功

が確認された他、明星ヶ岳南東側山麓部でも繁殖成功が

確認された。 

今年度の出現は、従来通り確認頻度が高かった雨引山

南側山麓部に加え、明星ヶ岳南東側山麓部でも多数の事

例が確認されたものの、前回調査時と比較すると明星ヶ

岳東側山麓部での確認頻度が低下した。 

これは、明星ヶ岳南東側のつがいが同所に進入してい

ることが原因の一つと考えられた。ただし、同所には雨

引山の個体、明星ヶ岳の個体の双方が進入しており、狩

り場等として相互に利用しているものと考えられた。 

なお、事業実施区域では、雨引山南東側の営巣地と前

田川を挟んだ対岸にあたる事業実施区域北側の一帯で

は高い頻度で確認された。また、テストコース内の残置

森林周辺では、雨引山の個体が探餌やハンティングを行

うのが複数回確認され、の残置森林の林縁部や法面緑化

によって生まれた草地等がこれら個体の狩り場として

日常的に利用されているものと考えられた。 

以上のことから、現時点で特に新たな環境保全措置は

必要ないと考えられる。 
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資料-1 

 

1  調査風景写真 

① 試験車両の走行に伴う騒音・振動 調査風景 

 
写真 1-1 騒音・振動調査状況（K-1：令和 3年 6月 17日） 

 

 
写真 1-2 騒音・振動調査状況（S-2：令和 3年 6月 17日） 

 

 
写真 1-3 騒音・振動調査状況（S-5：令和 3年 6月 17日） 
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写真 1-4 騒音・振動調査状況（K-1：令和 3年 10月 14日） 

 

 
写真 1-5 騒音・振動調査状況（S-2：令和 3年 10月 14日） 

 

 
写真 1-6 騒音・振動調査状況（S-5：令和 3年 10月 14日） 
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② 重要な植物の移植後の活着状況 調査風景 

 
写真 2-1 移植先の状況（令和 3年 10月 29日 池・湿地③上部） 

 

 
写真 2-2 重要な植物（サイコクヌカボ）の活着状況（令和 3年 10月 29日 池・湿地③上部） 

 

 
写真 2-3 重要な植物（カサスゲ）の活着状況（令和 3年 10月 29日 池・湿地③上部） 
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写真 2-4 移植先の状況（令和 3年 10月 29日 池・湿地③下部） 

 

 
写真 2-5 重要な植物（ハマハナヤスリ）の活着状況（令和 3年 10月 29日 池・湿地③下部） 

 

 
写真 2-6 重要な植物（サイコクヌカボ）の活着状況（令和 3年 10月 29日 池・湿地③下部） 
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写真 2-7 重要な植物（クロテンツキ）の活着状況（令和 3年 10月 29日 池・湿地③下部） 

 

 
写真 2-8 重要な植物（カサスゲ）の状況（令和 3年 10月 29日 池・湿地②） 

 

 
写真 2-10 重要な植物（サイコクヌカボ）の状況（令和 3年 10月 29日 池・湿地②） 
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③ 重要な水生生物の生息確認調査 調査風景 

 
写真 3-1 重要な水生生物調査風景（令和 3年 4月 5日 地点 P8） 
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④ 環境保全措置とした池・湿地の整備 作業風景 

 
写真 4-1 除草作業前（令和 3年 11月 4日 池・湿地②） 

 

 
写真 4-2 除草作業（令和 3年 11月 4日 池・湿地②） 

 

 
写真 4-3 除草作業後（令和 3年 11月 4日 池・湿地②） 
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写真 4-4 除伐作業前（令和 3年 11月 5日 池・湿地②） 

 

 
写真 4-5 除伐作業（令和 3年 11月 5日 池・湿地②） 

 

 
写真 4-6 除伐作業後（令和 3年 11月 5日 池・湿地②） 
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写真 4-7 除草・除伐作業前（令和 3年 11月 29日 池・湿地③） 

 

 
写真 4-8 除草・除伐作業（令和 3年 11月 29日 池・湿地③） 

 

 
写真 4-9 除草・除伐作業後（令和 3年 11月 29日 池・湿地③） 
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写真 4-10 除草・除伐作業前（令和 3年 11月 29日 池・湿地③） 

 

 
写真 4-11 除草・除伐作業（令和 3年 11月 29日 池・湿地③） 

 

 
写真 4-12 除草・除伐作業後（令和 3年 11月 29日 池・湿地③） 
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写真 4-13 池の掘削作業前（令和 3年 12月 2日 池・湿地③） 

 

 
写真 4-14 池の掘削作業（令和 3年 12月 2日 池・湿地③） 

 

 
写真 4-15 池の掘削作業後（令和 3年 12月 2日 池・湿地③） 
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⑤ 動物相（鳥類相） 調査風景 

 
写真 5-1 動物相（鳥類相）調査風景（令和 3年 5月 31日 R-1） 

 

 
写真 5-2 動物相（鳥類相）調査風景（令和 3年 5月 31日 R-3） 

 

 
写真 5-3 動物相（鳥類相）調査風景（令和 4年 1月 5日 R-1） 
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写真 5-4 動物相（鳥類相）調査風景（令和 4年 1月 5日 R-4） 
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⑥ 動物相（昆虫類相） 調査風景 

 
写真 6-1 動物相（昆虫類相）調査風景（令和 3年 8月 10日～11日 T-4：事業実施区域内） 

 

 
写真 6-2 動物相（昆虫類相）調査風景（令和 3年 8月 10日～11日 T-4：事業実施区域内） 

 

 
写真 6-3 動物相（昆虫類相）調査風景（令和 3年 8月 10日～11日 T-4：事業実施区域内） 
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写真 6-4 動物相（昆虫類相）調査風景（令和 3年 8月 10日～11日 対照地点） 

 

 
写真 6-5 動物相（昆虫類相）調査風景（令和 3年 8月 10日～11日 対照地点） 

 

 
写真 6-6 動物相（昆虫類相）調査風景（令和 3年 8月 10日～11日 対照地点） 
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⑦ 生態系（サシバ） 調査風景 

 
写真 7-1 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 4月 15日 st.2’） 

 

 
写真 7-2 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 4月 15日 st.6） 

 

 
写真 7-3 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 4月 15日 st.11） 
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写真 7-4 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 4月 15日 st.24） 

 

 
写真 7-5 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 4月 15日 st.25） 

 

 
写真 7-6 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 4月 16日 st.2’） 
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写真 7-7 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 4月 16日 st.6） 

 

 
写真 7-8 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 4月 16日 st.11） 

 

 
写真 7-9 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 4月 16日 st.24） 
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写真 7-10 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 4月 16日 st.25） 

 

 
写真 7-11 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 5月 20日 st.6） 

 

 
写真 7-12 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 5月 20日 st.11） 
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写真 7-13 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 5月 20日 st.23） 

 

 
写真 7-14 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 5月 20日 st.24） 

 

 
写真 7-15 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 5月 20日 st.25） 
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写真 7-16 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 5月 21日 st.1） 

 

 
写真 7-17 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 5月 21日 st.2’） 

 

 
写真 7-18 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 5月 21日 st.11） 
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写真 7-19 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 5月 21日 st.24） 

 

 
写真 7-20 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 5月 21日 st.25） 

 

 
写真 7-21 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 6月 24日 st.2’） 
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写真 7-22 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 6月 24日 st.6） 

 

 
写真 7-23 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 6月 24日 st.24） 

 

 
写真 7-24 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 6月 24日 st.25） 
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写真 7-25 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 6月 24日 林内踏査） 

 

 
写真 7-26 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 6月 25日 st.2’） 

 

 
写真 7-27 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 6月 25日 st.6） 
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写真 7-28 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 6月 25日 st.11） 

 

 
写真 7-29 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 6月 25日 st.24） 

 

 
写真 7-30 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 6月 25日 st.25） 
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写真 7-31 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 7月 22日 st.1） 

 

 
写真 7-32 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 7月 22日 st.2’） 

 

 
写真 7-33 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 7月 22日 st.6） 
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写真 7-34 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 7月 22日 st.24） 

 

 
写真 7-35 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 7月 22日 st.25） 

 

 
写真 7-36 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 7月 23日 st.1） 
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写真 7-37 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 7月 23日 st.2’） 

 

 
写真 7-38 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 7月 23日 st.6） 

 

 
写真 7-39 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 7月 23日 st.24） 
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写真 7-40 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 7月 23日 st.25） 

 

 
写真 7-41 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 8月 19日 st.1） 

 

 
写真 7-42 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 8月 19日 st.2’） 
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写真 7-43 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 8月 19日 st.6） 

 

 
写真 7-44 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 8月 19日 st.24） 

 

 
写真 7-45 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 8月 19日 st.25） 
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写真 7-46 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 8月 20日 st.1） 

 

 
写真 7-47 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 8月 20日 st.2’） 

 

 
写真 7-48 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 8月 20日 st.6） 
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写真 7-49 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 8月 20日 st.24） 

 

 
写真 7-50 生態系（サシバ）調査風景（令和 3年 8月 20日 st.25） 
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2  緑化回復状況 調査結果一覧 

表 2-1 緑地の概況 

地点名 定点記録写真 

st-1 

 
南西側から撮影 

 
南東側から撮影 

 
北側から撮影  

st-2 

 
西側から撮影 

 
東側から撮影 

st-3 

 
西側から撮影 

 
東側から撮影 
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表 2-2(1) 各調査地の植物相調査結果 

No. 科名 種名（和名） 学名 st-1 st-2 st-3

1 トクサ科 スギナ Equisetum arvense ○

2 フサシダ科 カニクサ Lygodium japonicum

3 マツ科 クロマツ Pinus thunbergii ◎ ◎

4 ヤマモモ科 ヤマモモ Myrica rubra

5 ヤナギ科 ヤマナラシ Populus sieboldii

6 カバノキ科 オオバヤシャブシ Alnus sieboldiana ○

7 ブナ科 アラカシ Quercus glauca ◎ ◎ ◎

8 シラカシ Quercus myrsinaefolia ◎ ◎ ◎

9 コナラ Quercus serrata ◎ ◎

10 ニレ科 ムクノキ Aphananthe aspera

11 エノキ Celtis sinensis  var. japonica ○ ◎ ◎

12 クワ科 ヒメコウゾ Broussonetia kazinoki ○ ○

13 イラクサ科 カラムシ Boehmeria nivea var.concolor ○

14 タデ科 ヤナギタデ Persicaria hydropiper

15 イヌタデ Persicaria longiseta ○

16 ボントクタデ Persicaria pubescens ○

17 イタドリ Reynoutria japonica ○ ○

18 スイバ Rumex acetosa ○

19 ギシギシ Rumex japonicus

20 ヤマゴボウ科 ヨウシュヤマゴボウ Phytolacca americana

21 ナデシコ科 ウシハコベ Stellaria aquatica ○ ○

22 アカザ科 シロザ Chenopodium album ○

23 ヒユ科 ヒカゲイノコヅチ Achyranthes bidentata var. japonica ○

24 ヒナタイノコヅチ Achyranthes bidentata var. tomentosa

25 マツブサ科 サネカズラ Kadsura japonica

26 クスノキ科 タブノキ Machilus thunbergii

27 キンポウゲ科 センニンソウ Clematis terniflora

28 アケビ科 アケビ Akebia quinata ○

29 ミツバアケビ Akebia trifoliata ○

30 ツヅラフジ科 アオツヅラフジ Cocculus orbiculatus ○

31 ドクダミ科 ドクダミ Houttuynia cordata ○

32 ツバキ科 チャノキ Camellia sinensis ○

33 ツバキ科 ヒサカキ Eurya japonica ○

34 オトギリソウ科 オトギリソウ Hypericum erectum

35 アブラナ科 イヌガラシ Rorippa indica

36 ユキノシタ科 ウツギ Deutzia crenata ○ ○

37 バラ科 オヘビイチゴ Potentilla sundaica var. robusta ○

38 ヤマザクラ Prunus jamasakura ◎ ◎

39 ノイバラ Rosa multiflora ○ ○

40 フユイチゴ Rubus buergeri ○ ○

41 クマイチゴ Rubus crataegifolius ○

42 モミジイチゴ Rubus palmatus  var. coptophyllus ○

43 マメ科 ネムノキ Albizia julibrissin ○

44 イタチハギ Amorpha fruticosa ○

45 ヤブマメ Amphicarpaea edgeworthii var. japonica ○ ○

46 アレチヌスビトハギ Desmodium paniculatum ●

47 ヤハズソウ Kummerowia striata ○

48 ヤマハギ Lespedeza bicolor ○

49 メドハギ Lespedeza cuneata ○

50 ネコハギ Lespedeza pilosa ○

51 クズ Pueraria lobata ○ ○ ○

52 シロツメクサ Trifolium repens ● ● ●

53 ヤハズエンドウ Vicia angustifolia ○ ○

54 フジ Wisteria floribunda

55 カタバミ科 カタバミ Oxalis corniculata ○ ○

56 オッタチカタバミ Oxalis stricta ○

57 トウダイグサ科 エノキグサ Acalypha australis ○ ○ ○  
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表 2-2(2) 各調査地の植物相調査結果 

No. 科名 種名（和名） 学名 st-1 st-2 st-3

58 トウダイグサ科 アカメガシワ Mallotus japonicus ○ ○

59 ミカン科 カラスザンショウ Zanthoxylum ailanthoides ○

60 サンショウ Zanthoxylum piperitum ○

61 センダン科 センダン Melia azedarach ○

62 ウルシ科 ヌルデ Rhus javanica var. chinensis ○ ○

63 ハゼノキ Rhus succedanea ○ ○ ○

64 ヤマハゼ Rhus sylvestris

65 ブドウ科 ノブドウ Ampelopsis glandulosa var. heterophylla

66 ヤブガラシ Cayratia japonica ○

67 ツタ Parthenocissus tricuspidata

68 スミレ科 タチツボスミレ Viola grypoceras

69 ツボスミレ Viola verecunda ○

70 キブシ科 キブシ Stachyurus praecox

71 ウリ科 スズメウリ Melothria japonica

72 アカバナ科 アカバナ Epilobium pyrricholophum ○

73 ウコギ科 ウド Aralia cordata

74 タラノキ Aralia elata ○

75 キヅタ Hedera rhombea

76 セリ科 ツボクサ Centella asiatica ○

77 ノチドメ Hydrocotyle maritima ○ ○

78 チドメグサ Hydrocotyle sibthorpioides

79 サクラソウ科 オカトラノオ Lysimachia clethroides

80 コナスビ Lysimachia japonica  f. subsessilis ○

81 ガガイモ科 ガガイモ Metaplexis japonica ○

82 アカネ科 ヨツバムグラ Galium trachyspermum ○

83 ヘクソカズラ Paederia scandens ○ ○

84 クマツヅラ科 クサギ Clerodendrum trichotomum ○

85 シソ科 トウバナ Clinopodium gracile

86 ヤマトウバナ Clinopodium multicaule ○

87 ナギナタコウジュ Elsholtzia ciliata

88 カキドオシ Glechoma hederacea var. grandis ○

89 ヒメジソ Mosla dianthera ○

90 イヌコウジュ Mosla punctulata ○

91 ナス科 ヒロハフウリンホオズキ Physalis angulata ●

92 アメリカイヌホオズキ Solanum ptycanthum ● ●

93 キツネノマゴ科 キツネノマゴ Justicia procumbens ○

94 ハマウツボ科 ナンバンギセル Aeginetia indica

95 スイカズラ科 スイカズラ Lonicera japonica

96 タニウツギ Weigela hortensis ○

97 キキョウ科 ホタルブクロ Campanula punctata ○

98 キク科 ヨモギ Artemisia indica var. maximowiczii ○ ○ ○

99 ノコンギク Aster ageratoides ssp.ovatus ○

100 アメリカセンダングサ Bidens frondosa

101 コセンダングサ Bidens pilosa ● ●

102 スズカアザミ Cirsium suzukaense ○

103 オオアレチノギク Conyza sumatrensis ● ● ●

104 ダンドボロギク Erechtites hieracifolia ● ●

105 ヒメムカシヨモギ Erigeron canadensis ● ● ●

106 ヒヨドリバナ Eupatorium chinense var. oppositifolium ○

107 ハハコグサ Gnaphalium affine ○

108 ブタナ Hypochoeris radicata

109 オオジシバリ Ixeris debilis ○ ○

110 ニガナ Ixeris dentata ○

111 アキノノゲシ Lactuca indica ○

112 コウゾリナ Picris hieracioides var. glabrescens ○

113 メナモミ Siegesbeckia orientalis ssp. pubescens

114 セイタカアワダチソウ Solidago altissima ● ● ●  
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表 2-2(3) 各調査地の植物相調査結果 

No. 科名 種名（和名） 学名 st-1 st-2 st-3

115 キク科 オニノゲシ Sonchus asper ○ ○

116 ノゲシ Sonchus oleraceus ○

117 ヒメジョオン Stenactis annuus

118 タンポポ属sp Taraxacum  sp. ○ ○ ○

119 ヤクシソウ Youngia denticulata

120 オニタビラコ Youngia japonica ● ● ●

121 ユリ科 ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus

122 ヤマノイモ科 ヤマノイモ Dioscorea japonica ○

123 イグサ科 イ Juncus effusus var. decipiens ○

124 スズメノヤリ Luzula capitata ○

125 ツユクサ科 ツユクサ Commelina communis ○ ○

126 イネ科 コヌカグサ Agrostis alba

127 メリケンカルカヤ Andropogon virginicus ● ●

128 コブナグサ Arthraxon hispidus

129 ギョウギシバ Cynodon dactylon ○ ○ ○

130 メヒシバ Digitaria ciliaris

131 アキメヒシバ Digitaria violascens

132 イヌビエ Echinochloa crusgalli

133 カゼクサ Eragrostis ferruginea ○ ○

134 オニウシノケグサ Festuca arundinacea ● ● ●

135 アシボソ Microstegium vimineum var. polystachyum ○

136 ススキ Miscanthus sinensis ○ ○

137 コチヂミザサ Oplismenus undulatifolius var. japonicus ○

138 ヌカキビ Panicum bisulcatum ○ ○ ○

139 チカラシバ Pennisetum alopecuroides  f. purpurascens ○ ○

140 ネザサ Pleioblastus chino var. viridis ○ ○ ○

141 アキノエノコログサ Setaria faberi ○ ○

142 キンエノコロ Setaria pumilla ○ ○ ○

143 エノコログサ Setaria viridis

144 カヤツリグサ科 ヒメクグ Cyperus brevifolius var. leiolepis ○

145 メリケンガヤツリ Cyperus eragrostis

146 コゴメガヤツリ Cyperus iria ○

147 カヤツリグサ Cyperus microiria

148 カヤツリグサ属sp Cyperus sp.

149 ラン科 ネジバナ Spiranthes sinensis var.amoena ○

58科（延べ） 55種 78種 36種

：当該種が新たに確認された事例

：当該種が昨年度は確認されなかったが、今年度は確認された事例

：当該種が昨年度は確認されたが、今年度は確認されなかった事例

：当該種が昨年度、今年度と確認されなかった事例

※○は確認された種、◎は植栽樹種、●は外来種を表す。

149種（延べ）
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表 2-3(1) st-1における指標木 

No. 1 2 

樹種 シラカシ アラカシ 

 

  
st-1 内南西部に生育し、生育状況は良好

である。 

st-1内南部に生育し、生育状況は良好で

ある。 

No. 3 4 

樹種 シラカシ アラカシ 

 

  
st-1 内中央部に生育し、生育状況は良好

である。 

st-1内北部に生育し、生育状況は良好で

ある。 
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表 2-3(2) st-2における指標木 

No. 1 2 

樹種 シラカシ クロマツ 

 

  
st-2内西部の法面に生育し、生育状況はや

や不良である。 

st-2内西部の法面に生育し、生育状況は良

好である。 

No. 3 4 

樹種 エノキ コナラ 

 

  
st-2内東部の法面に生育し、生育状況は良

好である。 

st-2内東部の法面に生育し、生育状況は良

好である。 
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表 2-3(3) st-3における指標木 

No. 1 2 

樹種 コナラ アラカシ 

 

  
st-3内西部の法面に生育し、生育状況は

良好である。 

st-3内西部の法面上に生育し、生育状況

は良好である。 

No. 3 4 

樹種 クロマツ シラカシ 

 

  
st-3内東部の法面に生育し、生育状況は

良好である。 

st-3内東部の法面上に生育し、生育状況

は良好である。 
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表
3-
1(
1)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
4
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

3
8
9

2
0
2
1
/
4
/
1
5

8
:1
9
:2
8

8
:2
6
:4
0
不
明

成
鳥

林
縁
部
上
空
で
西
寄
り
に
搏
翔
。

8
:1
9
:5
9
,尾
根
上
落
葉
広
葉
樹
に
西
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
お
も
に
北
～
北
西
方
向
を
見

て
い
る
。

8
:2
5
:2
8
,飛
び
立
ち
、
斜
面
に
沿
っ
て
西
寄
り
に
搏
翔
。

8
:2
5
:4
0
,斜
面
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
西
向
き
に
と
ま
る
。

8
:2
6
:1
4
,飛
び
立
ち
斜
面
に
沿
っ
て
更
に
西
方
向
へ
搏
翔
。
尾
根
を
越
え
、
同
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
',
2
5

3
9
0

2
0
2
1
/
4
/
1
5

8
:2
5
:0
2

8
:3
1
:3
3
♂

成
鳥

探
餌
?

斜
面
上
空
で
北
西
方
向
へ
滑
翔
・
降
下
。

8
:2
5
:0
5
,高
圧
鉄
塔
頂
部
に
西
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
落
ち
着
い
た
様
子
で
探
餌
を
し
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
た
が
、
後
背
か
ら
の
観
察
の
た
め
詳
細
は
不
明
。

8
:3
1
:4
7
,飛
び
立
ち
、
南
西
方
向
へ
搏
翔
。
尾
根
に
沿
う
よ
う
に
飛
翔
し
た
後
、
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消

失
。

2
6
0
-
2
8
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
成
鳥
。
欠

損
等
の
詳
細
は
不
明
。

S
t.
6
,1
1
,2
4

3
9
1

2
0
2
1
/
4
/
1
5

8
:4
8
:4
6

9
:0
1
:1
4
不
明

成
鳥

深
い
羽
ば
た
き

林
内
出
入
(消
失
)

雨
引
山
南
側
山
麓
部
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
東
寄
り
に
移
動
し
た
後
、
旋
回
を

や
め
北
寄
り
に
滑
翔
。
谷
付
近
上
空
で
再
び
旋
回
に
転
じ
、
こ
の
際
深
い
羽
ば
た
き
を
行
う
。
そ
の
後
、

南
寄
り
に
滑
翔
し
、
前
田
川
付
近
の
上
空
で
再
び
旋
回
し
、
深
い
羽
ば
た
き
を
行
う
。
そ
の
後
、
旋
回
･帆

翔
と
滑
翔
を
繰
り
返
し
、
東
～
北
方
向
へ
移
動
し
た
後
、
反
転
し
南
西
方
向
へ
急
速
に
滑
翔
・
降
下
。
既

知
の
営
巣
地
西
側
尾
根
付
近
の
樹
林
内
に
入
り
消
失
。

1
7
0
-
4
0
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
',
6
,2
5

3
9
2

2
0
2
1
/
4
/
1
5

8
:5
0
:2
5

8
:5
6
:0
1
不
明

不
明

№
3
9
1
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
№
3
9
1
よ
り
遠
方
の
雨
引
山
東
側
上
空
で
旋
回
･帆

翔
と
滑

翔
を
交
え
て
不
規
則
に
飛
翔
(途
中
か
ら
ｻ
ｼ
ﾊ
ﾞ?
と
見
ら
れ
る
別
個
体
が
本
個
体
を
追
う
よ
う
に
飛
翔
し
、

時
々
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
)。
そ
の
後
、
旋
回
し
な
が
ら
東
寄
り
に
移
動
し
、
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消

失
。

3
0
0
-
4
0
0

詳
細
不
明
。

S
t.
6

3
9
3

2
0
2
1
/
4
/
1
5

8
:5
0
:4
1

8
:5
1
:1
6
不
明

不
明

明
星
ヶ
岳
東
側
山
麓
部
上
空
で
北
東
方
向
へ
滑
翔
し
徐
々
に
降
下
。
比
較
的
速
い
速
度
で
滑
翔
し
直

進
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
0
0
-
2
6
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
4

3
9
4

2
0
2
1
/
4
/
1
5

1
0
:3
5
:2
2

1
0
:4
1
:4
3
不
明

成
鳥

攻
撃
(ﾄ
ﾋ
ﾞ)
?

耕
作
地
上
空
で
旋
回
･帆

翔
。
近
傍
で
飛
翔
し
て
い
た
ﾄﾋ
ﾞに
突
っ
か
か
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
。
そ
の

後
、
ﾄﾋ
ﾞと
離
れ
東
寄
り
に
滑
翔
後
、
再
び
旋
回
･帆

翔
。
近
傍
に
ﾉｽ
ﾘが

旋
回
し
て
い
た
が
特
に
干
渉
は

無
し
。
旋
回
･帆

翔
で
上
昇
し
た
後
、
北
東
方
向
へ
滑
翔
開
始
。
そ
の
ま
ま
直
進
し
、
遠
方
の
上
空
で
空

に
紛
れ
て
消
失
。

3
0
0
-
4
0
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
目
立
つ
欠

落
は
無
い
模
様
。

S
t.
2
5

3
9
5

2
0
2
1
/
4
/
1
5

1
0
:3
7
:1
6

1
0
:4
0
:1
7
不
明

不
明

尾
根
越
し
の
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
た
後
、
西
寄
り
に
ゆ
っ
く
り
と
滑
翔
。
途
中
で
反
転
し

て
東
寄
り
に
滑
翔
し
、
一
度
旋
回
の
後
、
再
び
西
寄
り
に
滑
翔
。
再
び
反
転
し
て
東
寄
り
に
滑
翔
を
始
め

る
と
、
す
ぐ
に
両
翼
を
閉
じ
て
急
降
下
。
途
中
で
急
降
下
を
や
め
東
寄
り
に
滑
翔
後
、
旋
回
･帆

翔
。
旋

回
を
や
め
る
と
い
っ
た
ん
東
寄
り
に
飛
翔
す
る
が
す
ぐ
に
反
転
し
て
徐
々
に
降
下
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り

消
失
。

2
6
0
-
3
7
0

詳
細
不
明
。

S
t.
6

3
9
6

2
0
2
1
/
4
/
1
5

1
0
:3
9
:5
5

1
0
:4
0
:0
4
不
明

不
明

№
3
9
5
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
尾
根
陰
か
ら
出
現
し
て
西
寄
り
に
飛
翔
。
そ
の
ま
ま
直
進
し
て

や
や
降
下
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
7
0
-
2
5
0

詳
細
不
明
。

S
t.
6

3
9
7

2
0
2
1
/
4
/
1
5

1
0
:4
1
:0
2

1
0
:4
1
:3
8
不
明

不
明

雨
引
山
東
側
山
麓
部
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
た
後
、
北
寄
り
に
滑
翔
。
徐
々
に
降
下
し

手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
5
0
-
2
8
0

詳
細
不
明
。

S
t.
6

3
9
8

2
0
2
1
/
4
/
1
5

1
0
:4
4
:2
3

1
0
:5
4
:2
4
♂

成
鳥

深
い
羽
ば
た
き

C
al
l

尾
根
付
近
上
空
で
鳴
き
な
が
ら
南
西
方
向
へ
搏
翔
し
た
後
、
時
々
搏
翔
を
交
え
な
が
ら
旋
回
･帆

翔
に

転
じ
、
東
西
に
移
動
し
な
が
ら
徐
々
に
上
昇
。
途
中
、
深
い
羽
ば
た
き
を
交
え
る
。
そ
の
後
、
旋
回
を
や

め
両
翼
を
閉
じ
て
西
寄
り
に
急
速
に
降
下
。
事
業
地
上
空
で
急
降
下
を
や
め
て
再
び
旋
回
･帆

翔
し
た

後
、
東
寄
り
に
滑
翔
し
や
や
降
下
。
こ
の
際
、
№
4
0
0
に
接
近
す
る
が
特
に
接
触
は
無
し
。
三
度
、
旋
回
･

帆
翔
に
転
じ
て
東
寄
り
に
移
動
し
た
後
、
北
寄
り
に
滑
翔
。
手
前
土
手
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0
-
3
5
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
',
2
5

3
9
9

2
0
2
1
/
4
/
1
5

1
0
:4
7
:2
0

1
0
:4
7
:2
4
不
明

不
明

尾
根
越
し
上
空
を
西
寄
り
に
滑
翔
。
そ
の
ま
ま
直
進
し
や
や
降
下
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
5
0

詳
細
不
明
。

S
t.
6

4
0
0

2
0
2
1
/
4
/
1
5

1
0
:5
1
:2
9

1
0
:5
6
:3
4
不
明

成
鳥

№
3
9
8
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
事
業
地
付
近
の
上
空
で
№
3
9
8
と
と
も
に
旋
回
･帆

翔
し
徐
々

に
上
昇
し
な
が
ら
東
寄
り
に
移
動
。
こ
の
間
、
№
3
9
8
と
は
特
に
接
触
は
無
し
。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
北

寄
り
に
滑
翔
開
始
。
そ
の
ま
ま
直
進
し
、
遠
方
上
空
で
空
に
紛
れ
て
消
失
。

2
5
0
-
4
0
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
',
2
5

4
0
1

2
0
2
1
/
4
/
1
5

1
1
:2
3
:1
3

1
1
:2
4
:0
4
不
明

成
鳥

C
al
l

林
内
出
入
(消
失
)

№
4
0
2
と
と
も
に
林
縁
部
上
空
で
鳴
き
な
が
ら
東
寄
り
に
搏
翔
。
№
4
0
2
に
先
行
し
て
斜
面
に
沿
っ
て
東

寄
り
に
搏
翔
し
た
後
、
反
転
し
、
既
知
の
営
巣
地
西
側
尾
根
上
の
樹
林
内
に
入
り
消
失
。
終
始
、
鳴
い

て
お
り
、
消
失
後
も
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
。

1
8
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
',
2
5
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表
3-
1(
2)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
4
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

4
0
2

2
0
2
1
/
4
/
1
5
1
1
:2
3
:1
3

1
1
:2
4
:1
1
不
明

成
鳥

C
al
l

林
内
出
入
(消
失
)

№
4
0
1
と
と
も
に
林
縁
部
上
空
で
鳴
き
な
が
ら
東
寄
り
に
搏
翔
。
№
4
0
1
を
追
う
よ
う
に
斜
面
に
沿
っ
て
東
寄

り
に
搏
翔
し
た
後
、
反
転
し
、
既
知
の
営
巣
地
西
側
尾
根
上
の
樹
林
内
に
入
り
消
失
。
終
始
、
鳴
い
て

お
り
、
消
失
後
も
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
。

1
8
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
',
2
5

4
0
3

2
0
2
1
/
4
/
1
5
1
1
:4
5
:5
6

1
1
:5
1
:4
0
不
明

成
鳥

餌
運
搬
(ﾄ
ｶ
ｹ
ﾞ類
)

攻
撃
(ﾉ
ｽ
ﾘ)

斜
面
上
空
で
ﾉｽ
ﾘと
と
も
に
旋
回
･帆

翔
。
こ
の
時
、
餌
(ﾄ
ｶ
ｹ
ﾞ類
)を
く
わ
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
旋
回
し
て

徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
、
近
傍
を
飛
翔
す
る
ﾉｽ
ﾘを
攻
撃
。
ﾉｽ
ﾘと
離
れ
た
後
も
し
ば
ら
く
旋
回
･帆

翔
を
続

け
上
昇
し
た
後
、
南
寄
り
に
滑
翔
。
途
中
、
旋
回
を
交
え
な
が
ら
滑
翔
を
続
け
、
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消

失
。

2
3
0
-
3
5
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
成
鳥
。
目

立
つ
欠
落
は
無
し
。

S
t.
2
',
2
5

4
0
4

2
0
2
1
/
4
/
1
5
1
1
:5
2
:2
6

1
1
:5
4
:0
7
不
明

不
明

事
業
地
付
近
の
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
寄
り
に
移
動
し
た
後
、
北
西
方
向
へ

滑
翔
し
徐
々
に
降
下
。
雨
引
山
南
側
斜
面
上
空
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
後
背
斜
面
に
紛
れ
て
消
失
。

2
5
0
-
3
6
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
4

4
0
5

2
0
2
1
/
4
/
1
5
1
2
:0
6
:3
6

1
2
:0
7
:5
2
不
明

成
鳥

明
星
ヶ
岳
東
側
斜
面
上
空
で
南
寄
り
に
搏
翔
を
交
え
て
滑
翔
し
徐
々
に
降
下
。
直
進
し
て
い
た
が
や
や

南
東
方
向
に
進
路
を
変
え
て
急
速
に
降
下
。
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

2
0
0
-
3
0
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
6

4
0
6

2
0
2
1
/
4
/
1
5
1
2
:2
8
:3
6

1
2
:2
9
:3
1
不
明

不
明

攻
撃
(ﾉ
ｽ
ﾘ)

尾
根
付
近
上
空
で
ﾉｽ
ﾘと
と
も
に
旋
回
･帆

翔
。
こ
の
間
、
ﾉｽ
ﾘに

突
っ
か
か
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
、
相
互
に

突
っ
か
か
り
あ
い
な
が
ら
旋
回
を
続
け
、
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
東
方
向
へ
移
動
。
途
中
で
視
界
か
ら

外
れ
て
消
失
。

2
3
0
-
2
7
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
4

4
0
7

2
0
2
1
/
4
/
1
5
1
4
:1
6
:2
0

1
4
:1
8
:5
0
不
明

不
明

ﾉｽ
ﾘ観

察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
旋
回
･帆

翔
で
上
昇
し
徐
々
に
ﾉｽ
ﾘに

接
近
。
途
中
、
ﾉｽ
ﾘに

突
っ
か
か
ら
れ
る
が
避
け
る
。
そ
の
後
も
ﾉｽ
ﾘの

近
傍
で
旋
回
･帆

翔
を
続
け
、
ﾉｽ
ﾘよ
り
も
高
空
に
達
し
た

と
こ
ろ
で
北
寄
り
に
滑
翔
開
始
。
当
初
は
直
進
し
て
い
た
が
、
明
星
ヶ
岳
東
側
の
上
空
で
徐
々
に
進
路
を

東
寄
り
に
変
え
る
。
そ
の
後
、
視
界
か
ら
外
れ
て
消
失
。

2
7
0
-
4
0
0

詳
細
不
明
。

S
t.
6
,2
4

4
0
8

2
0
2
1
/
4
/
1
5
1
4
:5
2
:3
4

1
4
:5
3
:3
5
♂

成
鳥

林
縁
部
上
空
を
西
寄
り
に
ゆ
っ
く
り
と
滑
翔
後
、
尾
根
付
近
上
空
で
一
度
旋
回
。
そ
の
後
、
東
寄
り
に
進

路
を
変
え
て
滑
翔
し
、
東
隣
の
尾
根
を
越
え
て
辺
り
で
両
翼
を
半
ば
閉
じ
急
速
に
降
下
。
尾
根
陰
に
入
り

消
失
。

1
7
0
-
1
8
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
成
鳥
。
目

立
つ
欠
落
は
無
し
。

S
t.
2
',
2
5

4
0
9

2
0
2
1
/
4
/
1
6

9
:0
6
:0
6

9
:1
8
:0
6
♂

成
鳥

探
餌

斜
面
上
空
を
ゆ
っ
く
り
と
北
寄
り
に
搏
翔
。

9
:0
6
:2
6
,尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
羽
づ
く
ろ
い
を
行
い
、
時
々
周

辺
下
方
を
見
回
し
て
探
餌
し
て
い
る
様
子
。

9
:1
5
:5
9
,飛
び
立
ち
、
尾
根
上
空
を
北
寄
り
に
滑
翔
。

9
:1
6
:0
8
,尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
周
辺
下
方
を
見
回
し
探
餌
し
て
い

る
様
子
。

9
:1
8
:0
0
,飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
降
下
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
7
0
-
1
9
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
成
鳥
。
欠

損
等
の
詳
細
は
不
明
。

S
t.
2
4
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表
3-
2(
1)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
5
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

4
1
0

2
0
2
1
/
5
/
2
0

7
:5
8
:2
0

7
:5
8
:3
0
不
明

不
明

耕
作
地
上
空
で
南
寄
り
に
ゆ
っ
く
り
と
滑
翔
。
直
進
し
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
9
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
3

4
1
1

2
0
2
1
/
5
/
2
0

8
:1
4
:0
1

8
:3
0
:2
2
不
明

成
鳥

探
餌

ﾊ
ﾝ
ﾃ
ｨﾝ
ｸﾞ

ﾃ
ｽ
ﾄｺ
ｰ
ｽ
脇
の
照
明
灯
に
南
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
周
辺
下
方
を
見
回
し
探
餌
し
て
い
る
様
子
。

8
:1
5
:5
0
,飛
び
立
ち
、
南
西
方
向
へ
降
下
。

8
:1
5
:5
2
,地
上
に
降
り
立
つ
が
、
手
前
土
手
陰
に
入
り
姿
が
見
え
な
い
。

8
:1
6
:0
9
,飛
び
立
ち
、
搏
翔
で
上
昇
。

8
:1
6
:1
1
,ﾃ
ｽ
ﾄｺ
ｰ
ｽ
脇
の
照
明
灯
(最
初
と
同
じ
)に
と
ま
る
。
再
び
探
餌
を
始
め
る
。

8
:1
8
:0
3
,飛
び
立
ち
、
南
寄
り
に
搏
翔
。

8
:1
8
:1
0
,地
上
に
降
り
立
っ
た
よ
う
だ
が
、
手
前
林
陰
で
姿
が
見
え
な
い
。

8
:2
2
:4
0
,飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
搏
翔
。

8
:2
2
:5
0
,照
明
灯
(当
初
の
も
の
と
は
別
)に
北
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
る
と
同
時
に
探
餌
を
始
め
る
。

8
:2
8
:1
4
,飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
滑
翔
し
徐
々
に
降
下
。

8
:2
8
:3
6
,道
路
脇
電
柱
頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
る
。
再
び
探
餌
を
始
め
る
。

8
:2
9
:5
2
,通
行
人
を
気
に
し
て
飛
び
立
ち
、
北
西
方
向
へ
搏
翔
し
や
や
上
昇
。
谷
方
向
に
向
か
い
、
手

前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

1
5
0
-
1
8
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
3

4
1
2

2
0
2
1
/
5
/
2
0
1
1
:1
7
:2
0

1
1
:5
0
:0
6
不
明

成
鳥

尾
根
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
し
き
り
に
羽
づ
く
ろ
い
。

1
1
:2
4
:0
2
,飛
び
立
ち
、
南
東
方
向
へ
搏
翔
。

1
1
:2
4
:0
7
,尾
根
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
南
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
し
き
り
に
羽
づ
く
ろ
い
。

1
1
:5
0
:0
4
,周
囲
を
見
回
し
た
後
、
飛
び
立
ち
南
東
方
向
へ
急
降
下
。
手
前
樹
木
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0
-
2
0
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
5

4
1
3

2
0
2
1
/
5
/
2
1

9
:0
5
:4
4

9
:0
6
:4
6
♂

成
鳥

C
al
l

谷
上
空
で
南
寄
り
に
搏
翔
。
途
中
、
南
西
方
向
に
進
路
を
変
え
て
尾
根
を
越
え
、
付
近
を
飛
翔
し
て
い

た
ﾉｽ
ﾘを
追
う
よ
う
に
南
寄
り
に
搏
翔
と
滑
翔
で
飛
翔
し
て
上
昇
し
た
後
、
反
転
し
て
北
寄
り
に
搏
翔
と
滑

翔
で
飛
翔
し
や
や
降
下
。
尾
根
を
越
え
谷
上
空
を
北
東
方
向
へ
搏
翔
し
直
進
。
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消

失
。
ほ
ぼ
終
始
、
鳴
い
て
い
た
。

1
9
0
-
2
4
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
両
翼
P
1
,2
が

脱
落
し
て
い
る
様
子
。

S
t.
2
',
移
動

4
1
4

2
0
2
1
/
5
/
2
1

9
:5
7
:3
9

1
0
:2
4
:0
3
不
明

成
鳥

尾
根
斜
面
上
落
葉
広
葉
樹
林
内
の
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
南
西
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
両
翼
を
半
ば
開
い
て
乾

か
す
と
同
時
に
時
々
羽
づ
く
ろ
い
。

1
0
:2
3
:5
8
,飛
び
立
ち
、
西
寄
り
に
搏
翔
。
と
ま
っ
て
い
た
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
5

4
1
5

2
0
2
1
/
5
/
2
1
1
0
:5
4
:3
9

1
1
:0
0
:5
3
不
明

成
鳥

探
餌

ﾊ
ﾝ
ﾃ
ｨﾝ
ｸﾞ
?

尾
根
斜
面
上
落
葉
広
葉
樹
林
内
の
ｽ
ｷ
ﾞ(
№
4
1
4
と
同
じ
)頂
部
に
南
西
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
と
ま
っ
て

い
る
間
、
周
辺
下
方
を
見
回
し
て
お
り
探
餌
し
て
い
る
様
子
。

1
1
:0
0
:5
2
,飛
び
立
ち
、
北
東
方
向
へ
搏
翔
し
降
下
。
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。
谷
内
に
降
下
す
る
よ

う
な
格
好
。

1
7
0
-
1
8
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
5

4
1
6

2
0
2
1
/
5
/
2
1
1
2
:4
8
:4
1

1
2
:5
5
:4
8
不
明

成
鳥

探
餌

尾
根
斜
面
上
落
葉
広
葉
樹
林
内
の
ｽ
ｷ
ﾞ(
№
4
1
4
,4
1
5
と
同
じ
)頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
と
ま
っ

て
い
る
間
、
翼
を
半
ば
開
い
て
乾
か
し
て
い
る
他
、
時
々
羽
づ
く
ろ
い
。
そ
の
後
、
周
辺
下
方
を
見
回
し

探
餌
を
行
っ
て
い
る
様
子
。

1
2
:5
5
:4
6
,飛
び
立
ち
、
北
東
方
向
へ
搏
翔
し
降
下
。
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

1
7
0
-
1
8
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
5

4
1
7

2
0
2
1
/
5
/
2
1
1
2
:5
1
:2
8

1
3
:0
3
:2
2
♀
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ

成
鳥

尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
林
内
の
枯
木
頂
部
に
北
西
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
両
翼
を
半
ば
開
き
周

囲
を
見
回
し
て
い
る
様
子
。

1
2
:5
6
:5
2
,飛
び
立
ち
、
東
寄
り
に
降
下
。

1
2
:5
6
:5
5
,斜
面
上
落
葉
広
葉
樹
に
と
ま
る
。
同
時
に
枝
葉
の
陰
に
入
り
姿
が
見
え
な
い
。

1
2
:5
6
:5
8
,落
葉
広
葉
樹
の
枝
葉
の
陰
か
ら
出
て
き
て
飛
び
立
ち
、
北
西
方
向
へ
搏
翔
。

1
2
:5
7
:0
2
,斜
面
上
ﾋ
ﾉｷ
に
と
ま
る
。
同
時
に
枝
葉
の
陰
に
入
り
姿
が
見
え
な
い
。

1
3
:0
1
:4
4
,ﾋ
ﾉｷ
の
枝
葉
の
陰
か
ら
出
て
き
て
飛
び
立
ち
、
搏
翔
し
な
が
ら
旋
回
。

1
3
:0
1
:4
6
,と
ま
っ
て
い
た
ﾋ
ﾉｷ
の
隣
の
常
緑
広
葉
樹
に
と
ま
る
。
同
時
に
枝
葉
の
陰
に
入
り
姿
が
見
え
な

い
。
枝
伝
い
に
移
動
し
て
い
る
様
で
、
一
時
頭
部
が
見
え
る
。
枝
が
揺
れ
て
い
る
の
で
青
葉
の
枝
を
折
り

取
ろ
う
と
し
て
い
る
様
子
。

1
3
:0
3
:1
7
,常
緑
広
葉
樹
か
ら
出
て
き
て
飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
搏
翔
。
斜
面
上
落
葉
広
葉
樹
を
回
り
込

み
同
木
の
陰
に
入
り
消
失
。

1
9
0
-
2
0
0

色
調
等
か
ら
雌
と
見
ら
れ
る
成

鳥
。
眉
班
が
目
立
た
な
い
。
欠
損

等
の
詳
細
は
不
明
。

S
t.
2
4
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表
3-
2(
2)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
5
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

4
1
8

2
0
2
1
/
5
/
2
1
1
2
:5
7
:3
5

1
3
:2
2
:2
4
♂

成
鳥

探
餌

ﾊ
ﾝ
ﾃ
ｨﾝ
ｸﾞ

餌
運
搬
(種
不
明
)

№
4
1
6
の
消
失
位
置
付
近
か
ら
出
現
し
、
西
寄
り
に
搏
翔
。

1
2
:5
7
:3
5
,尾
根
斜
面
上
落
葉
広
葉
樹
林
内
の
ｽ
ｷ
ﾞ(
№
4
1
4
～
4
1
6
と
同
じ
)に
と
ま
る
。
と
ま
っ
た
当
初
は

羽
づ
く
ろ
い
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
周
辺
下
方
を
見
回
し
探
餌
し
て
い
る
様
子
。

1
3
:1
4
:3
4
,飛
び
立
ち
、
南
寄
り
に
搏
翔
。
前
田
川
上
空
を
通
過
し
、
進
路
を
南
東
方
向
に
変
え
る
。

1
3
:1
5
:0
1
,ﾃ
ｽ
ﾄｺ
ｰ
ｽ
脇
の
広
葉
樹
頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
る
。
手
前
の
枝
葉
陰
に
入
り
見
づ
ら
い
が
、
と

ま
っ
て
い
る
間
、
両
翼
を
半
ば
開
い
て
乾
か
し
て
い
る
様
子
。
さ
ら
に
周
囲
を
見
回
し
探
餌
し
て
い
る
様

子
。

1
3
:2
1
:5
6
,飛
び
立
ち
、
南
寄
り
に
急
降
下
。

1
3
:2
1
:5
7
,と
ま
っ
て
い
た
広
葉
樹
陰
に
入
り
一
時
消
失
。

1
3
:2
2
:1
8
,ｶ
ﾗ
ｽ
に
追
わ
れ
て
消
失
位
置
付
近
か
ら
出
現
し
、
西
寄
り
に
搏
翔
。
ﾃ
ｽ
ﾄｺ
ｰ
ｽ
脇
の
樹
林
を

抜
け
て
く
る
。
こ
の
時
、
嘴
に
餌
(種
不
明
)を
く
わ
え
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
直
進
し
、
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消

失
。

1
6
0
-
1
7
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
両
翼
P
1
,2
が

脱
落
し
て
い
る
様
子
。

S
t.
1
,2
',
2
5

4
1
9

2
0
2
1
/
5
/
2
1
1
3
:2
3
:3
1

1
3
:3
0
:2
1
♂

成
鳥

探
餌

ﾃ
ｽ
ﾄｺ
ｰ
ｽ
脇
の
照
明
灯
頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
あ
ま
り
動
か
な
い
。

1
3
:2
3
:5
4
,ｶ
ﾗ
ｽ
に
突
っ
か
け
ら
れ
飛
び
立
ち
、
西
寄
り
に
搏
翔
。

1
3
:2
4
:1
2
,河
畔
の
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
南
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
周
辺
下
方
を
見
回
し
探
餌
し
て

い
る
様
子
。

1
3
:2
7
:0
9
,飛
び
立
ち
、
北
東
方
向
へ
搏
翔
し
、
前
田
川
を
越
え
て
や
や
降
下
。

1
3
:2
7
:3
2
,林
縁
部
の
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
南
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
周
辺
下
方
を
見
回
し
探
餌
し
て

い
る
様
子
。

1
3
:3
0
:0
6
,飛
び
立
ち
、
東
寄
り
に
搏
翔
。
そ
の
後
、
北
寄
り
に
進
路
を
変
え
て
尾
根
を
越
え
、
尾
根
上

樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

1
6
0
-
1
8
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
両
翼
P
1
,2
付

近
が
脱
落
(ま
た
は
伸
長
中
)。

S
t.
1
,2
',
2
5

4
2
0

2
0
2
1
/
5
/
2
1
1
3
:3
9
:5
2

1
3
:4
1
:4
2
♂

成
鳥

尾
根
付
近
上
空
で
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
東
寄
り
に
移
動
。
そ
の
後
、
旋

回
を
や
め
北
寄
り
に
搏
翔
と
滑
翔
で
直
進
し
徐
々
に
降
下
。
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

2
1
0
-
2
4
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
両
翼
P
2
付

近
が
凹
む
(伸
長
中
か
)。

S
t.
2
'

4
2
1

2
0
2
1
/
5
/
2
1
1
4
:2
0
:5
0

1
4
:3
8
:4
3
不
明

成
鳥

尾
根
斜
面
上
落
葉
広
葉
樹
林
内
の
ｽ
ｷ
ﾞ(
№
4
1
4
～
4
1
6
等
と
同
じ
)頂
部
に
北
西
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。

と
ま
っ
て
い
る
間
、
し
き
り
に
羽
づ
く
ろ
い
。

1
4
:3
8
:4
0
,飛
び
立
ち
、
南
東
方
向
へ
滑
翔
し
徐
々
に
降
下
。
谷
内
に
降
下
し
、
手
前
樹
林
陰
に
入
り

消
失
。

1
7
0
-
1
8
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雌
成
鳥
。
欠

損
等
の
詳
細
は
不
明
。

S
t.
2
5

4
2
2

2
0
2
1
/
5
/
2
1
1
4
:3
8
:5
2

1
4
:3
9
:4
5
不
明

不
明

尾
根
付
近
上
空
で
南
東
方
向
へ
滑
翔
･降

下
し
た
後
、
不
規
則
に
旋
回
を
繰
り
返
す
。
そ
の
後
、
旋
回

を
や
め
南
寄
り
に
滑
翔
･降

下
。
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

1
9
0
-
2
2
0

詳
細
不
明
。

S
t.
1

4
2
3

2
0
2
1
/
5
/
2
1
1
5
:1
9
:0
8

1
5
:2
8
:3
3
不
明

成
鳥

ﾊ
ﾝ
ﾃ
ｨﾝ
ｸﾞ
?

高
圧
鉄
塔
頂
部
に
南
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
南
向
き
に
と
ま
り
直
す
。

1
5
:2
8
:3
0
,下
方
を
注
視
し
た
直
後
、
飛
び
立
ち
、
直
下
に
脚
を
出
し
て
急
降
下
。
手
前
樹
林
陰
に
入
り

消
失
。

3
2
0
-
3
3
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
1
,2
4

4
2
4

2
0
2
1
/
5
/
2
1
1
5
:3
0
:0
6

1
5
:3
8
:3
0
♂
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ

成
鳥

餌
運
搬
(ﾍ
ﾋ
ﾞ類
?
)

斜
面
に
沿
っ
て
南
寄
り
に
搏
翔
。

1
5
:3
0
:1
1
,尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
南
東
向
き
に
と
ま
る
。
脚
か
ら
嘴
に
餌
(小
さ
い
ﾍ
ﾋ
ﾞ類
?
)を
く
わ
え
直

す
。
し
ば
ら
く
餌
を
く
わ
え
た
ま
ま
周
囲
を
見
回
し
て
い
た
が
、
結
局
自
ら
で
食
べ
て
し
ま
う
。

1
5
:3
4
:5
1
,飛
び
立
ち
南
寄
り
に
降
下
。
一
時
、
視
界
か
ら
外
れ
る
が
、
急
上
昇
し
て
隣
の
尾
根
上
ｽ
ｷ
ﾞ

頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
目
立
っ
た
動
き
は
無
し
。

1
5
:3
8
:1
6
,飛
び
立
ち
、
南
寄
り
に
搏
翔
し
、
徐
々
に
速
度
を
あ
げ
て
直
進
し
、
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消

失
。

2
7
0
-
3
0
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
み
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4
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表
3-
3(
1)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
6
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

4
2
5

2
0
2
1
/
6
/
2
4

8
:0
2
:1
0

8
:0
2
:5
0
♂

成
鳥

尾
根
上
枯
木
頂
部
に
南
西
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
同
所
に
と
ま
っ
て
い
た
が
、
他
方
向
観
察

の
間
に
姿
を
消
す
。

1
9
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
成
鳥
。
欠

損
等
の
詳
細
は
不
明
。

S
t.
2
4

4
2
6

2
0
2
1
/
6
/
2
4

8
:2
5
:2
1

8
:3
0
:1
3
♀

成
鳥

山
麓
部
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
西
寄
り
に
移
動
し
た
後
、
旋
回
を
や
め
南
寄
り
に

滑
翔
。
手
前
法
面
陰
に
入
り
消
失
。

3
5
0
-
4
2
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
両
翼
に
欠
落

が
見
ら
れ
る
。

S
t.
2
'

4
2
7

2
0
2
1
/
6
/
2
4

8
:2
5
:2
2

8
:2
6
:3
2
♂

成
鳥

餌
運
搬
(ﾄ
ｶ
ｹ
ﾞ類
)

林
内
出
入
(消
失
)

尾
根
上
枯
木
頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
餌
(ﾄ
ｶ
ｹ
ﾞ類
)を
く
わ
え
て
お
り
、
し
き
り
に
周
囲
を
気
に
し

て
見
回
し
て
い
る
。

8
:2
6
:2
6
,飛
び
立
ち
、
北
東
方
向
に
降
下
。
斜
面
上
広
葉
樹
林
内
に
入
り
消
失
。

2
0
0
-
2
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
成
鳥
。
欠

損
等
の
詳
細
は
不
明
。

S
t.
2
4

4
2
8

2
0
2
1
/
6
/
2
4

8
:5
1
:3
5

9
:0
3
:4
6
♂

成
鳥

深
い
羽
ば
た
き

雨
引
山
南
側
斜
面
上
空
で
搏
翔
を
交
え
た
滑
翔
で
東
寄
り
に
飛
翔
し
た
後
、
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々

に
上
昇
し
な
が
ら
西
～
北
寄
り
に
移
動
。
途
中
か
ら
深
い
羽
ば
た
き
を
交
え
る
。
そ
の
後
、
旋
回
･帆

翔
と

短
い
滑
翔
を
繰
り
返
し
て
雨
引
山
東
側
の
高
空
を
飛
翔
し
た
後
、
北
寄
り
に
急
降
下
。
い
っ
た
ん
や
め
て

旋
回
･帆

翔
を
交
え
た
後
、
再
び
急
降
下
。
尾
根
を
越
え
て
消
失
。

3
0
0
-
5
0
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
見
ら
れ

る
成
鳥
。
尾
翼
左
R
4
付
近
に
欠

落
有
り
。

S
t.
2
'

4
2
9

2
0
2
1
/
6
/
2
4

9
:0
6
:0
9

9
:1
7
:0
8
不
明

不
明

雨
引
山
東
側
上
空
で
№
4
3
0
に
追
わ
れ
る
様
な
格
好
で
搏
翔
を
交
え
た
旋
回
･帆

翔
で
徐
々
に
上
昇
し

な
が
ら
西
寄
り
に
移
動
(尾
翼
は
開
き
気
味
)。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
№
4
3
0
に
追
わ
れ
な
が
ら
東
寄
り

に
搏
翔
と
滑
翔
を
繰
り
返
し
て
飛
翔
。
蛇
行
す
る
よ
う
に
飛
翔
し
徐
々
に
降
下
。
そ
の
後
、
再
び
搏
翔
を

交
え
た
旋
回
･帆

翔
で
徐
々
に
上
昇
。
途
中
、
視
界
か
ら
外
れ
て
消
失
。

2
8
0
-
4
9
0

詳
細
不
明
。
複
数
の
欠
落
は
あ
る

様
子
。

S
t.
2
5

4
3
0

2
0
2
1
/
6
/
2
4

9
:0
6
:0
9

9
:2
4
:1
2
不
明

不
明

攻
撃
(ｻ
ｼ
ﾊ
ﾞ)

深
い
羽
ば
た
き

雨
引
山
東
側
上
空
で
№
4
2
9
を
追
い
立
て
る
様
な
格
好
で
搏
翔
を
交
え
た
旋
回
･帆

翔
で
徐
々
に
上
昇

し
な
が
ら
西
寄
り
に
移
動
(尾
翼
は
閉
じ
気
味
)。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
№
4
2
9
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
東

寄
り
に
搏
翔
と
滑
翔
を
繰
り
返
し
て
飛
翔
。
蛇
行
す
る
よ
う
に
飛
翔
し
徐
々
に
降
下
。
そ
の
後
、
再
び
搏
翔

を
交
え
た
旋
回
･帆

翔
で
徐
々
に
上
昇
。
そ
の
後
、
№
4
2
9
と
離
れ
て
西
寄
り
に
滑
翔
。
途
中
か
ら
深
い

羽
ば
た
き
を
交
え
て
滑
翔
し
や
や
降
下
し
た
後
、
旋
回
・
帆
翔
に
転
じ
、
深
い
羽
ば
た
き
を
交
え
な
が
ら

西
寄
り
に
移
動
し
や
や
上
昇
。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
深
い
羽
ば
た
き
を
交
え
た
ま
ま
北
寄
り
に
滑
翔
。

蛇
行
す
る
よ
う
に
滑
翔
し
た
後
、
北
寄
り
に
急
降
下
。
尾
根
を
越
え
て
消
失
。

2
8
0
-
5
3
0

詳
細
不
明
。
両
翼
P
3
付
近
が
や

や
へ
こ
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
S
t.
2
5

4
3
1

2
0
2
1
/
6
/
2
4

9
:2
5
:1
0

9
:2
5
:4
8
不
明

不
明

攻
撃
(ｻ
ｼ
ﾊ
ﾞ)

谷
付
近
上
空
で
№
4
3
2
と
と
も
に
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
(下
方
で
№
4
3
3
も
旋
回
)。
こ
の
時
、
№

4
3
2
を
追
っ
て
い
る
様
子
。
そ
の
後
、
滑
翔
し
て
№
4
3
2
に
か
る
く
突
っ
か
か
る
。
そ
の
後
、
急
降
下
す
る
№

4
3
2
を
追
っ
て
急
降
下
。
谷
内
に
降
下
し
、
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
1
0
-
3
0
0

詳
細
不
明
。

S
t.
6

4
3
2

2
0
2
1
/
6
/
2
4

9
:2
5
:1
0

9
:2
5
:4
9
不
明

不
明

谷
付
近
上
空
で
№
4
3
1
と
と
も
に
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
(下
方
で
№
4
3
3
も
旋
回
)。
こ
の
時
、
№

4
3
1
に
追
わ
れ
て
い
る
様
子
。
そ
の
後
、
№
4
3
1
に
突
っ
か
か
ら
れ
、
こ
れ
を
避
け
る
様
に
北
方
向
に
急

降
下
。
谷
内
に
降
下
し
、
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
1
0
-
3
0
0

詳
細
不
明
。

S
t.
6

4
3
3

2
0
2
1
/
6
/
2
4

9
:2
5
:1
5

9
:2
5
:5
7
不
明

不
明

攻
撃
(ｻ
ｼ
ﾊ
ﾞ)

谷
付
近
で
上
空
で
旋
回
･帆

翔
。
当
初
は
№
4
3
1
,4
3
2
よ
り
下
方
に
い
た
が
、
徐
々
に
上
昇
し
№

4
3
1
,4
3
2
に
接
近
し
て
№
4
3
1
と
と
も
に
№
4
3
2
を
追
い
か
け
る
。
そ
の
後
、
№
4
3
1
,4
3
2
を
追
う
よ
う
に
北

寄
り
に
急
降
下
し
、
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
2
0
-
3
0
0

詳
細
不
明
。

S
t.
6

4
3
4

2
0
2
1
/
6
/
2
4

9
:2
6
:3
4

9
:3
2
:3
0
♂

成
鳥

攻
撃
(ｻ
ｼ
ﾊ
ﾞ）

№
4
3
5
と
と
も
に
尾
根
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
。
そ
の
間
、
№
4
3
5
に
度
々
突
っ
か
か

る
。
そ
の
後
、
№
4
3
5
と
離
れ
て
北
西
方
向
へ
両
翼
を
半
ば
閉
じ
て
急
速
に
滑
翔
・
降
下
。
手
前
尾
根
陰

に
入
り
消
失
。

1
9
0
-
3
9
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
見
ら
れ

る
成
鳥
。
両
翼
P
1
～
3
付
近
が
凹

む
。

S
t.
6
,2
4

4
3
5

2
0
2
1
/
6
/
2
4

9
:2
6
:3
4

9
:3
2
:4
9
不
明

成
鳥

№
4
3
4
と
と
も
に
尾
根
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
。
そ
の
間
、
№
4
3
4
に
度
々
突
っ
か
か
ら

れ
る
。
そ
の
後
、
滑
翔
し
た
№
4
3
4
を
追
う
よ
う
に
両
翼
を
半
ば
閉
じ
て
急
速
に
滑
翔
･降

下
。
途
中
で
反

転
し
南
東
方
向
へ
急
降
下
し
て
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
9
0
-
3
8
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
両
翼
、
尾
翼

に
欠
落
多
数
。

S
t.
6
,2
4

4
3
6

2
0
2
1
/
6
/
2
4

9
:5
8
:1
1

1
0
:0
0
:2
3
不
明

成
鳥

雨
引
山
東
側
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
西
寄
り
に
移
動
し
た
後
、
西
寄
り
に
滑
翔
。

尾
根
を
越
え
消
失

3
6
0
-
4
0
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
'

4
3
7

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
0
:1
4
:0
0

1
0
:1
4
:1
6
不
明

成
鳥

林
内
出
入
(出
現
・
消
失
)
尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
中
程
の
枝
に
南
西
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
調
査
員
の
方
を
見
て
い
る
様
子
。

1
0
:1
4
:0
8
,飛
び
立
ち
、
南
西
方
向
へ
出
て
、
調
査
員
の
頭
上
を
通
過
し
て
南
東
方
向
に
進
路
を
変
え

樹
林
内
を
滑
翔
。
手
前
樹
木
陰
に
入
り
消
失
。

2
0
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

移
動

4
3
8

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
0
:1
4
:5
8

1
0
:1
5
:2
2
不
明

不
明

谷
付
近
上
空
で
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
し
た
後
、
西
寄
り
に
搏
翔
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
9
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
5

4
3
9

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
0
:2
7
:4
0

1
0
:2
8
:4
0
不
明

雛
×
3

既
知
の
巣
内
に
3
個
体
が
と
ま
っ
て
い
る
。
う
ち
2
個
体
は
巣
内
に
伏
せ
て
頭
だ
け
が
見
え
る
状
態
。
観
察

し
て
い
る
間
、
終
始
調
査
員
の
方
を
凝
視
し
て
い
る
。
観
察
終
了
時
ま
で
そ
の
ま
ま
。

1
9
0

幼
羽
へ
の
換
羽
が
進
ん
で
い
る
が

ま
だ
綿
羽
も
多
い
。

移
動

4
4
0

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
0
:4
1
:4
7

1
0
:4
3
:3
8
不
明

成
鳥

雨
引
山
東
側
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
東
西
に
移
動
し
た
後
、
東
寄
り
に
滑
翔
。
そ

の
後
、
尾
根
を
巻
く
よ
う
に
進
路
を
北
寄
り
に
変
え
、
同
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
5
0
-
3
0
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
'
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表
3-
3(
2)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
6
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

4
4
1

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
0
:4
5
:2
7

1
0
:4
9
:4
6
不
明

成
鳥

尾
根
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
南
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
あ
ま
り
動
か
な
い
。

1
0
:4
6
:0
3
,飛
び
立
ち
、
南
寄
り
に
搏
翔
。
途
中
で
反
転
し
や
や
降
下
。

1
0
:4
6
:2
1
,尾
根
上
ｽ
ｷ
ﾞ(
先
程
と
は
別
木
)に
北
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
時
々
周
囲
を
見
回

す
。

1
0
:4
9
:4
4
,飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
搏
翔
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
3
0
-
2
4
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
5

4
4
2

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
0
:4
5
:3
5

1
0
:4
5
:3
7
不
明

成
鳥

尾
根
上
の
樹
冠
直
上
を
東
寄
り
に
滑
翔
。
そ
の
ま
ま
直
進
し
、
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。
既
知
の
巣
方

向
に
向
か
っ
た
様
子
。

2
1
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

移
動

4
4
3

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
0
:5
0
:5
5

1
0
:5
1
:5
9
不
明

不
明

林
内
出
入
(消
失
)

谷
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
や
や
上
昇
し
た
後
、
南
東
方
向
へ
急
降
下
。
尾
根
上
樹
林
内
に
入
り
消

失
。

2
0
0
-
2
3
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
5

4
4
4

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
0
:5
2
:1
5

1
0
:5
4
:4
5
♀

成
鳥

雨
引
山
南
側
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
西
寄
り
に
移
動
。
途
中
、
他
個
体
観
察
の

間
に
視
界
か
ら
外
れ
消
失
。

3
8
0
-
4
2
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
左
翼
P
3
付

近
や
尾
翼
に
欠
落
有
り
。

S
t.
2
'

4
4
5

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
0
:5
3
:1
2

1
1
:0
2
:2
1
不
明

成
鳥

深
い
羽
ば
た
き

既
知
の
営
巣
地
付
近
の
上
空
で
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
し
、
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
西
方
向
へ

移
動
し
た
後
、
南
西
方
向
へ
移
動
。
途
中
か
ら
深
い
羽
ば
た
き
を
交
え
始
め
る
。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め

深
い
羽
ば
た
き
を
行
い
な
が
ら
北
寄
り
に
飛
翔
し
や
や
降
下
。
途
中
か
ら
深
い
羽
ば
た
き
を
や
め
て
北
寄

り
に
急
降
下
。
雨
引
山
ﾋ
ﾟｰ
ｸを
越
え
て
消
失
。

2
5
0
-
5
8
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
目
立
つ
欠

落
無
さ
そ
う
。

S
t.
2
5

4
4
6

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
1
:2
9
:1
6

1
1
:3
4
:5
6
不
明

成
鳥

攻
撃
(ｻ
ｼ
ﾊ
ﾞ)

1
9
1
ｍ
ﾋ
ﾟｰ
ｸ付

近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
。
あ
ま
り
上
昇
せ
ず
北
寄
り
に
移
動
し
た
後
、
№
4
4
7
を
追
い
立
て

る
様
に
北
寄
り
に
滑
翔
。
そ
の
後
、
追
う
の
を
や
め
再
び
旋
回
帆
翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
寄

り
に
移
動
。
そ
の
後
、
北
西
方
向
へ
滑
翔
し
、
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
2
0
-
5
0
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
両
翼
P
1
,2
付

近
が
凹
む
。

S
t.
6

4
4
7

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
1
:2
9
:5
0

1
1
:3
0
:1
4
不
明

若
鳥

№
4
4
6
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
谷
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
て
い
た
が
接
近
し
て
き
た
№

4
4
6
に
追
い
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
北
寄
り
に
滑
翔
。
す
ぐ
に
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
0
0
-
2
2
0

色
調
･模

様
等
か
ら
若
鳥
。
欠
損

等
の
詳
細
は
不
明
。

S
t.
6

4
4
8

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
1
:3
1
:2
4

1
1
:3
2
:5
7
♂
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ

成
鳥

谷
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
西
方
向
へ
移
動
(近
傍
で
№
4
4
6
が
旋
回
･帆

翔
し
て
い
る
)。
そ
の
後
、
南
西
方
向
へ
滑
翔
。
尾
根
を
越
え
て
消
失
。

1
9
0
-
3
2
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
み
ら
れ

る
成
鳥
。
両
翼
、
尾
翼
に
欠
落
有

り
。

S
t.
2
4

4
4
9

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
1
:5
7
:2
1

1
1
:5
8
:1
0
♂
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ

成
鳥

斜
面
に
沿
っ
て
南
寄
り
に
滑
翔
。
途
中
進
路
を
南
西
方
向
に
変
え
て
滑
翔
を
続
け
、
小
谷
内
に
入
り
消

失
。

1
8
0
-
2
0
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
み
ら
れ

る
成
鳥
。
両
翼
、
尾
翼
に
欠
落
有

り
。

S
t.
2
4

4
5
0

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
1
:5
9
:1
5

1
2
:0
7
:0
9
♂

成
鳥

攻
撃
(ｻ
ｼ
ﾊ
ﾞ)

谷
内
か
ら
出
現
し
、
旋
回
･帆

翔
で
徐
々
に
上
昇
し
た
後
、
北
寄
り
に
滑
翔
し
て
№
4
5
1
に
接
近
。
反
転

し
て
№
4
5
1
を
追
う
よ
う
に
南
寄
り
に
滑
翔
し
た
後
、
№
4
5
1
と
と
も
に
旋
回
･帆

翔
。
終
始
、
№
4
5
1
を
追
い

立
て
て
い
る
様
子
。
そ
の
ま
ま
上
昇
し
徐
々
に
№
4
5
1
と
離
れ
る
。
№
4
5
1
と
離
れ
る
と
東
寄
り
に
急
降

下
。
そ
の
後
も
滑
翔
と
急
降
下
を
繰
り
返
し
て
高
度
を
下
げ
、
2
9
3
ｍ
ﾋ
ﾟｰ
ｸ北

側
に
降
下
。
手
前
尾
根
陰

に
入
り
消
失
。

2
3
0
-
5
0
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
み
ら
れ

る
成
鳥
。
両
翼
P
1
,2
付
近
が
凹

む
。
尾
翼
中
央
に
も
凹
み
有
り
。

S
t.
6

4
5
1

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
2
:0
0
:0
5

1
2
:0
5
:5
0
不
明

若
鳥

№
4
5
0
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
谷
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
て
い
た
が
、
接
近
し
て
き
た

№
4
5
0
に
追
わ
れ
る
様
に
南
寄
り
に
滑
翔
し
た
後
、
№
4
5
0
と
と
も
に
旋
回
･帆

翔
。
終
始
、
№
4
5
0
に
追

わ
れ
て
い
る
様
子
。
そ
の
ま
ま
上
昇
し
徐
々
に
№
4
5
0
と
離
れ
、
視
野
か
ら
外
れ
て
消
失
。

2
5
0
-
5
0
0

色
調
･模

様
等
か
ら
若
鳥
。
両
翼

P
3
,4
付
近
が
伸
長
中
。
尾
翼
に
も

脱
落
有
り
。

S
t.
6

4
5
2

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
2
:1
9
:2
4

1
2
:3
1
:4
9
♂

成
鳥

尾
根
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
～
北
西
方
向
へ
移
動
。
そ
の
後
、
南
寄
り

に
急
降
下
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
9
0
-
3
2
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
成
鳥
。
両

翼
P
1
,2
付
近
に
凹
み
。

S
t.
2
4

4
5
3

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
2
:3
1
:5
5

1
2
:3
3
:1
9
不
明

成
鳥

餌
運
搬
(種
不
明
)

谷
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
。
こ
の
時
、
脚
に
餌
(種
不
明
）
を
掴
ん
で
い
る
。
そ
の
後
、
南
西
方
向
へ
滑

翔
し
、
尾
根
を
越
え
て
消
失
。

2
2
0
-
2
5
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
は
多

数
見
ら
れ
る
が
詳
細
は
不
明
。

S
t.
2
4

4
5
4

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
2
:5
0
:2
5

1
2
:5
6
:5
1
不
明

成
鳥

深
い
羽
ば
た
き

谷
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
北
西
方
向
へ
移
動
。
雨
引
山
ﾋ
ﾟｰ
ｸ付

近
を
飛
翔
時
に

は
深
い
羽
ば
た
き
を
交
え
て
旋
回
。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
西
～
北
西
方
向
へ
搏
翔
。
後
背
斜
面
に
紛

れ
て
消
失
。

2
8
0
-
4
2
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
'

4
5
5

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
3
:0
2
:1
2

1
3
:2
3
:1
4
♀

成
鳥

尾
根
上
枯
木
上
部
の
枝
に
北
西
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
は
、
し
き
り
に
羽
づ
く
ろ
い
。
そ

の
ま
ま
同
所
に
と
ま
っ
て
い
た
が
、
他
方
向
観
察
の
間
に
姿
を
消
す
。

1
9
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雌
と
み
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

4
5
6

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
3
:1
3
:0
1

1
3
:1
4
:4
4
♀

成
鳥

攻
撃
(ﾉ
ｽ
ﾘﾞ
)

ﾉｽ
ﾘ観

察
中
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
ﾉｽ
ﾘと
と
も
に
旋
回
･帆

翔
し
、
相
互
に
追
い
か
け
あ
う
様
な
格
好
で

旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
寄
り
に
移
動
。
途
中
、
視
界
か
ら
外
れ
て
消
失
。

3
4
0
-
3
8
0

色
調
等
不
明
。
右
翼
P
3
付
近
、

左
翼
P
4
付
近
が
伸
長
中
。

S
t.
2
5

4
5
7

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
4
:1
9
:5
9

1
4
:2
2
:1
2
♂

成
鳥

林
内
出
入
(消
失
)

尾
根
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
寄
り
に
移
動
。
そ
の
後
、
北
寄
り
に
滑
翔
す

る
が
雨
引
山
東
側
斜
面
上
空
で
再
び
旋
回
･帆

翔
し
た
後
、
西
寄
り
に
滑
翔
。
尾
根
上
樹
林
内
に
入
り

消
失
。

2
5
0
-
3
7
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
尾
翼
右
R
3

付
近
に
欠
落
。

S
t.
2
'
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表
3-
3(
3)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
6
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

4
5
8

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
4
:2
5
:1
2

1
4
:2
9
:1
6
不
明

成
鳥

C
al
l

攻
撃
(ﾉ
ｽ
ﾘ)

雨
引
山
ﾋ
ﾟｰ
ｸ付

近
で
鳴
き
な
が
ら
飛
翔
し
、
付
近
を
飛
翔
し
て
い
た
ﾉｽ
ﾘに

突
っ
か
か
る
。
そ
の
後
、
ﾉｽ
ﾘ

と
離
れ
て
東
寄
り
に
滑
翔
し
た
後
、
旋
回
･帆

翔
。
そ
の
後
、
北
寄
り
に
滑
翔
し
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消

失
。

4
2
0
-
4
3
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
'

4
5
9

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
5
:0
8
:2
9

1
5
:1
1
:3
7
不
明

成
鳥

攻
撃
(ｶ
ﾗ
ｽ
)

谷
付
近
上
空
で
ｶ
ﾗ
ｽ
を
追
っ
て
北
東
方
向
へ
搏
翔
。

1
5
:0
8
:3
8
,尾
根
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
周
辺
を
見
回
し
警
戒
し
て
い
る
様

子
。

1
5
:1
0
:2
9
,飛
び
立
ち
、
南
西
方
向
へ
搏
翔
し
降
下
。

1
5
:1
0
:3
9
,尾
根
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
南
西
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
周
辺
を
見
回
す
が
あ
ま
り
動
か

な
い
。

1
5
:1
1
:3
5
,飛
び
立
ち
、
南
西
方
向
へ
搏
翔
し
降
下
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
9
0
-
2
2
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
5

4
6
0

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
5
:1
8
:2
8

1
5
:2
2
:1
3
不
明

成
鳥

林
内
出
入
(消
失
)

尾
根
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
東
～
北
寄
り
に
移
動
し
た
後
、
西
寄
り
に
滑

翔
し
や
や
降
下
。
斜
面
上
樹
林
内
に
入
り
消
失
。

2
5
0
-
4
0
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
'

4
6
1

2
0
2
1
/
6
/
2
4

1
5
:3
2
:2
3

1
5
:3
5
:0
9
♂

成
鳥

探
餌

事
業
地
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
～
北
西
方
向
へ
移
動
。
尾
根
付
近
上
空
を
飛

翔
す
る
際
は
下
方
を
見
て
お
り
、
探
餌
し
て
い
る
様
子
。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
北
西
方
向
へ
滑
翔
し
、

途
中
か
ら
急
降
下
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
5
0
-
3
5
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
両
翼
、
尾
翼

に
複
数
の
欠
落
有
り
。

S
t.
2
'

4
6
2

2
0
2
1
/
6
/
2
5

8
:4
8
:0
9

8
:5
0
:1
0
♂

成
鳥

谷
内
の
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
し
き
り
に
周
囲
を
見
回
し
て
い
る
。
そ
の

ま
ま
同
所
に
と
ま
っ
て
い
た
が
、
他
方
向
観
察
の
間
に
消
失
。

1
7
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
み
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

4
6
3

2
0
2
1
/
6
/
2
5

9
:0
8
:3
6

9
:1
2
:0
7
♀

成
鳥

谷
内
の
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
南
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
し
き
り
に
周
囲
を
見
回
し
て
い
る
。

9
:1
2
:0
3
,飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
搏
翔
。
そ
の
ま
ま
直
進
し
、
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雌
と
み
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

4
6
4

2
0
2
1
/
6
/
2
5

9
:1
3
:5
0

9
:1
4
:4
8
♂

成
鳥

谷
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
た
後
、
西
寄
り
に
滑
翔
。
徐
々
に
進
路
を
北
寄
り
に
変
え

手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
7
0
-
3
2
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
両
翼
P
3
,4
付

近
が
伸
長
中
。
尾
翼
左
R
2
,3
付

近
欠
損
。

S
t.
2
4

4
6
5

2
0
2
1
/
6
/
2
5

9
:1
4
:4
8

9
:1
6
:1
7
不
明

不
明

尾
根
上
高
圧
鉄
塔
下
部
の
鉄
骨
に
と
ま
っ
て
い
る
。

9
:1
6
:1
6
,飛
び
立
ち
、
西
寄
り
に
搏
翔
で
降
下
。
す
ぐ
に
尾
根
上
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

3
1
0

詳
細
不
明
。

S
t.
6

4
6
6

2
0
2
1
/
6
/
2
5

9
:2
0
:5
2

9
:3
0
:1
9
♂

成
鳥

深
い
羽
ば
た
き

林
内
出
入
(消
失
)

雨
引
山
南
側
山
麓
部
上
空
で
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
南
～
西
寄
り
に
移

動
。
そ
の
後
、
深
い
羽
ば
た
き
を
交
え
て
旋
回
し
、
更
に
上
昇
し
な
が
ら
西
～
北
寄
り
に
移
動
。
そ
の

後
、
北
寄
り
に
滑
翔
開
始
。
徐
々
に
速
度
を
あ
げ
て
急
速
に
降
下
。

9
:2
7
:1
6
,尾
根
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
は
あ
ま
り
動
か
ず
、
時
々
周
囲
を

見
回
し
て
い
る
程
度
。

9
:2
8
:2
2
,飛
び
立
ち
、
東
寄
り
に
滑
翔
後
、
南
寄
り
に
進
路
を
変
え
て
滑
翔
･降

下
。

9
:2
8
:4
0
,尾
根
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
は
あ
ま
り
動
か
ず
、
時
々
周
囲
を
見

回
し
て
い
る
程
度
。

9
:2
9
:4
6
,飛
び
立
ち
、
南
東
方
向
へ
搏
翔
後
、
斜
面
に
沿
う
よ
う
に
東
寄
り
に
滑
翔
･降

下
。
尾
根
上
樹

林
(営
巣
地
の
西
側
)内
に
入
り
消
失
。

2
0
0
-
4
8
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
見
ら
れ

る
成
鳥
。
両
翼
P
3
付
近
が
凹
み
、

右
翼
S
3
が
欠
損
。
尾
翼
右
R
1
、

左
R
2
,3
付
近
が
割
れ
る
。
眉
斑

は
割
合
明
瞭
。

S
t.
2
',
2
5

4
6
7

2
0
2
1
/
6
/
2
5

9
:4
6
:5
1

9
:5
1
:5
4
不
明

成
鳥

探
餌

林
内
出
入
(消
失
)

尾
根
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
尾
根
に
沿
う
よ
う
に
北
西
方
向
へ
移
動
。
こ
の

間
、
下
方
を
見
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
探
餌
し
て
い
た
様
子
。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
南
西
方
向

へ
滑
翔
し
た
後
、
急
降
下
。
尾
根
上
樹
林
内
入
り
消
失
。

2
1
0
-
3
3
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
尾
翼
中
央

付
近
に
欠
落
有
り
。

S
t.
6
,2
4

4
6
8

2
0
2
1
/
6
/
2
5

9
:5
9
:5
8

1
0
:0
1
:3
3
不
明

不
明

尾
根
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
西
寄
り
に
移
動
し
た
後
、
西
寄
り
に
滑
翔
。
尾

根
付
近
で
尾
根
上
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

2
7
0
-
3
9
0

色
調
不
明
。
両
翼
P
1
～
3
付
近
が

凹
ん
で
見
え
た
。

S
t.
2
5

4
6
9

2
0
2
1
/
6
/
2
5

1
0
:1
5
:1
4

1
0
:5
9
:5
4
♂

成
鳥

尾
根
上
枯
木
頂
部
に
南
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
当
初
は
し
き
り
に
胸
元
の
羽
づ
く
ろ
い
を
行
っ
て
い
た

が
、
や
が
て
羽
づ
く
ろ
い
を
や
め
て
落
ち
着
い
た
様
子
で
周
囲
を
見
回
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
北
側
を
気

に
す
る
よ
う
に
な
り
北
向
き
に
と
ま
り
直
す
。

1
0
:5
6
:5
2
,飛
び
立
ち
、
い
っ
た
ん
南
寄
り
に
出
て
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
。
そ
の
後
、
い
っ
た

ん
北
寄
り
に
滑
翔
し
、
再
び
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
～
北
西
方
向
へ
移
動
し
た

後
、
再
び
北
西
方
向
へ
滑
翔
開
始
。
徐
々
に
降
下
し
進
路
を
北
東
方
向
に
変
え
、
稜
線
上
の
樹
木
陰

に
入
り
消
失
。
付
近
の
ｽ
ｷ
ﾞ枯
木
に
と
ま
っ
た
よ
う
だ
が
姿
は
見
え
ず
。

1
9
0
-
4
0
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
み
ら
れ

る
成
鳥
。
両
翼
P
1
～
3
付
近
が
凹

む
。
尾
翼
左
R
2
,3
付
近
に
も
欠

損
。

S
t.
2
4
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表
3-
3(
4)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
6
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

4
7
0

2
0
2
1
/
6
/
2
5

1
0
:4
3
:2
6

1
0
:5
1
:5
7
♂

成
鳥

雨
引
山
山
麓
部
上
空
を
搏
翔
と
滑
翔
繰
り
返
し
て
西
寄
り
に
飛
翔
し
や
や
上
昇
し
た
後
、
搏
翔
を
交
え

た
旋
回
･帆

翔
で
徐
々
に
上
昇
。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
搏
翔
を
交
え
た
滑
翔
で
西
～
北
寄
り
に
飛
翔

後
、
反
転
し
て
南
西
方
向
へ
飛
翔
。
再
び
搏
翔
を
交
え
た
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
。
こ
の
後
、

旋
回
･帆

翔
で
の
上
昇
と
搏
翔
を
交
え
た
滑
翔
を
繰
り
返
し
、
徐
々
に
西
寄
り
に
移
動
。
明
星
ヶ
岳
東
峰

付
近
に
上
空
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
南
寄
り
に
滑
翔
し
た
後
、
急
降
下
。
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0
-
5
2
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
見
ら
れ

る
成
鳥
。
両
翼
P
3
付
近
が
凹
み
、

右
翼
S
3
が
欠
損
。
尾
翼
右
R
1
、

左
R
2
,3
付
近
が
割
れ
る
。
眉
斑

は
割
合
明
瞭
。

S
t.
2
'

4
7
1

2
0
2
1
/
6
/
2
5

1
0
:5
5
:2
2

1
1
:1
7
:0
7
不
明

成
鳥

探
餌

C
al
l?

雨
引
山
南
側
上
空
を
北
東
方
向
へ
斜
面
に
沿
っ
て
滑
翔
。
そ
の
後
、
反
転
を
繰
り
返
し
て
や
や
降
下
し

た
後
、
東
寄
り
に
急
降
下
。

1
0
:5
6
:4
5
,斜
面
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
北
西
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
は
し
き
り
に
北
西
～
北
東
下
方
を

注
視
し
て
お
り
探
餌
し
て
い
る
様
子
。
そ
の
間
、
西
方
向
を
向
い
て
嘴
を
開
く
こ
と
あ
り
(鳴
い
て
い
た
の

か
?
)。

1
1
:1
3
:5
2
,飛
び
立
ち
、
南
東
方
向
へ
滑
翔
･降

下
。

1
1
:1
3
:5
7
,や
や
下
方
の
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
目
立
っ
た
行
動
は
無
し
。

1
1
:1
6
:4
8
,飛
び
立
ち
、
東
寄
り
に
滑
翔
・
降
下
。

1
1
:1
6
:5
0
,や
や
下
方
の
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
る
。

1
1
:1
7
:0
6
,飛
び
立
ち
、
北
東
方
向
へ
搏
翔
。
尾
根
上
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

2
1
0
-
3
2
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。
眉
斑
は
明
瞭
だ
が

頭
部
の
色
が
灰
色
味
が
有
る
よ
う

に
も
見
え
、
雄
か
も
知
れ
な
い
。

S
t.
2
5

4
7
2

2
0
2
1
/
6
/
2
5

1
1
:0
0
:0
0

1
1
:1
0
:0
0
不
明

雛
×
2

ｽ
ｷ
ﾞに
架
巣
さ
れ
た
巣
内
に
伏
せ
て
い
る
。
頭
を
上
げ
て
調
査
員
の
方
を
凝
視
し
て
い
る
。
観
察
終
了
時

ま
で
そ
の
ま
ま
。

1
9
0

幼
羽
へ
の
換
羽
が
進
ん
で
い
る
が

ま
だ
綿
羽
も
多
い
。

移
動

4
7
3

2
0
2
1
/
6
/
2
5

1
1
:0
8
:2
1

1
1
:1
0
:4
9
不
明

不
明

雨
引
山
山
麓
部
上
空
で
№
4
7
4
と
と
も
に
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
。
2
個
体
つ
か
ず
離
れ
ず
で
旋
回

し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
南
西
方
向
へ
移
動
。
そ
の
後
、
№
4
7
4
観
察
中
に
視
界
か
ら
外
れ
て
消
失
。

2
8
0
-
4
0
0

色
調
等
不
明
。
両
翼
P
4
が
伸
長

中
。

S
t.
2
'

4
7
4

2
0
2
1
/
6
/
2
5

1
1
:0
8
:2
1

1
1
:1
1
:2
8
不
明

成
鳥

雨
引
山
山
麓
部
上
空
で
№
4
7
3
と
と
も
に
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
。
2
個
体
つ
か
ず
離
れ
ず
で
旋
回

し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
南
西
方
向
へ
移
動
。
そ
の
後
、
№
4
7
3
と
離
れ
て
北
～
北
東
方
向
へ
滑
翔
し

徐
々
に
降
下
。
雨
引
山
東
側
上
空
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

2
8
0
-
4
0
0

色
調
等
不
明
。
両
翼
P
3
,4
が
伸

長
中
。
尾
翼
中
央
付
近
に
も
欠

落
。

S
t.
2
'

4
7
5

2
0
2
1
/
6
/
2
5

1
1
:3
7
:4
6

1
1
:4
6
:4
1
♂

成
鳥

餌
運
搬
(ﾍ
ﾋ
ﾞ類
?
)

林
内
出
入
(消
失
)

尾
根
上
枯
木
中
程
の
枝
に
南
西
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
嘴
に
餌
(細
長
く
見
え
ﾍ
ﾋ
ﾞ類
と
見
ら

れ
る
)を
く
わ
え
て
い
る
。

1
1
:4
2
:0
0
,飛
び
立
ち
、
南
西
方
向
へ
降
下
。

1
1
:4
2
:1
5
,尾
根
上
枯
木
上
部
に
西
向
き
に
と
ま
る
。

1
1
:4
6
:3
6
,飛
び
立
ち
、
北
西
方
向
へ
滑
翔
･降

下
。
営
巣
木
脇
の
常
緑
広
葉
樹
林
内
に
入
り
消
失
。

1
9
0
-
2
1
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
成
鳥
。
欠

損
等
の
詳
細
は
不
明
。

S
t.
6
,2
4

4
7
6

2
0
2
1
/
6
/
2
5

1
1
:4
1
:0
3

1
1
:4
1
:0
4
♀

成
鳥

№
4
7
5
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
№
4
7
5
の
や
や
西
側
を
南
寄
り
に
滑
翔
。
す
ぐ
に
視
界
か
ら

外
れ
て
消
失
。

2
1
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
6

4
7
7

2
0
2
1
/
6
/
2
5

1
1
:5
7
:0
0

1
2
:0
0
:4
9
♂

成
鳥

餌
運
搬
(ｶ
ﾅ
ﾍ
ﾋ
ﾞ?
)

林
内
出
入
(消
失
)

尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
嘴
に
餌
(ｶ
ﾅ
ﾍ
ﾋ
ﾞ?
)を
く
わ
え
て
い
る
。

1
2
:0
0
:2
8
,飛
び
立
ち
、
北
東
方
向
へ
飛
翔
し
反
転
。

1
2
:0
0
:3
6
,谷
内
の
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
北
西
向
き
に
と
ま
る
。

1
2
:0
0
:4
6
,飛
び
立
ち
、
西
寄
り
に
搏
翔
し
て
や
や
上
昇
。
営
巣
木
付
近
の
樹
林
内
に
入
り
消
失
。

1
8
0
-
2
0
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
成
鳥
。
欠

損
等
の
詳
細
は
不
明
。

S
t.
2
4

4
7
8

2
0
2
1
/
6
/
2
5

1
2
:2
9
:2
0

1
2
:2
9
:3
0
不
明

成
鳥

事
業
地
上
空
を
南
寄
り
に
搏
翔
し
直
進
。
手
前
の
裏
面
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
両
翼
P
3
,4
付

近
が
凹
ん
で
い
る
。

S
t.
2
5

4
7
9

2
0
2
1
/
6
/
2
5

1
2
:3
0
:1
1

1
2
:3
1
:3
1
不
明

成
鳥

林
内
出
入
(消
失
)

尾
根
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
た
後
、
北
寄
り
に
滑
翔
し
徐
々
に
降
下
。
尾
根
上
樹

林
内
に
入
り
消
失
。

3
0
0
-
4
0
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
6

4
8
0

2
0
2
1
/
6
/
2
5

1
2
:3
2
:3
8

1
2
:4
4
:3
8
♀

成
鳥

C
al
l

攻
撃
(ｸ
ﾏ
ﾀ
ｶ
)

林
内
出
入
(消
失
)

雨
引
山
山
麓
部
上
空
で
鳴
き
な
が
ら
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
。
そ
の
後
、
出
現
し
た
№
4
8
1
を
追
う

よ
う
に
東
寄
り
に
滑
翔
後
、
№
4
8
1
と
と
も
に
再
び
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
。
そ
の
後
、
№
4
8
1
と
離
れ

て
西
～
北
西
方
向
へ
滑
翔
し
徐
々
に
降
下
。
尾
根
付
近
上
空
で
急
降
下
し
、
尾
根
上
に
と
ま
っ
て
い
た

ｸﾏ
ﾀ
ｶ
に
突
っ
か
か
る
。
そ
の
後
も
ｸﾏ
ﾀ
ｶ
の
周
囲
を
飛
翔
し
な
が
ら
執
拗
に
突
っ
か
か
り
続
け
る
。
途
中
、

№
4
8
2
が
出
現
し
2
個
体
で
突
っ
か
か
る
。
ｸﾏ
ﾀ
ｶ
が
飛
び
立
つ
と
執
拗
に
追
い
か
け
突
っ
か
か
る
。
ｸﾏ
ﾀ
ｶ

が
飛
去
す
る
と
し
ば
ら
く
旋
回
･帆

翔
し
た
後
、
南
東
方
向
へ
滑
翔
・
降
下
。
根
城
樹
林
内
に
入
り
消
失
。

付
近
に
と
ま
っ
た
よ
う
だ
が
姿
は
見
え
ず
。

2
5
0
-
4
2
0

色
調
等
不
明
。
両
翼
P
3
,4
付
近

が
伸
長
中
。

S
t.
2
',
2
5

4
8
1

2
0
2
1
/
6
/
2
5

1
2
:3
3
:1
4

1
2
:3
8
:5
0
不
明

不
明

№
4
8
0
と
と
も
に
東
寄
り
に
滑
翔
後
、
雨
引
山
南
側
山
麓
部
上
空
で
№
4
8
0
と
と
も
に
旋
回
･帆

翔
に
転
じ

徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
南
寄
り
に
移
動
。
№
4
8
0
と
離
れ
た
後
も
旋
回
を
続
け
た
後
、
北
寄
り
に
滑
翔
開

始
。
直
後
、
両
翼
を
閉
じ
て
急
降
下
。
急
降
下
を
や
め
る
と
蛇
行
す
る
よ
う
に
北
寄
り
に
滑
翔
し
徐
々
に
降

下
。
再
び
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
、
南
寄
り
に
移
動
し
な
が
ら
や
や
上
昇
し
た
後
、
北
寄
り
に
滑
翔
。
尾
根
を

巻
く
よ
う
に
徐
々
に
進
路
を
北
西
方
向
に
変
え
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
8
0
-
4
0
0

色
調
等
の
詳
細
不
明
。
両
翼
P
2

～
4
付
近
が
凹
ん
で
い
る
。

S
t.
2
',
2
5
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表
3-
3(
5)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
6
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

4
8
2

2
0
2
1
/
6
/
2
5
1
2
:3
8
:0
0

1
2
:4
3
:2
7
不
明

不
明

攻
撃
(ｸ
ﾏ
ﾀ
ｶ
)

№
4
8
0
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
№
4
8
0
と
と
も
に
と
ま
っ
て
い
る
ｸﾏ
ﾀ
ｶ
に
対
し
執
拗
に
突
っ
か

か
る
。
そ
の
後
、
ｸﾏ
ﾀ
ｶ
が
飛
び
立
つ
と
№
4
8
0
と
と
も
に
ｸﾏ
ﾀ
ｶ
を
執
拗
に
追
い
か
け
突
っ
か
か
る
。
こ
の

間
、
や
や
上
昇
。
そ
の
後
、
視
界
か
ら
外
れ
て
消
失
。

3
5
0
-
3
8
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
'

4
8
3

2
0
2
1
/
6
/
2
5
1
3
:0
9
:0
6

1
3
:0
9
:3
1
不
明

成
鳥

C
al
l

明
星
ヶ
岳
山
麓
上
空
で
ﾉｽ
ﾘを
追
っ
て
北
寄
り
に
搏
翔
。
こ
の
時
、
鳴
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
反
転
し
南
寄

り
に
滑
翔
。
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

2
8
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
1
1

4
8
4

2
0
2
1
/
6
/
2
5
1
3
:1
5
:3
6

1
3
:1
9
:2
8
♀

成
鳥

餌
運
搬
(ﾍ
ﾋ
ﾞ類
)

林
内
出
入
(消
失
)

尾
根
上
枯
木
頂
部
に
南
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
脚
に
ﾍ
ﾋ
ﾞを
掴
ん
で
い
る
様
子
(足
許
で
く
ね
っ

て
い
る
)。

1
3
:1
9
:2
2
,飛
び
立
ち
、
北
西
方
向
へ
滑
翔
。
営
巣
木
付
近
の
樹
林
内
に
入
り
消
失
。

1
9
0
-
2
0
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雌
と
見
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

4
8
5

2
0
2
1
/
6
/
2
5
1
3
:2
5
:4
2

1
3
:2
7
:1
3
不
明

不
明

雨
引
山
山
麓
上
空
で
№
4
8
6
に
追
わ
れ
る
よ
う
な
格
好
で
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
後
、
№
4
8
6
に
先

行
し
て
北
東
方
向
へ
搏
翔
と
滑
翔
を
繰
り
返
し
て
飛
翔
。
そ
の
後
、
谷
付
近
上
空
で
搏
翔
し
な
が
ら
旋

回
し
た
後
、
再
び
№
4
8
6
に
先
行
し
て
北
西
方
向
へ
搏
翔
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
0
0
-
2
5
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
',
2
5

4
8
6

2
0
2
1
/
6
/
2
5
1
3
:2
5
:4
2

1
3
:2
7
:1
4
不
明

不
明

C
al
l

雨
引
山
山
麓
上
空
で
№
4
8
5
を
追
い
か
け
る
よ
う
な
格
好
で
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
後
、
№
4
8
5
を

追
っ
て
北
東
方
向
へ
搏
翔
と
滑
翔
を
繰
り
返
し
て
飛
翔
。
こ
の
間
、
鳴
い
て
い
た
。
そ
の
後
、
谷
付
近
上

空
で
搏
翔
し
な
が
ら
旋
回
し
た
後
、
再
び
№
4
8
7
に
先
行
し
て
北
西
方
向
へ
搏
翔
。
手
前
尾
根
陰
に
入

り
消
失
。

2
0
0
-
2
5
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
',
2
5

4
8
7

2
0
2
1
/
6
/
2
5
1
3
:3
3
:1
4

1
3
:3
5
:1
6
不
明

不
明

雨
引
山
ﾋ
ﾟｰ
ｸ付

近
の
上
空
で
不
規
則
に
旋
回
･帆

翔
し
な
が
ら
北
寄
り
に
移
動
し
た
後
、
北
西
方
向
へ

滑
翔
。
稜
線
陰
に
入
り
消
失
。

4
0
0
-
4
2
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
5

4
8
8

2
0
2
1
/
6
/
2
5
1
4
:0
1
:3
2

1
4
:0
3
:3
8
不
明

不
明

C
al
l

巣
材
運
搬
?

ﾉｽ
ﾘ観

察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
鳴
き
な
が
ら
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が

ら
南
寄
り
に
移
動
。
こ
の
時
、
脚
に
木
の
枝
の
よ
う
な
物
を
掴
ん
で
い
た
。
そ
の
ま
ま
上
昇
し
、
上
空
で
見

失
う
。

3
0
0
-
4
0
0

色
調
等
不
明
。
両
翼
P
4
付
近
が

や
や
短
い
。

S
t.
2
'

4
8
9

2
0
2
1
/
6
/
2
5
1
4
:0
5
:2
2

1
4
:0
9
:0
9
不
明

成
鳥

巣
材
運
搬
?

雨
引
山
南
側
の
高
空
で
脚
に
木
の
枝
の
よ
う
な
物
を
持
っ
て
旋
回
･帆

翔
し
、
南
～
東
寄
り
に
移
動
し
た

後
、
北
～
北
西
方
向
へ
滑
翔
･降

下
。
雨
引
山
ﾋ
ﾟｰ
ｸ陰

に
入
り
消
失
。

4
3
0
-
5
0
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
1
1

4
9
0

2
0
2
1
/
6
/
2
5
1
4
:0
6
:2
8

1
4
:1
6
:1
3
不
明

不
明

深
い
羽
ば
た
き

雨
引
山
ﾋ
ﾟｰ
ｸ付

近
上
空
で
南
寄
り
に
滑
翔
し
た
後
、
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
寄
り

に
移
動
。
旋
回
開
始
当
初
か
ら
深
い
羽
ば
た
き
を
交
え
る
。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
時
々
深
い
羽
ば
た
き

を
行
い
な
が
ら
北
東
方
向
へ
ゆ
っ
く
り
と
滑
翔
。
途
中
、
旋
回
を
交
え
る
。
そ
の
後
、
進
路
を
蛇
行
す
る
よ
う

に
変
え
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
滑
翔
し
た
後
、
大
き
な
旋
回
径
で
旋
回
し
な
が
ら
北
西
寄
り
に
移
動
し
徐
々
に

上
昇
。
そ
の
ま
ま
上
空
の
雲
に
紛
れ
て
消
失
。
終
始
、
深
い
羽
ば
た
き
を
交
え
て
い
た
。

4
0
0
-
5
0
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
5

4
9
1

2
0
2
1
/
6
/
2
5
1
4
:1
0
:3
8

1
4
:1
4
:1
2
不
明

成
鳥

林
内
出
入
(消
失
)

斜
面
上
空
を
南
西
方
向
へ
滑
翔
後
、
旋
回
･帆

翔
。
そ
の
後
、
東
寄
り
に
滑
翔
す
る
が
途
中
か
ら
急
降

下
と
短
い
滑
翔
を
繰
り
返
し
て
降
下
。

1
4
:1
2
:4
3
,尾
根
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
る
。

1
4
:1
4
:0
8
,飛
び
立
ち
、
東
寄
り
に
滑
翔
･降

下
。
斜
面
上
樹
林
内
に
入
り
消
失
。

2
9
0
-
4
0
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
',
1
1

4
9
2

2
0
2
1
/
6
/
2
6
1
5
:2
9
:1
2

1
5
:4
6
:4
0
♂
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ

成
鳥

C
al
l

探
餌

ﾊ
ﾝ
ﾃ
ｨﾝ
ｸﾞ
?

谷
上
空
を
鳴
き
な
が
ら
北
西
方
向
へ
搏
翔
。

1
5
:2
9
:2
4
,谷
内
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
は
時
々
羽
づ
く
ろ
い
し
な
が
ら
し
き
り
に

周
囲
を
見
回
し
て
い
る
。
探
餌
と
見
ら
れ
る
。

1
5
:3
9
:4
8
,飛
び
立
ち
、
南
東
方
向
へ
搏
翔
し
や
や
降
下
。

1
5
:3
9
:5
5
,谷
内
の
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
南
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
は
し
き
り
に
周
囲
を
見
回
し
て
い

る
。
探
餌
と
見
ら
れ
る
。

1
5
:4
2
:4
0
,飛
び
立
ち
、
西
寄
り
に
降
下
。

1
5
:4
2
:4
0
,対
岸
の
広
葉
樹
林
陰
に
入
り
一
時
消
失
。

1
5
:4
2
:5
4
,消
失
位
置
か
ら
出
現
し
東
寄
り
に
搏
翔
で
上
昇
。

1
5
:4
2
:5
8
,谷
内
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
南
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
は
周
囲
を
見
回
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
同
所
に
と
ま
っ
て
い
た
が
、
他
方
向
観
察
の
間
に
姿
を
消
す
。

1
7
0
-
2
0
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
見
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。
眉
斑
は
明
瞭
。

S
t.
2
5

 



 

資
料
-1
0 

 

 

表
3-
4(
1)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
7
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

4
9
3

2
0
2
1
/
7
/
2
2

7
:4
4
:4
6

7
:4
6
:0
5
不
明

幼
鳥

林
縁
部
の
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
南
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。

7
:4
4
:4
9
,飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
搏
翔
し
や
や
上
昇
。

7
:4
4
:5
4
,斜
面
上
ｽ
ｷ
ﾞ上
部
の
枝
に
北
向
き
に
と
ま
る
。

7
:4
5
:5
8
,飛
び
立
ち
、
西
寄
り
に
搏
翔
。
尾
根
上
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

1
7
0
-
1
7
5

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
は
無
い
と
見
ら
れ

る
が
詳
細
は
不
明
。

S
t.
2
'

4
9
4

2
0
2
1
/
7
/
2
2

7
:5
6
:1
5

7
:5
9
:3
7
不
明

幼
鳥

斜
面
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。

7
:2
9
:2
5
,飛
び
立
ち
、
北
東
方
向
へ
搏
翔
し
た
後
、
旋
回
･帆

翔
。
西
寄
り
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
手
前
樹

林
陰
に
入
り
消
失
。

1
9
0
-
2
2
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
は
無
い
と
見
ら
れ

る
が
詳
細
は
不
明
。

S
t.
2
'

4
9
5

2
0
2
1
/
7
/
2
2

8
:4
7
:5
8

9
:1
4
:4
1
不
明

幼
鳥

探
餌

ﾊ
ﾝ
ﾃ
ｨﾝ
ｸﾞ

林
内
出
入
(消
失
)

山
麓
部
上
空
で
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
た
後
、
東
寄
り
に
滑
翔
し
や
や
降
下
。

8
:4
9
:4
7
,高
圧
電
線
に
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
時
々
羽
づ
く
ろ
い
す
る
他
、
周
辺
を
見
回

す
。

9
:0
1
:3
4
,飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
滑
翔
し
た
後
、
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
、
や
や
上
昇
し
な
が
ら
北
西
方
向

へ
移
動
。
そ
の
後
、
北
西
方
向
へ
滑
翔
･降

下
。

9
:0
4
:0
5
,尾
根
上
枯
木
の
枝
に
南
西
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
周
辺
下
方
を
見
回
し
探
餌
。

9
:1
4
:3
7
,飛
び
立
ち
、
南
西
方
向
へ
急
降
下
。
斜
面
上
樹
林
内
に
入
り
消
失
。
ﾊ
ﾝ
ﾃ
ｨﾝ
ｸﾞ
と
見
ら
れ
る
。

2
0
0
-
2
6
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
目
立
つ
欠
落
は
無
し
。
S
t.
2
',
2
5

4
9
6

2
0
2
1
/
7
/
2
2

9
:2
2
:0
0

9
:5
2
:0
5
♂

成
鳥

C
al
l

探
餌

ﾊ
ﾝ
ﾃ
ｨﾝ
ｸﾞ
?

山
麓
部
上
空
を
鳴
き
な
が
ら
北
東
方
向
へ
搏
翔
。

9
:2
2
:1
2
,尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
南
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
し
き
り
に
周
辺
の
下
方
を
見
回
し

探
餌
す
る
と
と
も
に
、
時
々
羽
づ
く
ろ
い
。

9
:5
2
:0
2
,飛
び
立
ち
、
南
東
方
向
へ
降
下
。
小
谷
内
に
降
下
し
、
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

2
1
0
-
2
2
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
成
鳥
。
欠

損
等
の
詳
細
は
不
明
。

S
t.
2
'

4
9
7

2
0
2
1
/
7
/
2
2
1
0
:0
1
:5
8

1
0
:5
7
:2
3
♂

成
鳥

鳴
き
な
が
ら
南
西
方
向
へ
搏
翔
。

1
0
:0
2
:0
0
,尾
根
上
広
葉
樹
上
部
の
枝
に
北
西
向
き
に
と
ま
る
。

1
0
:0
5
:0
1
,飛
び
立
ち
、
西
～
南
西
方
向
へ
滑
翔
後
、
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
や
や
上
昇
。
そ
の
後
、
西
寄

り
に
滑
翔
。

1
0
:0
6
:0
1
,尾
根
上
枯
木
頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
る
。
あ
ま
り
落
ち
着
か
な
い
様
子
。

1
0
:1
7
:3
6
,飛
び
立
ち
、
北
東
～
東
方
向
へ
滑
翔
し
た
後
、
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
、
徐
々
に
上
昇
し
な
が

ら
南
寄
り
に
移
動
(こ
の
間
、
別
個
体
(幼
鳥
か
も
)の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
)。
そ
の
後
、
北
西
方
向
へ
滑

翔
。

1
0
:2
2
:1
0
,尾
根
上
高
圧
鉄
塔
頂
部
に
南
西
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
は
落
ち
着
い
た
様
子
で
と

ま
っ
て
お
り
、
時
々
羽
づ
く
ろ
い
を
行
う
。

1
0
:5
2
:1
4
,南
東
向
き
に
と
ま
り
直
し
た
後
、
飛
び
立
ち
、
ゆ
っ
く
り
と
南
東
～
南
方
向
へ
旋
回
を
交
え
て

滑
翔
・
降
下
。
途
中
、
反
転
し
て
北
寄
り
に
降
下
。

1
0
:5
3
:0
0
,尾
根
上
枯
木
上
部
の
枝
に
東
向
き
に
と
ま
る
。
そ
の
後
、
飛
来
し
た
ヒ
ヨ
ド
リ
に
突
っ
か
か
ら
れ

西
向
き
に
と
ま
り
直
し
、
以
後
西
方
向
を
注
視
。

1
0
5
7
:2
0
,飛
び
立
ち
、
南
寄
り
に
滑
翔
・
降
下
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0
-
3
5
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
成
鳥
。
両

翼
P
6
,7
付
近
が
脱
落
。
尾
翼
中

央
に
も
脱
落
。

S
t.
6
,2
4

4
9
8

2
0
2
1
/
7
/
2
2
1
0
:0
4
:4
6

1
0
:1
1
:3
5
不
明

幼
鳥

C
al
l

林
内
出
入
(消
失
)

尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
は
鳴
い
て
お
り
、
北
寄
り
上
空
を
気
に
し

て
い
る
様
子
。

1
0
:0
6
:1
6
,飛
び
立
ち
、
搏
翔
し
な
が
ら
旋
回
し
、
西
寄
り
に
移
動
。

1
0
:0
6
:3
1
,尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
南
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
特
に
目
立
っ
た
動
き
無
し
。

1
0
:1
1
:2
6
,飛
び
立
ち
、
旋
回
･帆

翔
し
た
後
、
西
寄
り
に
滑
翔
。
尾
根
上
広
葉
樹
林
内
に
入
り
消
失
。

1
7
0
-
1
9
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
は
無
い
と
見
ら
れ

る
が
詳
細
は
不
明
。

S
t.
2
4

4
9
9

2
0
2
1
/
7
/
2
2
1
0
:1
4
:2
7

1
1
:4
4
:2
3
不
明

成
鳥

探
餌

尾
根
上
広
葉
樹
中
程
の
枝
に
北
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
羽
づ
く
ろ
い
を
す
る
他
、
周

辺
下
方
を
見
回
し
探
餌
し
て
い
る
様
子
。
そ
の
後
、
南
向
き
に
と
ま
り
直
す
。

1
1
:3
8
:5
6
,飛
び
立
ち
、
南
～
西
寄
り
に
滑
翔
し
た
後
、
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
西

寄
り
に
移
動
。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
北
東
方
向
に
滑
翔
。

1
1
:4
2
:0
8
,斜
面
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
の
行
動
の
詳
細
は
不
明
。

1
1
:4
4
:0
4
,飛
び
立
ち
、
南
東
方
向
へ
滑
翔
し
降
下
。
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0
-
3
5
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雌
成
鳥
。
両

翼
P
4
～
6
付
近
が
伸
長
中
の
他
、

左
翼
次
列
や
尾
翼
に
も
欠
落
有

り
。

S
t.
2
'

5
0
0

2
0
2
1
/
7
/
2
2
1
0
:3
3
:4
7

1
0
:4
4
:4
3
♂
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ

成
鳥

尾
根
上
ｱ
ｶ
ﾏ
ﾂ
頂
部
付
近
に
北
東
向
き
に
と
ま
る
。
時
々
周
囲
を
見
回
す
が
あ
ま
り
動
か
ず
と
ま
り
続
け

る
。
そ
の
後
、
西
向
き
に
と
ま
り
直
す
。

1
0
:4
4
:4
2
,飛
び
立
ち
、
北
西
方
向
へ
搏
翔
。
す
ぐ
に
手
前
樹
木
陰
に
入
り
消
失
。

2
3
0
-
2
4
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
見
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
5
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表
3-
4(
2)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
7
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

5
0
1

2
0
2
1
/
7
/
2
2
1
0
:5
9
:0
8

1
1
:1
3
:0
5
不
明

不
明

尾
根
上
落
葉
広
葉
樹
頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
陽
炎
の
た
め
詳
細
は
不
明
。
そ
の
後
、
南
西

方
向
を
注
視
し
て
い
る
様
子
。

1
1
:1
3
:0
0
,飛
び
立
ち
、
翻
っ
て
南
寄
り
に
滑
翔
・
降
下
。
す
ぐ
に
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
1
0
-
2
2
0

詳
細
不
明
。

S
t.
6

5
0
2

2
0
2
1
/
7
/
2
2
1
1
:0
3
:3
8

1
1
:1
3
:4
1
不
明

幼
鳥

探
餌

尾
根
上
空
で
搏
翔
し
上
昇
。

1
1
:0
3
:4
0
,尾
根
上
枯
木
上
部
の
枝
に
西
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
北
側
下
方
を
注
視
し
て
い

る
。

1
1
:1
3
:4
0
,飛
び
立
ち
、
南
西
方
向
へ
滑
翔
･降

下
。
す
ぐ
に
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
1
0
-
2
2
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
成
鳥
。
欠

損
等
の
詳
細
は
不
明
。

S
t.
6
,2
4

5
0
3

2
0
2
1
/
7
/
2
2
1
1
:5
9
:3
2

1
2
:0
8
:1
8
不
明

幼
鳥

尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
し
き
り
に
羽
づ
く
ろ
い
。

1
2
:0
8
:1
4
,飛
び
立
ち
、
北
東
方
向
へ
飛
翔
。
そ
の
ま
ま
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
9
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
成
鳥
。
欠

損
等
の
詳
細
は
不
明
。

S
t.
2
4

5
0
4

2
0
2
1
/
7
/
2
2
1
2
:2
6
:4
3

1
2
:4
3
:0
5
♂
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ

成
鳥

探
餌

尾
根
上
広
葉
樹
中
程
の
枝
先
に
南
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
周
辺
下
方
を
見
回
し

探
餌
し
て
お
り
、
時
々
羽
づ
く
ろ
い
。

1
2
:4
3
:0
2
,飛
び
立
ち
、
南
寄
り
に
滑
翔
・
降
下
。
す
ぐ
に
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

1
7
0
-
1
8
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
見
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
'

5
0
5

2
0
2
1
/
7
/
2
2
1
4
:2
4
:2
3

1
4
:2
8
:2
1
不
明

幼
鳥

探
餌

林
内
出
入
(消
失
)

耕
作
地
上
空
で
東
寄
り
に
搏
翔
し
た
後
、
時
々
搏
翔
を
交
え
な
が
ら
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇

し
な
が
ら
雨
引
山
南
側
斜
面
に
沿
っ
て
北
西
方
向
へ
移
動
。
こ
の
時
、
下
方
を
見
て
い
る
時
が
あ
っ
た
の

で
探
餌
し
て
い
る
様
子
。
そ
の
ま
ま
ﾋ
ﾟｰ
ｸ近

く
ま
で
上
昇
し
た
後
、
東
寄
り
に
滑
翔
後
、
急
降
下
。
ﾋ
ﾟｰ
ｸ付

近
斜
面
の
樹
林
内
は
入
り
消
失
。

1
7
0
-
3
5
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
目
立
つ
欠
落
は
無
し
。
S
t.
1
,2
',
2
5

5
0
6

2
0
2
1
/
7
/
2
3

8
:0
0
:0
8

8
:1
1
:1
3
不
明

幼
鳥

C
al
l

山
麓
部
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
た
後
、
北
東
方
向
へ
滑
翔
。
再
び
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
し

な
が
ら
西
寄
り
に
移
動
。
こ
の
時
、
鳴
い
て
い
た
。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
東
寄
り
に
滑
翔
開
始
。
時
々

搏
翔
を
交
え
や
や
蛇
行
す
る
よ
う
に
滑
翔
。
徐
々
に
進
路
を
北
東
方
向
に
変
え
る
。
そ
の
後
、
再
び
旋

回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
寄
り
に
移
動
し
た
後
、
北
寄
り
に
滑
翔
開
始
。
や
や
速
い
速

度
で
滑
翔
･降

下
し
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

1
7
0
-
3
0
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
目
立
つ
欠
落
は
無
し
。
S
t.
6

5
0
7

2
0
2
1
/
7
/
2
3

8
:2
4
:2
2

8
:3
8
:3
0
不
明

成
鳥

林
内
出
入
(消
失
)

尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
る
。
あ
ま
り
動
か
ず
時
々
羽
づ
く
ろ
い
。

8
:3
8
:2
7
,飛
び
立
ち
、
南
寄
り
に
搏
翔
し
降
下
。
斜
面
上
樹
林
内
に
入
り
消
失
。

1
7
0
-
1
8
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
4

5
0
8

2
0
2
1
/
7
/
2
3

8
:5
4
:0
3

8
:5
6
:1
7
不
明

幼
鳥

尾
根
越
し
の
上
空
で
№
5
0
9
と
と
も
に
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
。
そ
の
間
、
№
5
0
9
を

追
う
よ
う
に
飛
翔
し
、
か
る
く
突
っ
か
か
る
。
そ
の
後
、
№
5
0
9
観
察
中
に
視
界
か
ら
外
れ
消
失
。

3
0
0
-
3
4
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
目
立
つ
欠
落
は
無
し
。
S
t.
2
4

5
0
9

2
0
2
1
/
7
/
2
3

8
:5
4
:0
3

9
:4
9
:1
7
不
明

成
鳥

探
餌

ﾊ
ﾝ
ﾃ
ｨﾝ
ｸﾞ

林
内
出
入
(消
失
)

尾
根
越
し
の
上
空
で
№
5
0
8
と
と
も
に
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
。
そ
の
間
、
№
5
0
8
に

追
わ
れ
る
様
な
格
好
で
、
か
る
く
突
っ
か
か
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
№
5
0
8
と
離
れ
て
北
西
方
向
へ
滑
翔
。

8
:5
6
:2
8
,尾
根
上
鉄
塔
頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
は
あ
ま
り
動
か
す
、
周
囲
を
見
回
し

探
餌
し
な
が
ら
時
々
羽
づ
く
ろ
い
。

9
:4
9
:0
9
,飛
び
立
ち
、
南
寄
り
に
急
降
下
。
尾
根
上
樹
林
内
に
入
り
消
失
。
ﾊ
ﾝ
ﾃ
ｨﾝ
ｸﾞ
と
見
ら
れ
る
が
成

否
は
不
明
。

2
9
0
-
3
4
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
右
翼
P
7
、
左

翼
P
6
伸
長
中
。
尾
翼
中
央
に
も

割
れ
。

S
t.
2
4

5
1
0

2
0
2
1
/
7
/
2
3

9
:0
6
:4
6

9
:4
7
:5
6
不
明

幼
鳥

尾
根
上
高
圧
鉄
塔
の
近
傍
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
寄
り
に
移
動
(こ
の
時
、
同
鉄
塔

に
№
5
0
9
が
と
ま
っ
て
い
る
)。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
両
翼
を
閉
じ
気
味
に
し
て
弧
を
描
き
な
が
ら
北
寄
り

に
滑
翔
･降

下
し
た
後
、
西
寄
り
に
搏
翔
し
進
路
を
北
寄
り
に
変
え
て
滑
翔
後
、
反
転
し
て
南
寄
り
に
急

降
下
。

9
:1
0
:4
7
,手
前
尾
根
陰
に
入
り
一
時
消
失
。

9
:1
1
:0
7
,尾
根
陰
か
ら
出
現
し
て
上
昇
。

9
:1
1
:0
8
,尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
南
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
落
ち
着
い
た
よ
う
で
す
周
囲
を
見

回
し
、
時
々
羽
づ
く
ろ
い
。

9
:4
5
:1
7
,飛
び
立
ち
、
東
寄
り
に
滑
翔
し
た
後
、
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
寄
り
に

移
動
。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
南
西
方
向
へ
蛇
行
す
る
よ
う
に
滑
翔
・
降
下
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消

失
。

3
1
0
-
5
0
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
目
立
つ
欠
落
は
無
し
。
S
t.
6

5
1
1

2
0
2
1
/
7
/
2
3

9
:2
1
:0
1

9
:2
2
:2
9
不
明

幼
鳥

林
内
出
入
(消
失
)

高
圧
鉄
塔
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
な
が
ら
不
規
則
に
飛
翔
し
徐
々
に
上
昇
し
た
後
、
西
寄
り
に
滑

翔
・
降
下
。
雨
引
山
南
側
尾
根
上
の
樹
林
内
に
入
り
消
失
。

2
5
0
-
3
0
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
目
立
つ
欠
落
は
無
し
。
S
t.
2
',
2
5
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表
3-
4(
3)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
7
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

5
1
2

2
0
2
1
/
7
/
2
3

9
:4
1
:2
2

1
1
:5
8
:2
1
不
明

幼
鳥

尾
根
上
鉄
塔
頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
周
囲
を
見
回
し
、
時
々
羽
づ
く
ろ

い
を
行
う
。
そ
の
後
、
西
方
向
で
ｸﾏ
ﾀ
ｶ
が
出
現
す
る
と
西
向
き
に
と
ま
り
直
し
、
や
や
緊
張
し
た
様
子
に
な

る
。
ｸﾏ
ﾀ
ｶ
が
飛
去
す
る
と
南
東
向
き
に
と
ま
り
直
し
、
落
ち
着
い
た
様
子
に
な
る
。

1
0
:4
6
:4
4
,飛
び
立
ち
、
送
電
線
に
沿
っ
て
南
西
方
向
に
滑
翔
。
途
中
、
電
線
に
と
ま
ろ
う
と
す
る
が
失
敗

し
、
旋
回
・
帆
翔
に
転
じ
て
西
寄
り
に
移
動
。
別
の
高
圧
鉄
塔
上
部
に
と
ま
ろ
う
と
す
る
が
再
び
失
敗
。
そ

の
ま
ま
旋
回
･帆

翔
を
続
け
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
西
方
向
へ
移
動
し
た
後
、
斜
面
に
沿
う
よ
う
に
西

寄
り
に
滑
翔
。
雨
引
山
南
側
尾
根
上
空
で
再
び
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
。
そ
の
後
、
せ
ん
か

い
を
や
め
西
寄
り
に
滑
翔
開
始
。
徐
々
に
進
路
を
南
西
方
向
に
変
え
な
が
ら
明
星
ヶ
岳
南
東
側
上
空
に

達
し
、
尾
根
付
近
上
空
で
三
度
、
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
北
西
方

向
へ
滑
翔
。
速
度
を
あ
げ
て
滑
翔
し
、
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
9
0
-
5
5
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
目
立
つ
欠
落
は
無
し
。
S
t.
2
',
2
5

5
1
3

2
0
2
1
/
7
/
2
3

9
:4
3
:4
9

1
0
:4
7
:0
4
不
明

成
鳥

探
餌

№
5
0
9
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
南
西
方
向
へ
急
降
下
。

9
:4
4
:0
1
,高
圧
鉄
塔
東
側
尾
根
上
の
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
南
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
周
辺
下
方
を
見

回
し
て
探
餌
を
す
る
他
、
時
々
羽
づ
く
ろ
い
。

1
0
:4
7
:0
2
,飛
び
立
ち
、
南
寄
り
に
降
下
。
尾
根
上
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

2
9
0
-
3
4
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
4

5
1
4

2
0
2
1
/
7
/
2
3
1
2
:1
0
:2
0

1
2
:3
2
:5
4
不
明

成
鳥

尾
根
上
樹
木
(種
不
明
)頂
部
に
北
西
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
は
あ
ま
り
動
か
ず
、
時
々

周
囲
を
見
回
す
程
度
。

1
2
:3
2
:5
2
,飛
び
立
ち
、
北
西
方
向
へ
搏
翔
。
手
前
樹
木
陰
に
入
り
消
失
。

2
1
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
4

5
1
5

2
0
2
1
/
7
/
2
3
1
2
:3
3
:4
4

1
2
:4
4
:3
8
不
明

幼
鳥

C
al
l

雨
引
山
ﾋ
ﾟｰ
ｸ付

近
の
上
空
で
鳴
き
な
が
ら
旋
回
･帆

翔
。
徐
々
に
上
昇
し
、
近
傍
で
飛
翔
し
て
い
た
ﾉｽ
ﾘ

よ
り
上
空
に
達
す
る
。
そ
の
後
、
鳴
き
止
み
、
南
東
方
向
へ
滑
翔
後
、
再
び
旋
回
･帆

翔
。
旋
回
を
や
め

る
と
東
寄
り
に
滑
翔
。
遠
方
上
空
で
三
度
旋
回
･帆

翔
し
た
後
、
東
寄
り
に
滑
翔
し
、
手
前
樹
林
陰
に
入

り
消
失
。

2
5
0
-
4
5
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
目
立
つ
欠
落
は
無
し
。
S
t.
2
',
2
5

5
1
6

2
0
2
1
/
7
/
2
3
1
2
:4
1
:3
9

1
3
:3
1
:3
7
不
明

成
鳥

探
餌

尾
根
上
枯
木
頂
部
に
北
西
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
は
、
時
々
周
辺
下
方
を
見
回
し
探
餌
し
た
り

羽
づ
く
ろ
い
。

1
3
:3
1
:3
5
,飛
び
立
ち
、
北
西
方
向
へ
搏
翔
し
降
下
。
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

2
1
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
4

5
1
7

2
0
2
1
/
7
/
2
3
1
4
:5
9
:2
1

1
5
:3
0
:0
1
♂
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ

成
鳥

探
餌

林
内
出
入
(消
失
)

尾
根
上
枯
木
に
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
時
々
周
辺
下
方
を
見
回
し
探
餌
し
た
り
羽
づ
く
ろ

い
。

1
5
:0
7
:3
6
,飛
び
立
ち
、
東
～
北
東
方
向
へ
搏
翔
と
滑
翔
を
繰
り
返
し
て
飛
翔
し
や
や
降
下
。

1
5
:0
8
:1
0
,尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
南
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
時
々
周
辺
下
方
を
見
回
し
探
餌

し
た
り
羽
づ
く
ろ
い
。

1
5
:2
9
:5
6
,飛
び
立
ち
、
い
っ
た
ん
北
寄
り
に
搏
翔
す
る
が
す
ぐ
に
反
転
し
て
南
寄
り
に
滑
翔
・
降
下
。
尾

根
上
樹
林
内
に
入
り
消
失
。

1
7
0
-
2
1
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
見
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
1
8

2
0
2
1
/
7
/
2
3
1
5
:0
9
:4
8

1
5
:1
4
:2
6
不
明

幼
鳥

尾
根
付
近
上
空
で
№
5
1
9
と
と
も
に
不
規
則
に
飛
翔
。

1
5
:1
0
:3
3
,尾
根
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
西
向
き
に
と
ま
る
(№
5
1
9
も
近
傍
に
と
ま
る
)。

1
5
:1
3
:4
0
,№
5
1
9
に
遅
れ
て
飛
び
立
ち
、
№
5
1
9
と
と
も
に
尾
根
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
。
徐
々
に
北

寄
り
に
移
動
し
、
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0
-
2
2
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
目
立
つ
欠
落
は
無
し
。
S
t.
2
',
2
5

5
1
9

2
0
2
1
/
7
/
2
3
1
5
:0
9
:4
8

1
5
:1
4
:2
6
不
明

幼
鳥

尾
根
付
近
上
空
で
№
5
1
8
と
と
も
に
不
規
則
に
飛
翔
。

1
5
:1
0
:4
0
,尾
根
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
る
(№
5
1
8
も
近
傍
に
と
ま
っ
て
い
る
)。
と
ま
っ
て
い
る
間
、

落
ち
着
か
な
い
様
子
。

1
5
:1
2
:0
5
,飛
び
立
ち
、
一
度
旋
回
。

1
5
:1
2
:1
4
,す
ぐ
東
側
の
落
葉
広
葉
樹
の
枝
先
に
東
向
き
に
と
ま
る
。

1
5
:1
3
:3
6
,№
5
1
8
に
先
だ
っ
て
飛
び
立
ち
、
後
か
ら
飛
び
立
っ
た
№
5
1
8
と
と
も
に
尾
根
付
近
上
空
で
旋

回
･帆

翔
。
徐
々
に
北
寄
り
に
移
動
し
、
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0
-
2
2
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
目
立
つ
欠
落
は
無
し
。
S
t.
2
',
2
5

 



 

資
料
-1
3 

 

 

表
3-
5(
1)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
8
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

5
2
0

2
0
2
1
/
8
/
1
9
1
0
:1
5
:0
0

1
0
:4
2
:2
8
不
明

成
鳥

林
内
出
入
(消
失
)

尾
根
陰
よ
り
出
現
し
、
南
寄
り
に
搏
翔
し
た
後
、
斜
面
上
空
で
旋
回
･帆

翔
。

1
0
:1
5
:5
3
,尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
終
始
落
ち
着
か
な
い
様
子
で

周
囲
を
見
回
す
。

1
0
:4
2
:2
3
,飛
び
立
ち
、
西
寄
り
に
搏
翔
。
尾
根
上
樹
林
内
に
入
り
消
失
。

1
9
0
-
2
0
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
そ
の
他
、
詳

細
は
不
明
。

S
t.
2
4

5
2
1

2
0
2
1
/
8
/
1
9
1
0
:2
6
:4
6

1
0
:4
1
:5
7
不
明

不
明

尾
根
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
た
後
、
南
東
方
向
へ
滑
翔
。
そ
の
後
、
再
び
尾
根
付
近
上
空
で
旋

回
･帆

翔
し
た
後
、
北
西
方
向
へ
滑
翔
。
再
び
旋
回
･帆

翔
に
転
ず
る
と
そ
の
後
、
相
次
い
で
出
現
し
た

№
5
2
2
の
個
体
と
合
流
し
旋
回
し
な
が
ら
不
規
則
に
移
動
し
て
手
前
尾
根
で
見
え
隠
れ
。
降
雨
の
中
、

尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
3
0
-
2
5
0

詳
細
不
明
。

S
t.
6

5
2
2

2
0
2
1
/
8
/
1
9
1
0
:2
9
:1
6

1
0
:4
1
:5
7
不
明

不
明
×
4

№
5
2
1
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
№
5
2
1
の
近
傍
で
互
い
に
突
っ
か
か
り
あ
い
な
が
ら
旋
回
･帆

翔
し
、
№
5
2
1
と
合
流
し
て
不
規
則
に
移
動
。
そ
の
後
、
相
次
い
で
さ
ら
に
2
個
体
が
合
流
し
、
№
5
2
1
含

め
て
5
個
体
で
旋
回
･帆

翔
し
不
規
則
に
移
動
。
こ
の
間
、
手
前
尾
根
で
見
え
隠
れ
し
個
体
の
特
定
が

不
可
能
に
な
る
。
そ
の
後
、
相
次
い
で
降
雨
の
中
、
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
3
0
-
2
5
0

詳
細
不
明
。

S
t.
6

5
2
3

2
0
2
1
/
8
/
1
9
1
4
:1
9
:4
1

1
5
:0
2
:1
0
♀

成
鳥

尾
根
上
空
で
南
東
方
向
へ
搏
翔
。

1
4
:1
9
:4
8
,尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
南
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
は
落
ち
着
い
た
様
子
で
羽
づ
く

ろ
い
し
な
が
ら
周
囲
を
見
回
す
。
そ
の
後
、
№
5
2
4
が
近
傍
に
飛
来
す
る
と
少
し
気
に
し
た
様
子
で
同
個

体
を
見
て
い
る
様
子
。
そ
の
ま
ま
同
所
に
と
ま
っ
て
い
た
が
、
№
5
2
4
観
察
中
に
姿
を
消
す
。

1
7
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雌
と
見
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
2
4

2
0
2
1
/
8
/
1
9
1
4
:4
9
:1
5

1
5
:1
1
:2
0
不
明

幼
鳥

№
5
2
3
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
尾
根
南
側
よ
り
飛
来
。

1
4
:4
9
:1
9
,尾
根
上
の
常
緑
広
葉
樹
頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
る
。

1
5
:0
1
:1
6
,飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
搏
翔
。

1
5
:0
1
:2
2
,尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
る
。

1
5
:0
1
:5
0
,す
ぐ
に
飛
び
立
ち
、
南
寄
り
に
搏
翔
。

1
5
:0
1
:5
8
,尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
南
東
向
き
に
と
ま
る
(こ
の
直
後
、
№
5
2
3
の
消
失
を
確
認
)。
そ
の
後
、

同
所
に
と
ま
っ
て
い
た
が
、
他
方
向
観
察
の
間
に
姿
を
消
し
て
い
る
。

1
7
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
2
5

2
0
2
1
/
8
/
1
9
1
5
:0
7
:3
6

1
5
:1
1
:2
0
♂

成
鳥

№
5
2
4
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
斜
面
に
沿
っ
て
北
寄
り
に
飛
翔
。

1
5
:0
7
:4
4
,斜
面
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
る
。
そ
の
ま
ま
同
所
に
と
ま
っ
て
い
た
が
、
他
方
向
観

察
の
間
に
姿
を
消
し
て
い
る
。

1
5
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
見
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
2
6

2
0
2
1
/
8
/
1
9
1
5
:1
4
:4
0

1
5
:1
9
:2
2
不
明

幼
鳥

斜
面
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
何
か
を
食
べ
て
る
様
子
。

1
5
:1
7
:2
0
,飛
び
立
ち
、
南
寄
り
に
搏
翔
し
て
上
昇
。

1
5
:1
7
:3
0
,尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
は
目
立
っ
た
行
動
は
無
し
。

1
5
:1
9
:2
0
,飛
び
立
ち
、
西
寄
り
に
搏
翔
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
6
0
-
1
7
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
2
7

2
0
2
1
/
8
/
1
9
1
5
:3
0
:2
0

1
5
:4
0
:1
2
♀
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ

成
鳥

C
al
l

尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
鳴
い
て
い
る
た
が
、
そ
の
後
、
鳴
き
止
む
(こ

の
間
、
№
5
2
8
が
飛
来
)。

1
5
:4
0
:0
8
,飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
搏
翔
。
尾
根
上
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。
付
近
の
樹
林
内
に
入
っ
た
か

も
。

1
7
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雌
と
見
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
2
8

2
0
2
1
/
8
/
1
9
1
5
:3
0
:2
4

1
5
:3
3
:4
8
不
明

幼
鳥

№
5
2
7
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
尾
根
を
巻
く
よ
う
に
東
寄
り
に
飛
翔
。

1
5
:3
0
:2
9
,№
5
2
7
か
ら
少
し
離
れ
た
尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
る
。

1
5
:3
1
:2
4
,飛
び
立
ち
、
南
東
方
向
へ
降
下
。

1
5
:3
0
:3
0
,尾
根
上
枯
ﾏ
ﾂ
の
枝
先
に
南
向
き
に
と
ま
る
。
そ
の
後
、
同
所
に
と
ま
っ
て
い
た
が
、
他
方
向
観

察
の
間
に
姿
を
消
し
て
る
。

1
5
0
-
1
7
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
2
9

2
0
2
1
/
8
/
2
0

8
:0
3
:2
0

8
:2
8
:4
5
♂

成
鳥

小
尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
南
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
落
ち
着
い
た
様
子
で
羽
づ
く
ろ
い

を
し
、
時
々
周
囲
を
見
回
す
。
そ
の
後
、
同
所
に
と
ま
っ
て
い
た
が
、
降
雨
の
た
め
目
を
離
し
た
間
に
姿
を

消
す
。

1
7
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
み
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
3
0

2
0
2
1
/
8
/
2
0

8
:1
3
:5
9

8
:1
4
:0
4
不
明

不
明

谷
付
近
の
上
空
で
東
寄
り
に
搏
翔
。
そ
の
ま
ま
直
進
し
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

1
5
0

詳
細
不
明
。

S
t.
6

5
3
1

2
0
2
1
/
8
/
2
0

8
:5
5
:2
0

8
:5
7
:0
0
不
明

幼
鳥

林
縁
部
上
空
を
西
寄
り
に
滑
翔
。

8
:5
5
:2
7
,林
縁
部
の
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
西
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
る
と
同
時
に
周
囲
を
見
回
す
。
そ
の
後
、
同
所

に
と
ま
っ
て
い
た
が
、
僅
か
に
目
を
離
し
た
間
に
姿
を
消
し
て
い
る
。

1
5
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

 



 

資
料
-1
4 

 

 

表
3-
5(
2)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
8
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

5
3
2

2
0
2
1
/
8
/
2
0

9
:3
6
:5
4

9
:4
0
:2
3
♂
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ

成
鳥

C
al
l?

攻
撃
?
(ｻ
ｼ
ﾊ
ﾞ)

谷
上
空
を
南
寄
り
に
搏
翔
。

9
:3
7
:0
0
,尾
根
斜
面
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
し
き
り
に
周
囲
を
見
回
す
。

9
:3
8
:0
3
,飛
び
立
ち
、
斜
面
沿
い
に
搏
翔
。

9
:3
8
:0
6
,斜
面
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
西
向
き
に
と
ま
る
。
や
は
り
周
囲
を
見
回
す
(そ
の
後
、
№
5
3
3
が
飛
来

す
る
と
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
が
本
個
体
か
№
5
3
3
か
は
不
明
)。

9
:3
9
:4
8
,飛
び
立
ち
、
降
下
。
下
方
に
と
ま
っ
て
い
た
№
5
3
3
に
か
る
く
突
っ
か
か
っ
た
後
、
北
東
方
向
へ

搏
翔
。

9
:3
9
:5
7
,小
尾
根
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
る
。

9
:4
0
:2
0
,№
5
3
3
に
遅
れ
て
飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
搏
翔
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
7
0
-
2
0
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
み
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
3
3

2
0
2
1
/
8
/
2
0

9
:3
9
:1
8

9
:4
0
:2
3
不
明

不
明

C
al
l?

№
5
3
2
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
南
東
方
向
へ
搏
翔
。

9
:3
9
:2
0
,№
5
3
2
の
や
や
下
方
、
ﾋ
ﾉｷ
著
部
に
東
向
き
に
と
ま
る
(こ
の
時
、
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
が
本
個

体
か
№
5
3
2
か
は
不
明
)。
そ
の
後
、
降
下
し
て
き
た
№
5
3
2
に
突
っ
か
か
ら
れ
る
。

9
:3
9
:5
0
,突
っ
か
か
ら
れ
た
直
後
に
飛
び
立
ち
、
北
東
方
向
へ
搏
翔
。

9
:4
0
:0
3
,小
尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
西
向
き
に
と
ま
る
。

9
:4
0
:1
8
,№
5
3
2
に
先
だ
っ
て
飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
搏
翔
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
7
0
-
2
0
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
4

5
3
4

2
0
2
1
/
8
/
2
0

9
:4
0
:4
4

9
:4
2
:0
6
不
明

幼
鳥

南
東
方
向
へ
搏
翔
。

9
:4
0
:4
6
,尾
根
上
ｱ
ｶ
ﾏ
ﾂ
頂
部
に
南
東
向
き
に
と
ま
る
。
と
ま
っ
て
い
る
間
、
し
き
り
に
周
囲
を
見
回
す
。

9
:4
2
:0
5
,飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
滑
翔
・
降
下
。
す
ぐ
に
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0
-
1
9
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
3
5

2
0
2
1
/
8
/
2
0

9
:4
6
:2
2

1
0
:0
4
:3
4
♂

成
鳥

C
al
l

小
尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
(№
5
2
9
と
同
じ
木
）
頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
当
初
は
鳴
い
て
い
た
が
、
そ
の

後
、
鳴
き
止
み
、
落
ち
着
い
た
様
子
で
羽
づ
く
ろ
い
を
行
い
、
時
々
周
囲
を
見
回
す
。

1
0
:0
4
:3
1
,飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
搏
翔
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
7
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
み
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
3
6

2
0
2
1
/
8
/
2
0

9
:4
6
:4
0

9
:5
0
:4
9
不
明

幼
鳥

№
5
3
5
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
尾
根
東
側
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
た
後
、
東
寄
り
に
滑
翔
し

徐
々
に
降
下
。

9
:4
7
:1
7
,手
前
樹
林
陰
に
入
り
一
時
消
失
。

9
:4
7
:3
0
,樹
林
陰
か
ら
出
現
し
東
寄
り
に
滑
翔
。

9
:4
7
:3
4
,尾
根
上
ｽ
ｷ
ﾞ頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
る
。
本
個
体
が
と
ま
っ
た
直
後
に
近
傍
別
木
に
ｶ
ﾗ
ｽ
が
と
ま

り
、
ｶ
ﾗ
ｽ
を
気
に
し
て
い
る
様
子
。

9
:5
0
:4
6
,飛
び
た
ち
、
西
寄
り
に
滑
翔
・
降
下
。
手
前
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

1
4
0
-
1
9
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
3
7

2
0
2
1
/
8
/
2
0

9
:5
7
:0
6

9
:5
8
:2
0
不
明

不
明

№
5
3
8
と
と
も
に
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
し
や
や
城
主
し
た
後
、
南
寄
り
に
搏
翔
と
滑
翔
を
繰
り
返
し

て
直
進
し
徐
々
に
降
下
。
手
前
樹
木
陰
に
入
り
消
失
。

2
3
0
-
2
7
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
'

5
3
8

2
0
2
1
/
8
/
2
0

9
:5
7
:0
6

9
:5
8
:2
0
不
明

不
明

№
5
3
7
と
と
も
に
搏
翔
を
交
え
て
旋
回
･帆

翔
し
や
や
城
主
し
た
後
、
南
寄
り
に
搏
翔
と
滑
翔
を
繰
り
返
し

て
直
進
し
徐
々
に
降
下
。
手
前
樹
木
陰
に
入
り
消
失
。

2
3
0
-
2
7
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
'

5
3
9

2
0
2
1
/
8
/
2
0

9
:5
8
:5
8

1
0
:1
3
:3
8
不
明

幼
鳥

尾
根
陰
か
ら
出
現
し
旋
回
･帆

翔
し
な
が
ら
徐
々
に
上
昇
。
上
空
で
飛
翔
す
る
ﾉｽ
ﾘ(
№
7
7
)に
接
近
。
そ

の
後
、
№
5
4
0
,5
4
1
の
2
個
体
も
合
流
し
、
東
寄
り
に
移
動
。
こ
の
間
に
別
の
ﾉｽ
ﾘ(
№
7
8
)も
合
流
し
5
個
体

で
旋
回
･帆

翔
。
時
々
、
ﾉｽ
ﾘを
追
う
よ
う
な
行
動
を
行
う
。
そ
の
後
、
旋
回
を
や
め
北
西
方
向
へ
滑
翔
し
た

後
、
再
び
旋
回
･帆

翔
。
追
っ
て
き
た
№
5
4
0
,5
4
1
と
合
流
し
て
旋
回
･帆

翔
し
た
後
、
3
個
体
で
北
西
方

向
へ
滑
翔
。
雨
引
山
東
側
山
麓
上
空
で
3
個
体
で
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
寄
り

に
移
動
。
途
中
、
上
空
の
雲
に
紛
れ
て
消
失
。

1
9
0
-
4
0
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
目
立
つ
欠
落
は
無
し
。
S
t.
2
',
2
5

5
4
0

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
0
:0
1
:1
4

1
0
:1
3
:3
8
不
明

幼
鳥

№
5
3
9
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
№
5
4
1
と
と
も
に
№
5
3
9
と
合
流
し
、
ﾉｽ
ﾘ2
個
体
も
交
え
て
5
個

体
で
旋
回
･帆

翔
。
こ
の
間
、
ﾉｽ
ﾘの

追
う
よ
う
な
行
動
を
行
う
。
そ
の
後
、
ﾉｽ
ﾘ(
№
7
8
)を
追
っ
て
東
寄
り
に

滑
翔
す
る
が
、
途
中
で
追
う
の
を
や
め
旋
回
･帆

翔
。
そ
の
後
、
先
行
し
た
№
5
3
9
を
追
う
よ
う
に
北
西
方

向
へ
滑
翔
。
合
流
し
、
3
個
体
で
旋
回
･帆

翔
し
た
後
、
3
個
体
で
北
西
方
向
へ
滑
翔
。
雨
引
山
東
側
山

麓
上
空
で
3
個
体
で
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
寄
り
に
移
動
。
途
中
、
上
空
の
雲
に

紛
れ
て
消
失
。

2
5
0
-
4
5
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
目
立
つ
欠
落
は
無
し
。
S
t.
2
',
2
5
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表
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生
態
系
（
サ
シ
バ
：
8
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

5
4
1

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
0
:0
1
:1
4

1
0
:1
3
:3
8
不
明

幼
鳥

№
5
3
9
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
№
5
4
0
と
と
も
に
№
5
3
9
と
合
流
し
、
ﾉｽ
ﾘ2
個
体
も
交
え
て
5
個

体
で
旋
回
･帆

翔
。
こ
の
間
、
ﾉｽ
ﾘの

追
う
よ
う
な
行
動
を
行
う
。
そ
の
後
、
ﾉｽ
ﾘ(
№
7
8
)を
追
っ
て
東
寄
り
に

滑
翔
す
る
が
、
途
中
で
追
う
の
を
や
め
旋
回
･帆

翔
。
そ
の
後
、
先
行
し
た
№
5
3
9
を
追
う
よ
う
に
北
西
方

向
へ
滑
翔
。
合
流
し
、
3
個
体
で
旋
回
･帆

翔
し
た
後
、
3
個
体
で
北
西
方
向
へ
滑
翔
。
雨
引
山
東
側
山

麓
上
空
で
3
個
体
で
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
北
寄
り
に
移
動
。
途
中
、
上
空
の
雲
に

紛
れ
て
消
失
。

2
5
0
-
4
5
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
目
立
つ
欠
落
は
無
し
。
S
t.
2
',
2
5

5
4
2

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
0
:1
7
:1
4

1
0
:1
9
:3
0
♂

成
鳥

尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
当
初
は
し
き
り
に
鳴
い
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
鳴
き
止

む
。

1
0
:1
9
:2
2
,飛
び
立
ち
、
尾
根
沿
い
に
北
西
方
向
へ
搏
翔
。
尾
根
上
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
み
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
4
3

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
0
:1
9
:5
7

1
0
:2
2
:3
1
不
明

成
鳥

尾
根
上
広
葉
樹
中
程
の
枝
に
南
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。

1
0
:2
0
:3
4
,飛
び
立
つ
。

1
0
:2
0
:3
5
,す
ぐ
近
く
に
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
る
。

1
0
:2
2
:2
8
,飛
び
立
ち
、
南
東
方
向
へ
滑
翔
。
尾
根
上
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0

色
調
等
か
ら
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳

細
は
不
明
。

S
t.
6

5
4
4

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
0
:1
9
:5
7

1
0
:2
2
:3
6
不
明

幼
鳥

尾
根
上
広
葉
樹
頂
部
に
北
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。

1
0
:2
2
:3
3
,飛
び
立
ち
、
南
東
方
向
へ
飛
翔
。
尾
根
上
樹
林
陰
に
入
り
消
失
。

1
8
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
6

5
4
5

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
0
:3
0
:5
0

1
0
:3
0
:5
6
不
明

不
明

尾
根
を
巻
く
よ
う
に
北
寄
り
に
搏
翔
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

1
7
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
4

5
4
6

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
0
:3
5
:1
4

1
0
:3
9
:4
2
不
明

幼
鳥

尾
根
越
し
の
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
た
後
、
南
寄
り
に
滑
翔
。
尾
根
付
近
上
空
で
再
び
旋
回
･帆

翔
に

転
じ
や
や
西
寄
り
に
移
動
し
た
後
、
南
寄
り
に
滑
翔
。
途
中
で
反
転
し
北
寄
り
に
滑
翔
。

1
0
:3
9
:0
6
,尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
る
。

1
0
:3
9
:3
0
,飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
滑
翔
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
0
0
-
2
3
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
4
7

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
0
:3
8
:4
0

1
0
:4
0
:3
9
不
明

幼
鳥

№
5
4
6
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
1
9
1
ｍ
ﾋ
ﾟｰ
ｸ付

近
の
上
空
で
旋
回
･帆

翔
。

1
0
:3
8
:5
8
,同
ﾋ
ﾟｰ
ｸ上

の
広
葉
樹
頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
る
。

1
0
:4
0
:2
4
,飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
滑
翔
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

2
0
0
-
2
1
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
4
8

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
0
:4
1
:2
0

1
0
:4
1
:5
0
不
明

幼
鳥

C
al
l

尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
鳴
い
て
い
る
様
子
。

1
0
:4
1
:2
2
,飛
び
立
ち
、
北
寄
り
に
滑
翔
し
や
や
降
下
。
そ
の
後
、
反
転
し
て
南
寄
り
に
滑
翔
。
尾
根
上

樹
林
陰
に
入
り
消
失
。
付
近
に
と
ま
っ
た
様
に
見
え
た
が
、
枝
葉
の
陰
で
姿
が
見
え
ず
。

1
7
0
-
1
8
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
4
9

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
0
:4
1
:2
0

1
0
:4
2
:2
7
不
明

幼
鳥

C
al
l

尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
北
西
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
鳴
い
て
い
る
様
子
。

1
0
:4
2
:2
4
,飛
び
立
ち
、
北
西
方
向
へ
搏
翔
。

1
0
:4
2
:2
7
,№
5
5
0
が
と
ま
っ
た
広
葉
樹
に
と
ま
る
が
、
同
時
に
枝
葉
の
陰
に
入
り
姿
が
見
え
な
く
な
る
(直

後
、
付
近
か
ら
何
か
が
飛
び
立
っ
た
よ
う
に
見
え
た
が
、
本
個
体
か
№
5
5
0
か
は
不
明
)。

1
8
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
5
0

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
0
:4
2
:0
5

1
0
:4
2
:1
2
不
明

幼
鳥

№
5
4
9
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
尾
根
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
。

1
0
:4
2
:1
2
,尾
根
上
広
葉
樹
に
と
ま
る
が
、
同
時
に
枝
葉
の
陰
に
入
り
姿
が
見
え
な
く
な
る
(そ
の
後
、
同

所
に
№
5
4
9
が
飛
来
し
と
ま
る
。
そ
の
直
後
、
付
近
か
ら
何
か
が
飛
び
立
っ
た
よ
う
に
見
え
た
が
、
本
個
体

か
№
5
4
9
か
は
不
明
)。

1
8
0
-
1
9
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
5
1

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
0
:5
0
:3
0

1
0
:5
5
:0
5
不
明

幼
鳥

攻
撃
?
(№
5
5
2
)

尾
根
陰
か
ら
出
現
し
、
尾
根
付
近
上
空
で
旋
回
･帆

翔
し
徐
々
に
上
昇
し
た
後
、
北
寄
り
に
滑
翔
し
徐
々

に
降
下
。
浮
き
上
が
る
よ
う
に
上
昇
し
た
後
、
反
転
し
て
旋
回
･帆

翔
に
転
じ
徐
々
に
上
昇
し
な
が
ら
西
寄

り
に
移
動
。
途
中
、
接
近
し
て
き
た
№
5
5
2
に
突
っ
か
か
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
じ
ゃ
れ
合
う
様
に
相
互
に

突
っ
か
か
り
あ
い
な
が
ら
付
近
を
移
動
。
そ
の
後
、
№
5
5
2
と
離
れ
て
付
近
で
旋
回
･帆

翔
し
て
い
た
が
、

視
界
か
ら
外
れ
て
消
失

2
0
0
-
3
5
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
1
,2
4

5
5
2

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
0
:5
4
:1
5

1
0
:5
5
:1
5
不
明

不
明

攻
撃
?
(№
5
5
1
)

№
5
5
1
観
察
中
に
視
界
内
に
入
っ
て
く
る
。
№
5
5
1
に
接
近
し
、
上
空
か
ら
突
っ
か
か
る
。
そ
の
後
、
じ
ゃ

れ
合
う
様
に
相
互
に
突
っ
か
か
り
あ
い
な
が
ら
付
近
を
移
動
。
そ
の
後
、
№
5
5
1
と
離
れ
て
不
規
則
に
飛

翔
(付
近
を
飛
翔
す
る
ﾂ
ﾊ
ﾞﾒ
に
ﾓ
ﾋ
ﾞﾝ
ｸﾞ
さ
れ
た
り
、
逆
に
掴
み
取
ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
様
子
)し
な
が
ら
西

寄
り
に
移
動
。
そ
の
ま
ま
尾
根
を
越
え
消
失
。

3
0
0
-
3
5
0

詳
細
不
明
。

S
t.
1
,2
4
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表
3-
5(
3)
 
生
態
系
（
サ
シ
バ
：
8
月
）
の
調
査
結
果
一
覧
 

№
調
査
日

確
認
時
刻

消
失
時
刻

雌
雄

成
幼

特
記
行
動

行
動
詳
細

高
度
(m
)

特
徴

確
認
地
点

5
5
3

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
1
:0
2
:3
2

1
1
:4
0
:1
5
♂

成
鳥

C
al
l

餌
運
搬
(種
不
明
)

尾
根
付
近
上
空
で
鳴
き
な
が
ら
南
寄
り
に
搏
翔
し
た
後
、
反
転
し
て
北
寄
り
に
滑
翔
。
こ
の
時
、
脚
に
餌

(種
不
明
)を
掴
ん
で
い
る
。

1
1
:0
2
:4
9
,尾
根
上
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
る
。
当
初
は
周
囲
を
見
回
し
な
が
ら
し
き
り
に
鳴
い
て
い

た
が
、
そ
の
後
、
鳴
き
止
み
、
餌
(大
き
め
の
羽
が
有
り
大
型
の
昆
虫
か
も
)を
自
ら
食
べ
始
め
る
。
食
べ
終

え
る
と
落
ち
着
い
た
様
子
で
し
き
り
に
羽
づ
く
ろ
い
。
そ
の
ま
ま
同
所
に
と
ま
っ
て
い
た
が
、
他
方
向
観
察

の
間
に
姿
を
消
し
て
い
る
。

1
9
0
-
1
8
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雄
と
み
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

5
5
4

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
1
:1
1
:2
7

1
1
:1
1
:5
8
不
明

不
明

攻
撃
(ｸ
ﾏ
ﾀ
ｶ
)

ｸﾏ
ﾀ
ｶ
を
追
い
な
が
ら
南
寄
り
に
滑
翔
。
こ
の
間
、
度
々
ｸﾏ
ﾀ
ｶ
に
突
っ
か
か
る
。
そ
の
ま
ま
ｸﾏ
ﾀ
ｶ
を
追
っ
て

反
転
し
北
寄
り
に
搏
翔
す
る
が
、
途
中
で
追
う
の
を
や
め
搏
翔
を
交
え
た
旋
回
･帆

翔
で
西
寄
り
に
移

動
。
そ
の
ま
ま
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

3
9
0
-
4
3
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
'

5
5
5

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
1
:3
0
:3
3

1
1
:3
1
:0
3
不
明

不
明

攻
撃
(ｸ
ﾏ
ﾀ
ｶ
)

ｸﾏ
ﾀ
ｶ
を
追
い
か
け
搏
翔
と
滑
翔
を
交
え
て
北
東
方
向
へ
飛
翔
。
こ
の
間
、
ｸﾏ
ﾀ
ｶ
に
度
々
突
っ
か
か
る
。

そ
の
ま
ま
北
東
方
向
へ
飛
翔
し
徐
々
に
降
下
。
手
前
尾
根
陰
に
入
り
消
失
。

3
5
0
-
3
7
0

詳
細
不
明
。

S
t.
2
'

5
5
6

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
3
:1
8
:1
8

1
3
:2
0
:2
1
♀
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ

成
鳥

林
内
出
入
(消
失
)

尾
根
斜
面
上
の
ﾋ
ﾉｷ
頂
部
に
南
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。

1
3
:2
0
:1
8
,飛
び
立
ち
、
北
西
方
向
へ
搏
翔
。
斜
面
上
樹
林
内
に
入
り
消
失
。

1
7
0

色
調
･模

様
等
か
ら
雌
と
み
ら
れ

る
成
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
6

5
5
7

2
0
2
1
/
8
/
2
0
1
3
:2
0
:3
5

1
3
:3
1
:3
0
不
明

幼
鳥

斜
面
上
枯
木
頂
部
に
東
向
き
に
と
ま
っ
て
い
る
。
落
ち
着
い
た
様
子
で
と
ま
っ
て
お
り
、
時
々
羽
づ
く
ろ

い
。
そ
の
ま
ま
同
所
に
と
ま
っ
て
い
た
が
、
他
方
向
観
察
の
間
に
姿
を
消
し
て
い
る
。

1
6
0

色
調
･模

様
等
か
ら
本
年
巣
立
っ

た
幼
鳥
。
欠
損
等
の
詳
細
は
不

明
。

S
t.
2
4

 

 

 



 

 

表 3-6 生態系（サシバ：4月）の個体識別結果一覧 

個体名 雨引ａ 雌雄 雄 成幼 成鳥 確認日 2021/4/15

右翼

尾翼

その他

個体名 雨引ｂ 雌雄 不明 成幼 成鳥 確認日 2021/4/15

右翼

尾翼

その他

左翼 S6に内弁欠損。 2021/4/15にSt.25より撮影(№403)

詳細不明。

胸部は横班が詰まっているように見える。はっきりしない
が細い眉班があるようにも見える。

出現状況

・備考
4/15に1度出現(№403)。この他、同日の№404,408も
本個体の可能性が高い。また№391および№401,402
のいずれかも本個体の可能性がある。
調査結果から当該個体の可能性もある。

模式図 個体写真

目立つ欠落は無し。

模式図 個体写真

S4に内弁欠損。
S1がやや短く、段付いて見える。

左翼 S1がやや短く、段付いて見える。 2021/4/15にSt.2'より撮影(№398)

左R4付近に欠損が有るかも。

眉班が有るように見える。よって雌成鳥の可能性高い。

出現状況

・備考
4/15に1度出現(№398)。この他、同日の№389も本個
体の可能性がある。また、№391および№401,402のい
ずれかも本個体の可能性がある。
その後の調査結果から当該雄成鳥と判断。 2021/4/15にSt.2'より撮影(№398)

 



 

 

表 3-7 生態系（サシバ：5月）の個体識別結果一覧 

 



 

 

表 3-8(1) 生態系（サシバ：6月）の個体識別結果一覧 

個体名 雨引ａ 雌雄 雄 成幼 成鳥 確認日 2021/6/24,25

右翼

尾翼

その他

個体名 雨引ｃ 雌雄 雌 成幼 成鳥 確認日 2021/6/24,25

右翼

尾翼

その他

模式図 個体写真

模式図 個体写真

P3付近が抜けている様子。

左翼 P3,4が脱落。
三列付近がやや短い(欠損?)。

2021/6/24にSt.2'より撮影(№444)

中央から右側のすべてで欠損(または伸長中)が有る様
子。閉じていても右側が欠けている。
左R4,5付近にも欠損が有る様子。

6/24に3度出現(№428,457,461)。6/25に2度出現(№466,470)。

この他、6/24の№458、6/25の№471,482,492は本個体の可能性

が高く、6/24の№437,438,440～443,445,454,460、6/25の№

491も本個体の可能性が有る。
2021/6/25にSt.2'より撮影(№466)

P3が伸長中。P7～9先端に微細な欠損。
S4に内弁欠損。

左翼 P3が伸長中。P7先端に微細な欠損。
S1がやや短い(伸長中かも)。

2021/6/24にSt.2'より撮影(№428)

右R1が欠損(または伸長中)。
右R3、左R1～3先端に欠損。
左R3,4間がひらいて見えることがある。

眉斑が見える。

出現状況

・備考

出現状況

・備考

6/24に3度出現(№426,444,456)。6/25に1度出現(№480)。この

他、6/24の№430,459、6/25の№478,486も本個体の可能性が高

く、6/24の№437,438,440～443,445,454,460、6/25の№491も

本個体の可能性が有る。一致点は無いが、4月確認の雨引ｂと同

一の可能性が有る。 2021/6/25にSt.2'より撮影(№480)  



 

 

表 3-8(2) 生態系（サシバ：6月）の個体識別結果一覧 

個体名 明星ａ 雌雄 雄 成幼 成鳥 確認日 2021/6/24,25

右翼

尾翼

その他

個体名 明星ｂ 雌雄 不明 成幼 成鳥 確認日 2021/6/24

右翼

尾翼

その他

模式図 個体写真

P4が脱落。P3が伸長中の様子。

左翼 P4が脱落。P2,3が伸長中の様子。
P8がやや短く見える。先端が欠けているかも。また、P5
に内弁欠損があるかも。

2021/6/24にSt.24より撮影(№434)

尾翼中央がやや凹む。両R1、左R2付近に伸長中また
は欠損が有る様子。右R4付近にも欠損が有る様子。

出現状況

・備考

6/24に4度出現(№425,427,450,452)。6/25に5度出現(№

462,464,469,475,477)。この他、6/24の№431,446,448,449、

6/25の№465も本個体の可能性が高く、6/25の№467も本個体の

可能性が有る。
2021/6/24にSt.24より撮影(№464)

出現状況

・備考
6/24に1度出現(№435)。
この他、同日の№432も本個体の可能性が高い。

模式図 個体写真

P3が脱落。P2が伸長中の様子。
次列後半・三列付近に凹み。

左翼 P4が脱落。P3が伸長中の様子。 2021/6/24にSt.24より撮影(№435)

尾翼中央付近がやや凹んで見える。詳細は不明。

 



 

 

表 3-8(3) 生態系（サシバ：6月）の個体識別結果一覧 

個体名 雨引ｄ 雌雄 不明 成幼 不明 確認日 2021/6/25

右翼

尾翼

その他

個体名 雨引ｅ 雌雄 不明 成幼 成鳥 確認日 2021/6/25

右翼

尾翼

その他

模式図 個体写真

6/25に1度出現(№473)。

2021/6/25にiSt.2'より撮影(№473)

模式図 個体写真

P4が脱落。P3が伸長中。

P4が伸長中。

左翼 P4が伸長中。 2021/6/25にSt.2'より撮影(№473)

詳細不明。

出現状況

・備考

左翼 P4が脱落。P3が伸長中。 2021/6/25にSt.2'より撮影(№474)

大きく割れる。左R1,2(両R1かも)が脱落しているかも。右
R1(R2?)に欠損。左R4付近にも欠損が有る様子。

出現状況

・備考
6/25に1度出現(№474)。

 



 

 

表 3-8(4) 生態系（サシバ：6月）の個体識別結果一覧 

個体名 雨引ｆ 雌雄 不明 成幼 不明 確認日 2021/6/25

右翼

尾翼

その他

個体名 雨引ｇ 雌雄 不明 成幼 不明 確認日 2021/6/25

右翼

尾翼

その他

出現状況

・備考
6/25に1度出現(№481)。

2021/6/25にSt.2'より撮影(№481)

模式図 個体写真

模式図 個体写真

P1～3が脱落している様子。

左翼 P1～3が脱落している様子。 2021/6/25にSt.2'より撮影(№481)

目立つ欠落は無い様子。

P3が脱落。P2が伸長中。

左翼 P3が脱落。P2が伸長中。 2021/6/25にSt.2'より撮影(№488)

詳細不明。

出現状況

・備考
6/25に1度出現(№488)。
同日の№489も本個体の可能性が高い。

 



 

 

表 3-8(5) 生態系（サシバ：6月）の個体識別結果一覧 

 



 

 

表 3-9(1) 生態系（サシバ：7月）の個体識別結果一覧 

個体名 明星ａ 雌雄 雄 成幼 成鳥 確認日 2021/7/22

右翼

尾翼

その他

個体名 明星ｄ 雌雄 不明 成幼 成鳥 確認日 2021/7/23

右翼

尾翼

その他

左翼 P6が脱落。P4,5が伸長中。
S4付近が脱落しているのかスリットが見える。

2021/7/23にSt.24より撮影(№509)

右R1,2、左R1が脱落している様子。左R2も脱落してい
るかも。

明星ａに似ているが、欠損位置が少しずつ異なる。出現
状況から当該雌(明星ｃ)の可能性が高いが、当該雌の
欠損状況が不明のため、明星ｄとする。

出現状況

・備考
7/23に1度出現(№509)。
この他、7/22の№501、7/23の№513も本個体の可能
性が有る。

模式図 個体写真

P6,7が脱落。P4,5が伸長中。
S4付近が脱落しているのかスリットが見える。

模式図 個体写真

P5,6が脱落。P3,4が伸長中。
S2,10付近が脱落しているのかスリットが見える。

左翼 P5,6が脱落。P3,4が伸長中。
S6付近が脱落しているのかスリットが見える。

2021/7/22にSt.6より撮影(№497)

両R1,2が脱落している様子。

出現状況

・備考
7/22に1度出現(№497)。
この他、7/23の№507,514,516,517も本個体の可能性
が高く、7/22の№501、7/23の№513も本個体の可能性
が有る。

 



 

 

表 3-9(2) 生態系（サシバ：7月）の個体識別結果一覧 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4  計量証明書(写し) 
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